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第１章 研究の課題と構成 
１－１ 研究の背景 
１－１－１ グローバル化の進展と都市と農村の乖離 
 
世界を席巻しているグローバル化は、資本、労働力、サービスの国境を越えた移動と海
外投資を増加させ、世界の政治・経済の相互依存関係を一層深めている。グローバル化に
は功罪の両面があり、光の側面としては貿易の自由化が世界経済の発展に功を奏したとい
う指摘、影の側面には資本の支配の貫徹が貧富の格差の拡大や環境、固有文化の破壊へと
つながっているという指摘がある。古沢［１］は、グローバル化がもたらす功罪について
以下のような指摘をしている。「グローバル化は、世界経済の低迷と失業問題の深刻化等の
問題を発生させ、それを背景に 2 つの動きが生まれている。それは、グローバル市場競争
において活路を見出そうとする動き、保護・充実政策に重きを置き地域を重視する動き、
さらに両方入り混じった動きである。基本的には、自由貿易による国際分業体制の一層の
促進を目指す巨大な力（グローバル化）が世界を席巻し、抵抗する力（ローカル化）との
間でせめぎあいが生じている。」 
グローバル化の進展は、地域固有の暮らしの在り方や共同体の在り方等を変容させてい
ると言える。こうしたグローバル化の影響については、中野［２］や藤田［３］がある。
中野［２］は、農業分野における経済のグローバル化は、多国籍アグリビジネスと家族経
営との間に利害対立を呼び起こし、農村地域の社会問題を引き起こしていると述べている。
藤田［３］は、グローバル化の進展が、生活領域としての地域の在り方を変容させ、都市
と農村の乖離を呼び起こしていると指摘している。藤田［３］は、「都市部の生命活動の維
持に必要な食料を、農村が供給するという基本的な物資代謝関係が、国境を越えたことが、
様々な問題を引き起こしている。自給基盤を持たない大規模な輸出型農業への転換は、環
境・生態系に対する負荷の増幅につながり、持続性・循環性に乏しい農業を作りあげてい
る。」と述べている。このようにグローバル化は、世界中に都市と農村、食と農の乖離をも
たらし、それに生じて様々な課題が発生している。しかし、生じている課題や課題への対
応方法は国ごとに異なる。欧州連合（EU）は、主に農業と工業の調和、農業と環境の調和
を重視した方針を選択し、食料自給率を大幅に改善させた。一方、日本は都市の過密と工
業化による経済成長、さらに農村の衰退という都市と農村の乖離が拡大する道筋を辿り続
けた（図１－１）。 
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図１－１ 日本における都市と農村の乖離 
出所：大友作成（註２） 
 
 戦後から現在までの日本における都市と農村、食と農の乖離の過程を、表１－１に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
グローバル化
都市と農村・
食と農の
乖離
国内農業の変
容・農村の衰
退
都市化・
食の変容
 3 
 
表１－１ 都市と農村・食と農の乖離をめぐる動き 
 
出所：大友作成 
 
グローバル化の進展は、国内の都市と農村、食と農の乖離をもたらした（表１－１）。 
その動きを見てみよう。1950 年代から 1960 年にかけては、都市と農村の乖離はさほど
進展していない。農業は、国内の食料不足へ対応する役割を担っていた。食生活は、その
地域で採れる農作物（大豆や野菜、米など）に依存しており、地域の中で食と農はつなが
っていた。1960 年代には、高度経済成長と農産物輸入自由化の動きが本格化し、国内の都
市と農村、食と農の乖離が著しく進展した。農村から都市へ、大量の労働人口が流出した。
高度経済成長は、都市・農村双方における生活スタイルを近代化させ、食と農の時間的・
空間的・社会的乖離を進展させた。1980 年から 2000 年代にかけては、食と農の乖離に対
国内農業の変容 国内の食の変容 都市と農村の乖離をめぐる動き
食料不足と食料増産の
時代
（1950年代）
●農地改革（自作農創設特別措置
法）
●農地法・農協法
●食糧管理法の改正
●稲作日本一
●食料の増産・栄養改善
●学校給食の導入・普及
農業近代化・食の洋風
化・多様化の時代
（1960年代）
●農産物の自由化（1960）
●農業基本法（主産地形成・選択
的拡大）●野菜生産出荷安定法
●指定産地制度
●高度経済成長
●インスタント食品の普及
●米価の下落
●農村人口の都市への流出
●農村でもてなす時に「お刺身や
とんかつなどを出す文化」が主流
に  　　　　　　　　　　　　　　●農
村（文化）の社会的評価が下がる
食の外部化と生産調整
の時代
（1970年代）
●減反政策の開始
●農業の工業化（化学化、規格
化）
●定時・定量・定質
●食品公害・農薬汚染の激化
●日本有機農業研究会発足
（1971）
●ケンタッキーフライドチキン開店
（1970）
●マクドナルド開店（1971）
●国民栄養調査に肥満度調査が加
わる（1971）
●グレープフルーツ他20品目自由化
（1971）
●食料自給率の低下、担い手の
不足、農村の衰退
食と農の問いなおしの時
代
（1980年代）
●有機農産物・自然食ブーム
●環境保全型農業の推進
●遺伝子組み換え技術の実用化
●「日本型食生活」の見直し
●本物・健康志向　ファッション化　高
級化
●健康食品ブーム
●グルメブーム
●農家の欧米への派遣
●直売所等女性起業の萌芽
●都市と農村のつながりを回復
する様々な取り組みの萌芽（生協
運動他）
グローバル化と地方回帰
の２極化の時代
（90年代から2000年代）
　
●食料・農業・農村基本法の制定
（1999）
●ＷＴＯ（世界貿易機関）体制と農
産物自由化、農業改革の動き
●バイオ農産物の登場・流通
●TPPの動き
食と農のグローバル化
●地球環境問題の深刻化
●循環型社会形成基本法の制定
（2000）
●雪印食中毒事件（2000）
●BSE問題（2001）食料自給率問題、
耕作放棄地の増加等
●スローフード運動の広がり
●食と農の再生プラン
●食育基本法の制定（2005）
●有機農業推進法（2006）
●食の安全性への不安
●グリーンツーリズムによる政策
支援（１９９２）
●普及員による積極的な普及
（1995～）
●全国に農家レストランが誕生
自然志向の増加と地方
の自立の時代
（2010年代）
●植物工場や経営合理化の動き
●地球環境問題の悪化
●東日本大震災
●暮らしの質や安全を求める社会的
ニーズ
●グローバリぜーションの激化と地方
の自立を求める動き
●自然志向の増加　本物の食への
ニーズ
●６次産業化法の成立（2010）：
農家レストランは究極の6次産業
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するゆり戻しが起きている。BSE 問題や雪印乳業事件、食品偽造などの食の安全を脅かす
事件が多発し、消費者の国内の食と農のあり方への不安が生まれた。それは、日本食の見
直しや、直売所運動、生協運動などによる食と農のつながりを求める動きをもたらした。
2010 年以降は、進展した都市化の反動として、農的なライフスタイルを求める層や新規就
農を目指す層が増加傾向にある。さらに、2011 年の東日本大震災は、足下の地域における
食・農・エネルギー等の自立へ人々の目を向けさせた。 
 
１－１－２ 都市と農村の新しい関係 
 
 都市と農村の乖離から生じる様々な課題に対する世界的な動きには以下のようなものが
ある。例えば 19 世紀末のイギリスでは、ハワードが田園都市運動を提唱している。田園都
市運動とは、都市的な社会と自然の美しさを融合させた田園都市（註３）の実現を目指し
た動きである（東［４］による）。また 1980 年代のイタリアでは、食のグローバル化に対
する危機感から、良質な食材と生産者を守るスローフード運動が開始している。スローフ
ード運動の理念は、国内では島村［５］が詳しい。スローフード運動の理念は、質の良い
ものを作っている小さな生産者を守ること、子供を含めた消費者へ味の教育をすること、
ほっておけば消えそうな味を守ること、等である。1989 年の発足当時、60 人足らずであっ
た会員は、2000 年には世界 45 カ国 8 万人強まで成長し、世界中に広がっている。このよ
うに、乖離した都市と農村、食と農の距離を埋め、新しい都市と農村の関係を作ろうとす
る動きは世界中で生じている。日本国内でも、都市と農村をつなぐ動きとしてスローフー
ド運動、生協運動、産消提供、観光農園、市民農園、産直レストラン、農家レストラン、
農家民宿、開墾ツアーなどの動きが生じている［６］。 
さらに、都市住民の農村への意識の変容を、図１－２に示した。以下の統計は、内閣府に
よる「森林と生活に関する世論調査」（2012 年）のうち、農山村滞在型の余暇生活への関心
度に関する年次別意識調査の結果である。 
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図１－２ 都市住民の農村への意識調査            
出所：内閣府「森林と生活に関する世論調査」（2011年）[７]より大友作成 
 
図１－２によると、都市住民の中で「是非農山村で休暇を過ごしてみたい。」と答えてい
る人の割合は、平成 8 年は全体の 12％であるが、平成 23 年には 23％にまで増加している。
伸び率が最も大きいのは、平成 15 年から平成 19 年にかけてで、経済危機の影響によって
物価の安い地方や農村の生活に魅力を感じる人が増加していることが推測される。また、
内閣府による「食料・農業・農村の役割に関する世論調査」（2009 年）では、食料の国内生
産について 1987 年から 2008 年にかけて、「外国産より高くても国内で生産すべき」という
回答が、71％から 94％まで増加している。また「安ければ輸入した方がよい」という回答
は、20％から 3％に激減している。さらに「自給率を高めるべきか」という問いに関しては、
2006 年から 2008 年にかけて、79％から 93％に増加している［８］。食と農の乖離が進展
する一方で、都市部では、食料自給に関する危機意識も芽生え始めていると言える。 
このような都市住民の農村への関心の高まりは、これからの新しい日本を作るために重
要な要素となりえる。大和田［９］は、「農山漁村の丸ごとの豊かさをそこに住む人々とそ
の豊かさに気がついた都市の人々が一緒になって追求する農村再生」をアグリコミュニテ
ィビジネスとして提唱している。大和田［９］は、農村の再生には農村住民だけではなく、
そこに魅力を感じた都市住民も関わる必要性を述べている。 
さらに大江［１０］は、「安定した日本社会の構築のためには、都市と農村がともに豊か
〔参考〕　農山村滞在型の余暇生活
是非過ごしてみたいと思う機会があれば過ごしてみたいと思うあまり過ごしてみたいとは思わない全く過ごしてみたいとは思わないわから
平成23年12月調査
(注１)(1,843人)
22.8 49.8 17.9 8.8 0.8
平成19年5月調査
（注１）（1,827人）
24.4 51.6 15.1 7.9 1.1
平成15年12月調査
(注２)（2,113人）
12.2 44.6 25 15.2 2.9
平成11年7月調査
(注３)（2,137人）
13.1 46.1 21.6 16.8 2.4
平成8年1月調査
(注4)（2,282人）
12.2 45.4 26.4 14.9 1.1
(注１）平成23年12月,平成19年5月調査では、「あなたは，一定期間，緑豊かな農山村に滞在し，休暇を過ごしてみたいと思いますか。
　　　　この中から１つだけお答えください。」と聞いている。　
(注２)平成15年12月調査では、「最近、緑豊かな農山村において、健康的でゆとりある余暇生活を送ることが注目されていま２
　　　が、あなたは、一定期間農山村に滞在し、休暇を過ごしてみたいと思いますか。この中から１つだけお答えください。」
　　　と聞いている。
(注３)平成11年７月調査では、「最近、緑豊かな農山村において、健康でゆとりある余暇生活を送ることが注目されていますが、
　　　あなたは、一定期間農山村に滞在し、休暇を過ごしてみたいと思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞
　　　いている。
(注４)平成８年１月調査では、「最近、緑豊かな農山村の自然、生活、文化に対する国民の理解が深まり、健康でゆとりある農
　　　山村休暇型の余暇生活が見直されていると言われています。ところで、あなたは、一定期間農山村に滞在し、休暇を過ご
　　　してみたいと思いますか。この中から１つだけお答えください。」と聞いている。
出典：「森林と生活に関する世論調査」内閣府より作成
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で安定した相互依存の関係にあることが前提となる。」と述べている。しかし、現代の日本
では、都市住民の農村への関心を、農村の活性化につなげるための手段や方法が十分とは
言えない。今後の農村の発展には、都市住民の農村への関心を農村活性化につなげる方法
や手段を検討することが重要である。 
 
１－１－３ 都市と農村の接点としての農家レストラン 
 
そこで、都市と農村の関係構築の手段を検討するために、幾つかの事業の特性を比較し
た。事業としては、直売所、観光農園、市民農園、農家レストラン、農家民宿等を選択し
た（図１－３）。それぞれの事業を検討すると、構築されている都市と農村の関係の質が異
なることが分かった。 
 
 
 
図１－３ 都市と農村の関係構築の手段 
出所：大友作成 
 
 
 
 
 
農村住民
農 家 レ ス
トラン
提供
農家民宿 観光農園 直売所
都市住民
市民農
園
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図１－４ 各事業の特徴 
出所：大友作成 
 
例えば、直売所で提供されているものは、食材（生産物）が中心で、構築されている都
市と農村の関係は食材（生産物）の売買関係である。また、観光農園では農的な空間や食
材、景観などの組み合わせが提供されている。そこでは直売所と比較すると、より長時間
にわたる農村滞在時間があり、構築される都市と農村の関係は、コミュニケーションを伴
っている。市民農園では、「農作業」という活動が提供されている。構築されている都市と
農村の関係は、コミュニケーション関係のみならず農作業の伝授関係を伴うこともある。
農家レストランや農家民宿では、主に食文化や家屋、暮らしの知恵などの「地域資源に立
脚した農家の生活の営み（生活文化）」（註４）が提供されている。構築されている都市と
農村の関係は、料理方法に関する情報交換や人生相談などを通した具体的な人間関係にま
で至る。農家民宿も農家レストランと類似した形態であるが、農家民宿は、より観光とし
ての側面が強く、農家レストランは、レストランとして都市住民が日常的に訪れる側面が
強い。 
それぞれの事業で提供されている「農業・農村が持つ機能」は異なり、構築される都市
と農村の関係も異なる。本研究では、こうした都市と農村の関係を構築する事業体の中で
も特に、「地域資源に立脚した農家の生活の営み（食文化や家屋、暮らしの知恵等）」を活
用し、提供している「農家レストラン」の独自の役割に着眼する。 
本研究で、「農家レストラン」に着眼した理由は、以下の点からである。 
第一に、資源や環境の制約を迎えている現代社会では、地域資源に立脚したライフスタ
イルへの移行が求められている。農家レストランでは、「地域資源に立脚した農家の生活の
営み（以下、「地域資源（生活の営み）」と略称して示す）：食文化や家屋、暮らしの知恵」
が提供され、都市住民と共有されている。こうした視点から、「農家レストラン」が有する
独自の役割に着眼した。 
第二に、様々な 6 次産業化の事業の開業の 2006 年から 2010 年伸び率（表１－２）にお
農家レストラン 農家民宿 観光農園 直売所 市民農園
活用している
地域資源
食材・田畑 食材 田畑
生産以外の
農家の役割
コミュニケーショ
ン・販売
販売することも
有り
生産技術の提
供と伝承
都市住民に
提供している
価値
飲食・販売・
サービス
宿泊・飲食・販
売・サービス
収穫体験
食材の販売
食材の販売 生産・収穫体験
農家の生活の営み（食文化や
知恵など）
調理・地域文化（農家の生活の
営み）の伝承・コミュニケーショ
ン
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いては、農産加工が 42.9％、貸農園・体験農園が 45.1％、観光農園が 15.7％、農家民宿が
34.5％、農家レストランが 60.6％とあり、農家レストランの伸び率が最も高い。 
 
表１－２ 農業・農村の 6次産業化総合調査結果 
 
出所：世界農林業センサス（2010年）[１１]より大友作成 
 
全体の売り上げシェアにおいては、農家レストランは、わずか 0.2％（2008 年）、0.4％
（2010 年）と、経済効果が高いとは言えない数字だが、その伸び率は 60％と高い。さらに
グリーンツーリズムに対する都市住民の潜在的需要に関する調査結果（図１－５）では、
農家レストランへの潜在的需要が最も高く、20.4％を占めている。 
 
図１－５ 都市住民の農村への潜在的需要 
出所：『食料・農業・農村白書』（2010年）[１２]より大友作成 
 
以上の調査結果を読み解くと、農家レストランは生産者側の開業意欲と、消費者側の潜
在的需要の双方が高いと言える。ゆえに、都市と農村の接点を作る事業体としての、潜在
的可能性が高いと言えるだろう（註５）。 
農産物の
加工
消費者に
直接販売
貸農園・
体験農園
等
観光農園 農家民宿
農家レス
トラン
海外への
輸出
その他
2006年　　　　　 2,009,380 1,655,999 353,381 23,913 331,347 4,023 7,579 1,492 826 ― 12,329
2010年 1,679,084 1,327,590 351,494 34,172 329,122 5,840 8,768 2,006 1,248 445 3,215
2006年　　　　　 100 82.4 17.6 6.8 6.8 1.1 2.1 0.4 0.2 ― 3.5
2010年 100 79.1 20.9 9.7 93.6 1.7 2.5 0.6 0.4 0.1 0.9
伸び率（％） 42.9 45.1 15.7 34.5 60.8
全国
事業の種類
総数（件）
構成比
（％）
農業生産関
連事業を行っ
ている実経営
対数
農業生産
関連事業
を行って
いない
計
-10 -5 0 5 10 15 20 25
滞在型市民農園の利
用
援農ボランティア
子供の体験旅行
長期の暮らし
農家民宿の利用
農作業体験
農家レストランの利用
短期の暮らし
観光農園の利用
自然体験・レクレーショ
ン
農産物直売所の利用
農業の手伝い
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１－３ 農家レストランの研究動向 
 
ここで、本研究の目的に関する既存研究に触れ、本研究の独自性を示す。 
 
（１）地域資源（生活の営み）活用の意義 
１） 農業経営の差別化 
農家レストランを、経営的差別化の観点から捉えた研究には、宮崎［１３］がある。宮
崎［１３］は、農家レストランは、各々の農村の景観、自然、文化等の多面的機能の発揮
に適した事業体で、農産物の高付加価値化や農業経営の差別化として有効であるとの指摘
をしている、 
２） 地域性のアピール 
地域資源（生活の営み）の活用は、地域性のアピールにつながることへの指摘には、澤
野［１４］がある。澤野［１４］は、活用している地域資源（生活の営み）には、特に食
材、農家家屋の内装や静かでゆったりとした居心地などを述べている。 
以上の 2 つの研究において、農家レストランにおける地域資源（生活の営み）の活用は、
農業経営の差別化、地域性のアピール等の手段としての側面が指摘されている。しかし、
農家レストランにおいて地域資源（生活の営み）が活用されていることの意義は、それの
みには留まらないと言える。 
 
（２）地域資源（生活の営み）活用の効果 
１）地域への効果 
 次に、地域資源（生活の営み）の活用が、地域に与える効果に関する研究には、斉藤
［１５］、中村［１６］らがある。 
ⅰ）地域経済への効果 
地域への経済効果を考察した研究には、斉藤ら［１５］がある。斉藤ら［１５］は、農
家レストラン 4 事例の経営状況と地域への経済効果について事例分析を実施している。こ
の事例分析では、4 事例において飲食店としての健全経営に必要とされている F・L コスト
＝60％を達成しているレストランは１件のみで、経営の観点からは問題を有していること
が指摘されている。一方、地域への経済効果は、人件費と地域内からの食材仕入れ額によ
る経済的地域還元は小さいが、地域外来店者比率が高く、農家レストランは外貨獲得に有
効であることが結論づけられている。 
ⅱ）食文化の活用による農地保全 
農家レストランを「食文化型アグリビジネス」と定義し、食文化活用の視点から意義を
考察した研究には、中村［１６］がある。中村［１６］は、京都の「お食事処きたむら」
という農家レストランを事例として、農家レストランを「食文化型アグリビジネス」と定
義している。食文化型アグリビジネスの定義は、「農村地域の住民自らが地域農産物および
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地域自生植物を食材とし、生産（採取）－調理・加工・販売することをもって地域内農産
物の高付加価値化と地域経済発展を目指すビジネス」である。 
中村［１６］は、地域内農産物を利用した伝統食の提供は、乖離した食と農の距離を縮
め、農地の保全につながることを指摘している。 
 
２）都市住民への効果 
ⅰ）生産者と消費者の関係構築 
都市住民への効果に関する研究には、土田ら［１７］がある。土田［１７］らは、福井
市の「ファームビレッジさんさん」（以下「さんさん」と示す。）を、取り上げ以下の点に
着眼している。「さんさん」は、直売所と農家レストランの併設施設である。そこでは、消
費者を対象とした「食」に関する勉強会等が実施され（註６）、生産者と消費者の関係構築
が重視されている。しかし、食文化の活用による、都市住民への幅広い効果に関しての検
討はまだ十分とは言えない。 
以上の先行研究からは、農家レストランにおいて地域資源（生活の営み）が活用される
ことの意義には、経済効果、地域性のアピール、外貨獲得等の地域経済活性化への指摘が
ある。さらに、地域における農地保全、生産者と消費者の相互理解を促す場としての効果
が指摘されている。 
以上の研究では、農家レストランにおいて食文化が活用されること、景観等の多面的機
能が活用されることによる効果が重点的に示されている。しかし、先行研究では、1 つ目に
は、農家レストランで活用されている地域資源（生活の営み）の内容についての考察が十
分ではない。 
2 つ目には、そのことによって発生している意義が、経営者、地域、都市住民といった主 
体の違いに対し、どう異なるのか、といった視点が薄い。 
3 つ目には、地域資源（生活の営み）が、経営の継続と共に活用され続けていく、そのプ
ロセスに、どんな意義が生じているのか、といった長期的な視点が十分ではない。 
 
１－３ 研究の目的と課題 
 
そこで、本研究では、以下の 3 つの点について明らかにする。第一に、農家レストラン
において、活用されている地域資源（生活の営み）の中身を明らかにする。第二に、農家
レストランで地域資源（生活の営み）が活用されていることが、経営者・地域・都市住民
といった 3 つの主体にもたらしている意義を明らかにする。第三に、農家レストランにお
いて、地域資源（生活の営み）が活用され続けるそのプロセスに着眼し、それはどういっ
た形で進んでいるのかを明らかにする。さらに、その考察から都市と農村の接点としての
農家レストランの現代的意義に接近したい。 
研究目的に対する研究課題は、以下の４点である。 
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第一に、農家レストランの多様な側面をより効果的に考察するために、地域資源（生活
の営み）の活用の目的を軸に、調査対象事例を類型化する。 
第二に、各タイプの農家レストランにおいて活用している地域資源（生活の営み）の中
身を明らかにする。 
第三に、各タイプの農家レストランにおける地域資源（生活の営み）の活用の意義を、
経営者の活用目的、活用プロセス、農業経営・地域・都市住民への効果の 3つの視点から
考察する。 
第四に、2つのタイプの農家レストランの比較から、都市と農村の接点としての農家レス
トランの現代的意義を考察する。 
 
１－４ 研究方法 
 
１－４－１ 研究方法と対象地の選定 
 
研究方法は、農家レストランの事例調査、農家レストラン経営者に対する面接調査と、
都市住民に対するアンケートと面接調査を通じた実証研究である。調査実施期間は、2002
年から 2012 年の 10 年間であり、研究対象地域は宮城県とした。 
研究対象地域の選定理由は以下の 3 点である。 
第一に、東日本大震災後の東北地域では、地域資源に立脚した地域性のある農業の発展
方向と企業的経営の両方の方向性が模索されている。そうした背景下、東北地域の地域資
源に立脚した農家の生活の営みを活用した農家レストランの現代的意義を問うことは、地
域性を尊重することの理由に対し一石を投じることになる。 
第二に、宮城県は食料自給率 79％(平成 21 年度概算値 全国 10 位）でありながら、仙台
市という大消費地を抱えている。よって、新しい形の都市と農村の関係構築を実証する研
究対象地として適切であると考えた。 
第三に、宮城県は、県のグリーンツーリズム推進計画において、生産者が主体である取
り組みを積極的に支援している。さらに、農家レストラン経営者は個人経営が多く、農家
が主体的に自家（自宅）を利用して経営する事業体が多い。そのため、農家レストランに
見られる地域資源（生活の営み）の活用の意義に着眼する上では適切である。 
 
１－４－２ 研究対象事例の選定 
 
 研究対象事例は、表１－３で示す 10 事例である。事例選定の条件は、以下の 3 点である。 
第一に、農家レストランがその存在意義を発揮するためには、一定程度の継続した経営
が必要であると考える。よって、10 年以上の経営の持続性を選定の条件とした。 
 12 
 
第二に、農家レストランにおける農家の自発性に着眼しているため、その開業理念が明
確であることを条件とした。  
第三に、地理的な分布を考慮し、仙台より北の地域から 4 軒、仙台市から 2 軒、仙台よ
り南の地域から 3 軒選定した。 
 
表１－３ 調査対象 10事例 
 
出所：大友作成 
 
 研究対象事例の立地地域を図１－６に示す。 
 
 
図１－６ 宮城県における調査対象の所在地 
出所：大友作成 
農家レストラン名 立地 開業年
1 芭蕉庵 七ヶ宿町 1999
2 ひっぽ 丸森町 1999
3 旬菜館 亘理町 1999
4
いにしえの館　たて
のいえ
名取市 1999
5 もろや 仙台市 1999
6 ふみえはらはん 加美町 1996
7 蔵楽 田尻町 1999
8 ライスフィールド 色麻町 1998
9 のんびり村 石巻市 1993
10 慶明丸 南三陸町 1999
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１－５ 本研究の構成 
 
 本研究の構成は、以下の通りである（図１－７）。 
 第 1 章では、グローバリゼーションや高度経済成長に伴う都市と農村、食と農の乖離等
の社会変化を整理する。その上で、都市と農村の関係を構築するニーズの高まりを指摘し、
本研究の目的と課題を述べる。 
 第 2 章では、日本の農家レストランの特質をヨーロッパとの比較、誕生の背景等の視点
から明確にする。 
 第 3 章では、東北地域と宮城県の農家レストランの特徴を整理し、地域資源（生活の営
み）の活用目的を軸に、調査対象事例を類型化する。 
 第 4 章では、地域資源（生活の営み）の活用によって、地域内外の交流拠点の創造を重
視している「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）活用の意
義と活用の経緯、農業経営・地域・都市住民への効果について整理する。 
 第 5 章では、地域資源（生活の営み）の活用目的を、主に「飲食店としての付加価値化・
自立経営」に置いている農家レストランにおける地域資源（生活の営み）活用の意義と活
用プロセス、農業経営・地域・都市住民への効果について考察する。 
 第 6 章では、2 つの類型の経営展開における共通点と相違点を明らかにし、農家レストラ
ンの現代的意義に接近する。 
 補章では、農家レストランの訪問経験がある都市住民を対象に、そのニーズや要望、今
後の期待、訪問後の行動変容等をアンケートとヒアリングから明らかにする。 
第 7 章では、農家レストランの現代的意義と展望、残された課題について述べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 14 
 
 
 
図１－７ 本研究の構成 
出所：大友作成 
 
研究の課題と構成
農家レストランの類型化
日本における農家レストランの
特質とその多様性
「交流・場づくり型農家レスト
ラン」における地域資源
（生活の営み）活用の意義
2類型における
経営展開の共通点と相違点
農家レストランの
現代的意義
「飲食店自立型農家レストラン」
における地域資源
（生活の営み）活用の意義
第1章
第2章
第4章
第3章
第5章
農家レストランに関する
都市住民の意向調査結果
第6章
第7章
補章
 15 
 
註 
１）1995 年の FAO（国際連合食糧農業機構）の統計によれば、世界で生産された農産物のうちおよ
そ 12％が輸出に向けられている。 
２）図表に関しては、2002 年 8 月～2013 年 12 月に大友が実施した農家レストランへの聞き取り調
査をもとに作成したものが多く、それは出所を「大友作成」とした。以下同じ。 
３）「田園都市」とは都市化が進み様々な社会問題に直面したロンドンにおいて、ハワードが提唱し
た都市と農村を結合させた都市のことであり、以下のような定義がある。「「田園都市」は、健康
的な生活と産業のために設計された町である。その規模は社会生活を十二分に営むことができる
大きさであるが、しかし大きすぎることはなく、村落地帯で取り囲まれ、その土地は全て公的所
有であるか、もしくはそのコミュニティに委託されるものである。」（東［４］による） 
４）「地域資源に立脚した農家の生活の営み」とは、地域資源を活用した伝統的な農家の暮らし方を
指している。食生活や家屋などは、地域の資源に依存しておりその地域の文化的側面とも関連が
ある。例えば食文化等は各地域の環境に即して、地域の人々が栽培、畜産、採取、調理、食事作
法等を習得し、共有することによって受け継がれ、日々の食の生産・加工・消費によって受け継
がれ、構築され、「その地域ならではのもの」という要素を強く持っている。以下、「地域資源（生
活の営み）」と明記することとする。 
５） しかし、現段階での「農家レストラン」については、メニュー開発の不十分さ、集客の課題、情
報提供の不足等様々な課題も指摘されており、可能性と共にその運営についてはより一層の改善
や工夫が必要とされている［１９］。 
６） この事業体の開業理念は、「命ある食材を料理していただくことの感謝の気持ちを来店客に伝え
ること」であり、生産者と消費者の顔の見える関係により互いの意見を尊重し地域共生を目指す
ことが重視されている。そこで提供される食材は、減農薬、無化学肥料栽培を最低目標とし、生
産者、使用農薬、栽培方法の情報をすべて公開すること、などを徹底している。 
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第 2 章 日本における農家レストランの特質とその多様性 
 
２－１ 本章の目的 
 
 第 2 章の目的は、日本における農家レストランの特質を、ヨーロッパのツーリズムとの
比較、誕生の背景、全国的な傾向等から明らかにすることである。 
 
２－２ ヨーロッパにおける農村ツーリズム 
 
ヨーロッパの農村振興策では、都市住民が農村で余暇を過ごす農村ツーリズム（日本で
言うグリーンツーリズム）（註１）が積極的に展開されている（井上「１」）。ヨーロッパに
おける農村ツーリズムは、国策として展開されている。農村ツーリズムのヨーロッパ各国
の特徴を次に示す。 
先ず、ドイツの農村ツーリズムについて述べる。ドイツの農村ツーリズムについては、
金丸［２］の報告がある。ドイツの農村ツーリズムは、観光によって中山間地の経済活性
化を目的としている側面が強い。政府は、農家の宿泊施設の改装のみならず、森づくりな
ど農村景観の保全も重要視している。こうした政府の方針が関係し、ドイツの山間地では、
宿泊施設のみならず景観面の整備も進んでいる。ドイツでは、景観や環境、料理や癒しな
ど農村地帯が持つ価値をトータルに提供し経済活性化を目指している。農家レストランは、
以上のような景観や環境を含む農村ツーリズムの一環として位置づけられている。 
次に、フランスの農村ツーリズムについて述べたい。フランスの農村ツーリズムについ
ては、大島［３］の報告がある。フランスの農村ツーリズムは、農家民宿を中心に政府の
手厚い支援により発展している。発展のきっかけとなった組織は、第二次世界大戦後の農
村民宿のネットワークである「ジット・ド・フランス」である。 
フランスの農村ツーリズムの目的は以下のようである。 
第一に、農村の家屋を民宿として利用することで、農村部の廃屋化を避け、郷土遺産と
して保存する。 
第二に、当時貧しかった農業者に副収入を作る。 
第三に、人々が有給休暇を効果的に消化するために、農村に安く泊まれる宿泊施設を整
える。 
フランスでは、農村の郷土資産や景観を守ることと同時に、都市住民の余暇時間の保障
という福祉的な面も重視している。フランスの農村ツーリズムは、農村全体を郷土資産と
して捉え、国民の福祉とも関連づけている点に特徴がある。農村ツーリズムに対する農家
のビジネスとしての意識は一般的には低く、農村の廃屋の修復や保全、来訪者とのおしゃ
べりを目的としているケースが一般的である。フランスの宿泊施設は安価さと質の高さを
誇り世界中から観光客を呼び寄せている。山崎ら［４］の報告によると、フランスでは、
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農家レストランの基本スタンスを明記した「農家レストラン憲章」があり、その品質を保
証している。農家レストランは「農家料理屋」（フェルム・オーベルジェ）と呼ばれ、座席
数は原則 60 席以下と定められている。料理は数種類の定食のみを提供するところが多く、
種類は少ない。 
イタリアの農村ツーリズムの特徴については、宗田［５］の報告がある。イタリアの農
村ツーリズムは、他のヨーロッパ諸国と比較をすると後進だが、近年急成長している分野
である。景観が大きな特徴であるフランスやドイツとは異なり、イタリアの農村ツーリズ
ムは「アグリツーリズモ」と呼ばれ、食事を大きな目玉としている。イタリアのアグリツ
ーリズモは、イタリア農業連盟の中のアグリツーリズモ協会によって支援され「アグリツ
ーリズモの振興と保全、文化的景観、地方文化の保全、地域の食品の保全」を理念として
いる。アグリツーリズモは、イタリアに目覚しい観光収入をもたらしイタリアの農村の活
力を生んだことで高い評価を得ている。農家レストランは、こうしたアグリツーリズモを
支える重要な事業として位置付けられている。 
 
以上に見たように、ヨーロッパにおける農家レストランは、国の農村ツーリズムの一形態
として確立した地位を有しているが、その目的や手段は各国により異なっている。ヨーロ
ッパの農村ツーリズムは、農家の所得向上のみならず、農村景観や郷土資産、食品の保全
をも目的に含みながら農村をトータルに保全し活性化しようとするものである。ヨーロッ
パにおける農家レストランは、農家レストランのみが単体で存在しているのではなく、こ
のような農村をトータルで保全、活性化する農村ツーリズムの枠組みの中にあると言えよ
う。 
 
２－３ 日本における農家レストラン 
 
一方、日本における農家レストランは、農村ツーリズムがヨーロッパほどは発展していな
いことから、農家レストランのみが単体で存在しているケースが多い（註 2）。 
 
２－３－１ 農家レストラン誕生の背景 
 
農家レストラン誕生の背景には、1990 年代の日本の地域社会が抱えていた構造的な課題
があると言えるだろう。地域における課題は、それぞれに異なるが、普遍的な要素を次に
述べる。先ず、食のグローバル化、食品フードシステムの拡大を背景に食品表示の偽造や
BSE 問題、残留農薬問題（註 5）などの食の安全を揺るがす事件が多発した。こうした事
件の多発は、消費者と生産者の双方に意識の変容をもたらした。農業従事者は、安全に配
慮した本物の食を提供し、都市住民に本物の味を伝えることを望むようになり、消費者は、
農村から直接に出所の確かな食材を入手することを望むようになった。こうした社会全体
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における安全な食への関心の高まりは、生産者と消費者が直接に売買関係を持つ直売所や、
産地直送などの動きを生じさせ、その延長線上に農家レストランが誕生した（註 6）。 
2 つ目の社会背景には、グローバル化に伴う農業や農村そのものの衰退に対する農家の危
機感がある。1980 年代から進展した農業分野のグローバル化、農村から都市への人口流出
等により、農村・農業は衰退の一途を辿った（註 7）。大友［６］が実施した農家レストラ
ン経営者へのインタビューでは、開業時の様子について、以下のような回答が得られた。
それは、「地域の耕作放棄地を失くすために農家レストランを経営しています。」「市場流通
では価値がないと捨てられている食材を活かすために、農家レストランを開業しました。」、
「農村を支える消費者を増やすために、農家レストランを開業しました。」等の回答である。
こうした経営者のインタビューからは、経営者は現状の農村の在り方に疑問や危機感を抱
き、農家レストランを開業していることがうかがえる。個別の農家レストランの開業の背
景については、事例にもとづき第 4 章、第 5 章で説明をする。 
さらに 3 つ目の社会背景には、1980 年代に各市町村で実施された次世代農業者育成のた
めの海外研修の影響がある（註 8）。1980 年代当時の農村では、次世代農業者の育成のため
に、農家の欧米研修が積極的に展開された。欧米に派遣された農家は、海外の先進農業や
豊かな農村の生活を目の当たりにし、「楽しんで暮らすことができる農村を作りたい」「都
市住民を招き、農村の魅力を伝えたい。」などの想いを抱くようになった。こうした海外研
修による刺激は、農家レストランの誕生に大きな影響を与えている。澤野［７］は、農村
住民が農家レストランを開始したきっかけには、海外研修で農家がフランスやドイツを訪
れた際に、グリーンツーリズム先進農家での実態を視察し、「これなら自分にも取り組める
のではないか」と思い、自らが取り組めるグリーンツーリズムを展開した、と述べている。 
 
２－３－２ 農家レストランの全国動向 
 
次に農家レストランの全国的な傾向について見ておこう。農家レストランの全国的な数の
推移を図３－１に示した。農家レストランは平成 17 年から平成 22 年にかけて、820 件か
ら 1246 件に増加している。 
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図 3－１ 日本国内における農家レストランの数の推移 
出所：「６次産業化調査結果（農林水産省）」（2010 年）[９]より大友作成 
 
 
図３－２ 全国的な農家レストラン分布 
出所：「6 次産業化の推進状況について（農林水産省）」（2011 年）[１０]より大友作成 
 
農家レストランの全国的な分布については、図３－２に示した。この調査結果によると、
数が最も多いのが関東地域で 275 件、次いで東北地域が 237 件、九州地域が 191 件である。
関東地域に数が多い理由は、消費地を近隣に抱えているからと推測される。 
さらに、農家レストランの経営主体の割合について、以下の表３－１に示した。主体に
は、農家、農家グループ、各種の法人、市町村、JA、第三セクターなど多様である。その
割合は多い順で、「農家グループ」36.9％、「農家」25.1％、「その他農業団体」11.2％、「第
三セクター」8.5％であり、農家グループが最も多い。 
 
693
127
820
989
257
1246
農家個人 組織経営体 計
平成17年 平成22年
北海道, 116
東北, 237
北陸, 67
関東, 275
東海, 82
近畿, 103
中国, 89
四国, 68
九州, 191
沖縄, 20
北海道 東北 北陸 関東 東海 近畿 中国 四国 九州 沖縄
地域,件数
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表３－１ 農家レストランの経営主体の割合 
 
出所：「農家レストランとグリーンツーリズム」（2001 年）[１１]より大友作成 
 
次に、農家レストランの立地場所について、表３－２に示した。農家レストランの立地
場所としては、農山村地区が 65.8％、主要道路沿線沿いが 14.8％、住宅地区が 1.9％と農
山村地区に集中している。 
 
表３－２ 農家レストランの立地場所 
 
出所：「農家レストランとグリーンツーリズム」（2001 年）［１１］より大友作成 
 
 次に農家レストランの経営形態については、以下の表３－３に示す。農家レストランの
経営形態として最も数が多いものは、単独の形態で全体の 42.1％を占める。2 位が関連施
設併設型で全体の 27.3％を占める。3 位が公共施設内で 10.4％となっている。本研究では、
数が最も多い単独の形態を対象としている。 
 
 表３－３ 農家レストランの経営形態 
 
出所：「農家レストランとグリーンツーリズム」（2001 年）［１１］より大友作成 
 
農家レストランの経営規模（年間売り上げ額）については表３－４に示した。最も多い
のは、1000 万円から 3000 万円の規模で 30.6％、2 位が 500 万円未満で 21.6％、3 位が 500
農家 25. 1％
農家グループ 36. 9％
農協 5. 5％
農業生産法人 5. 7％
株式会社 0. 8％
第三セクター 8. 5％
その他農業団体 1. 6％
市町村 4.1%
その他農業団体 11. 2％
主要道路沿線 14.8%
駅前 0.3%
農山村地区 65.8%
商業地区 0.8%
住宅地区 1.9%
その他 6.0%
単独 42.1%
公共施設内 10.4%
関連施設併設 27.3%
道の駅内 7.1%
その他 2.5%
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万円から 1000 万円で 20.8％である。なかには一億を超えるものもあるが、この調査は、農
家やグループによる経営のほかに、第三セクターや市町村が経営するものなどが混在して
おり、経営規模に大きな違いがある。また、農家レストランは農業経営の多角化の一環や
兼業農家が行うことも多く、必ずしも農家レストランのみで生計を立てるケースのみでは 
ない。それゆえに、経営規模には幅が出ていると考察される。 
 
表３－４ 農家レストランの経営規模 
 
出所：「農家レストランとグリーンツーリズム」（2001 年）［１１］より大友作成 
 
 以上の調査結果から、農家レストランを経営する主体は多様ではあるが、その多くは農
家が経営主体であること、立地は主に農山漁村部であること、経営規模は幅が広いことな
どが明らかになった。 
 
２－４ 農家レストランの多様な存在意義 
 
 次に、農家レストランが有する多様な存在意義を、先行研究をもとに示す。先行研究で
は次のような多様な意義が指摘されている。それは、経済的な付加価値の創造を意図する 6
次産業化としての意義（註 10）、女性の調理技術の活用や社会参画を促す女性起業としての
意義（註 11）、都市と農村の交流を促すグリーンツーリズムの核としての意義（註 12）、地
域の食文化を再生し伝承する意義（註 13）、地域課題を解決するコミュニティビジネスとし
ての意義（註 14）等である。これをモデル化して示すと、図３－３のように示すことがで
きる。 
500万円未満 21.6%
500万～1000万円 20.8%
1000万～3000万円 30.6%
3000万円～5000万円 9.0%
5000万円～１億円未満 7.8%
1億円以上 5.3%
 23 
 
 
 
図３－３ 農家レストランの多様な存在意義 
出所：大友作成 
 
 農家レストランには、多様な存在意義があると言える。以下に、農家レストランが持つ
多様な存在意義の中でも特に代表的な、6 次産業化、女性起業、都市農村交流の核について
その詳細を述べる。 
 
 
２－４－１ ６次産業化としての農家レストラン 
 
農家レストランは、農業所得の増大を目的とした 6 次産業化の取り組みとして期待され
ている。6 次産業化とは、今村奈良臣が唱え始めた概念で、一次産業、二次産業、三次産業
を組み合わせることで農業所得の増大を目指す手段である。2010 年には 6 次産業化法(正式
名称は「地域資源を活用した農林漁業者等による新事業の創出等及び地域の農林水産物の
利用促進に関する法律」)が成立し、6 次産業化としての農家レストランへの支援が本格的
に開始された。大森ら［１０］のなかで小田切は、農家レストランを「これ以上付加価値
をつけることができない最終消費であり、『究極』の 6 次産業である。農山漁村地域におけ
る稀有な右肩あがりの産業として、今後の動向が期待される」と述べている。 
さらに、平成 23 年度の「食料・農業・農村白書」［１１］では、農業経営の所得増大に
向けた取り組みとして、「生産・加工・販売を一体化する取り組み」「農業と観光業等を組
み合わせる取り組み」として、農家レストランが取り上げられている。取り上げられてい
る農家レストランは大規模な運営形態である北海道長沼町の（有）沖野農園によるレスト
地域資源と
農家の生活の営み
の活用
［女性起業としての側
面］：女性の調理技術
等の能力発揮、社会参
画
［6次産業化としての
側面］：経済的付加価
値化
［食文化活用の側
面］：地域の食文
化の活用や伝承
［コミュニティビジネ
スの側面］：地域の
問題解決
［グリーンツーリズム
としての側面］：都市
と農村の交流の場
農家レス
トラン
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ラン（売り上げ 8 千万円／年）、岐阜県山県市のふれあいバザール生産組合による「桑の木
豆」を活用した様々な加工品製造、レストラン運営（売り上げ 1 億円／年）が、地域特産
物の生産と加工・観光が一体化した取り組みとして紹介されている。白書では、農家レス
トランを 6 次産業化の一形態として捉え、更なる情報発信による成長が期待されている。 
また、2013 年の 6 月に発表された安倍政権の「成長戦略（日本再興戦略）」では、「6 次産
業化の市場規模を 2020 年までに現在の 10 倍の 10 兆円に拡大させる」ことが目標とされ、
農家レストランは、6 次産業化を促進する起爆剤として位置づけられている。「国家戦略特
区」（2013 年成立）では、農業分野の規制緩和策として、「農家レストランの設置場所の拡
大」が盛り込まれた。具体的には、農業で利用すべき土地として指定され、農業以外の利
用が制限されている「農用地区域」でも、農家レストランの設置が認められるという内容
である。この緩和策により、農家が農地の一部を活用し、開業することができるようにな
る（註 15）。 
 以上のように 6 次産業化策として農家レストランの位置づけは重要な視点であるが、農
家レストランの存在意義が、農業所得の増大のみにあるわけではない点も見過ごしてはな
らない重要な点である。 
 
２－４－２ 女性起業としての農家レストラン 
 
農家レストランの存在意義は、女性の調理技術等の能力を活かし、社会参画を促す女性
起業としても期待されている。図３－４には、平成 9 年から平成 22 年にかけての農村女性
起業数の変遷を示した。農村女性起業数は全国的に増加傾向にあり、平成 9 年に約 4000 で
あった起業数は、平成 20 年度には、約 10,000 近くに増加している。女性起業の増加と共
に、農家レストランも増加し続けてきている。農家レストランの女性起業としての側面に
ついては澤野［７］や、「東北地方の農山村における女性起業家の事例調査」［１２］等に
調査結果がある。農家レストランは、澤野［７］によると農村女性の起業活動の発展形態
の上位に位置づけられている。その理由は主に、農家レストランは自分の持家の使用や料
理の洗練した技術が必要なことなどから、直売所や産直等を経験し技術を磨いた者が最終
的になしえていることが多いからである。張[１３]は、農家レストランは、戦前からの農
村女性の「食に関わるコミュニティ活動」の延長線上に発達したことを指摘し、伝統文化
や有形無形の文化を過去から現在につなげている社会的・歴史的・経済的複合空間である
と述べている。張［１３］の指摘を踏まえると、農家レストランは、戦前からの農家女性
の食に関わるコミュニティ活動や戦後の生活改善等の流れを反映させながら、農家女性の
社会参画や自立の動きに関連が深い活動と理解できる。 
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図 3－４ 農村女性起業数の増加 
出所：「農村女性による起業活動実態調査」（農林水産省）［１４］ 
 
２－４－３ 都市農村交流の核としての農家レストラン 
 
さらに農家レストランはグリーンツーリズム（都市農村交流）の核としての役割も期待
されている。高桑［１５］が整理するグリーンツーリズムの 4 つのビジネスには、①民宿
などの宿泊ビジネス ②農産物直売所 ③農家レストラン ④有料農作業体験がある。都
市住民にとっては身近な食を提供するという点から農家レストランは都市農村交流の中核
としての役割が期待されている。グリーンツーリズムとしての農家レストランについては、
（財）都市農山漁村交流活性化機構が 2001 年に全国的な調査を実施し、報告書「農家レス
トランとグリーンツーリズム」［９］を公表している。この報告書では、グリーンツーリズ
ムビジネスの特徴は、地域固有の自然・歴史・産業・社会的伝統文化、地元資本、生産・
生活に係わる技術、ノウハウ、アイデア、人材の掘り起こし、人的資源の見直し等を伴う
ことで地域活性化につながることである。 
 グリーンツーリズムが農業法人にもたらすメリットについては、納口［１６］が以下の
ように報告している。「農業法人にとってのメリットは、レストランによって農村に消費者
が呼び込まれ、生産物を一番美味しい状態で適切な調理方法によって味わってもらえるこ
と、直売所や観光農園、市民農園などへの消費者誘致との相乗効果を発揮させ、消費者を
農村に惹きつけることができること。加えて、レストランの建物自体や窓から見える風景
などに工夫を凝らすことにより、食べ物を食文化としてトータルに演出し、そこで様々な
メッセージを込めて消費者とコミュニケーションを取ることが可能となることなどである」
（註 16）。 
 都市農村交流の核としての農家レストランは、生産者と消費者が直接に交流し出会う場
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となり、単なる生産物の売買にはとどまらないサービスが発生している特徴がある。既存
の文献では十分に触れられていないが、料理の背景である食材の生産過程や食文化につい
ての直接の伝承も農家レストランがもつ重要な機能である（註 17）。このことからは、農家
レストランで発生する生産者と消費者の食と農に関するコミュニケーションが重要な意味
を有していることが伺える。 
 
２－５ 都市住民の農家レストランへの認識とニーズ 
 
次に都市住民の農家レストランへの認識とニーズについて述べる。都市住民の農家レス
トランへの訪問状況について、図３－５に示した。この調査では、全体の 72％が、「農家レ
ストランには行ったことがない」と回答している。農家レストランの都市住民の認知度は
まだ低く、生産やレストラン経営に忙しい経営者が情報発信をする十分な時間がないこと
なども理由の一つと考えられる（註 18）。 
 
 
      
図３－５ 「農家レストラン」への訪問の有無 
出所：「都市生活者の農山漁村に関するニーズ調査」（2002 年）[１７]より大友作成 
 
また、図３－６が示すように、農家レストランで「食べてみたい料理」に関しては、１
位が「とりたての素材を活用した料理」、2 位が「その地域だけにしかない料理」で、その
地域にしかない料理に人気がある。 
 
21%
72%
7%
行ったことがある 行ったことがない わからない
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図３－６ 農家レストランで「食べてみたい料理」 
出所：「都市生活者の農山漁村に関するニーズ調査」（2002 年）[１７]より大友作成 
 
農家レストランの利用意向に関しては、図３－７に示した。その内、「是非利用したい」
という回答は全体の 36％、「機会があれば利用したい」という回答が 38％である。この調
査結果からは、その利用意向は高いが機会がなかなかないことも推測される。 
 
 
図３－７ 農家レストランの利用意向 
出所：「都市生活者の農山漁村に関するニーズ調査」（2002 年）[１７]より大友作成 
 
以上の調査結果からは、都市住民の農家レストランへの期待には、「その土地でしか食べ
ることができない新鮮な素材の料理」が最も高いといえ、潜在的な需要は高いと考えられ
る。しかし、農家レストランの情報は十分には都市住民に届いておらず、積極的な情報発
信が必要である。 
 
 
 
0 20 40 60 80 100 120 140 160
農山漁村の家庭料理
地域の伝統的な郷土料理
地域の素材を活用した料理
とりたての素材を活用した料理
健康的に工夫した料理
作る過程を体験して食べる料理
その地域だけにしかない料理
旬の食材を使った料理
いつでも食べられる料理
素材そのものを活かした料理
その他
36%
38%
17%
7% 2%0%
是非利用したい 機会があれば利用したい
訪問地の近くにあれば利用したい 近くにあれば利用する
そのときにならないとわからない あまり利用したいと思わない
利用しない
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２－６ 農家レストランの多様性とその意義 
 
以上に見たように、ヨーロッパほどは農村ツーリズムが発展していない日本では、農家
レストランは単独で成立している傾向が大きい。現段階では、地域全体の農村活性化との
連携が十分ではなく、単独で存在しているケースが多い。経営規模の小ささや、個人や農
家グループが細々と切り盛りしているケースが散見される。 
しかし、それゆえに、農家レストランは、地域課題や地域コミュニティのあり方を出発
点に多様な目的を有している。さらに、その経営形態についても、経営規模は、500 万円未
満から 1 億以上と幅があり、主体も農家個人から農協、第三セクターと多岐にとんでいる。
現代日本の農業経営における農家レストランとは、他の販路とバランスを取りながら経営
を成立させているケースと、それのみが単体で生計を立てているケースがあり、経営手法
にもバラエティがある。また、都市住民からの認知度については、現段階では農家レスト
ランは、都市住民から広く認識はされておらず、その運営形態の強化のみならず農家レス
トランの存在意義やコンセプトが社会により一層発信されることが求められている。農家
レストラン、というネーミングについても検討が必要だろう。 
農家レストランとは、その多様な役割や形態により、一般化が難しい。しかし、農家レ
ストランの多様な側面は、地域特性を反映しているからこそ生じており、農家レスランの
存在意義を幅広いものとしている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 29 
 
（註１）海外の都市住民が農村で余暇を過ごす旅行については、国ごとに名称が異なるが、本章では、
大江［１９］の、「わが国でグリーンツーリズムと呼ばれる農林漁家による観光的な活動は、
海外では一般に農村ツーリズムと呼ばれている。」という定義を使用し、「農村ツーリズム」
という名称を使用する。 
（註２）現在の日本では、農家レストランが単体で経営しているケースと、市町村や JA との連携の
下、明確に地域づくりの核として農家レストランが位置づけられているケースがある。岩手
県葛巻市の「森の蕎麦や」は、地域自体に集客力があり、地域を訪れる観光客が「森の蕎麦
や」を使用するため、年間売上が１億円に達している。「森の蕎麦や」は、農家レストラン
の成功事例と言われているが、その成功は町自体が観光客の誘致に成功していることとも関
連が深い。葛巻市はクリーンエネルギー等環境を重視したまちづくりの先進地域として他地
域の視察を受け入れ、年間観光客数は 417,442 人（平成 23 年度版 岩手県観光統計概要よ
り）に達している。すなわち、町自体が誘客の力を有している場合、それが農家レストラン
の成功にもつながっていると考えられる。 
（註３）2004 年の宮城県の農家レストラン「のんびり村」へのインタビューでは、「開業当時の 1996
年当時、農家レストランという言葉はなく、「浜の食堂」と読んでいました。」という発言が
あった。 
（註４）2012 年にふみえはらはんの経営者である S 氏へのインタビューでは、 
「最初は、私たちは農家レストランという名前は使用していませんでした。けれど NHK が来
て、農村に産業が出来た。農家レストランだ。と言うものだから、そうかこれは、農家レス
トランなのかもしれないな、と思うようになりました。」という発言がある。 
（註５）近年の食の安全に関わる様々な事件については、厚生労働省「食品の安全確保に向けた取り
組み」、p.3 に整理されている。 
http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syokuanzen/dl/pamph01.pdf#search='%E9
%A3%9F%E3%81%AE%E5%AE%89%E5%85%A8%E3%81%B8%E3%81%AE%E4%B8
%8D%E5%AE%89%E3%81%8C%E9%AB%98%E3%81%BE%E3%81%A3%E3%81%9F
%E3%81%AE%E3%81%AF%E3%81%84%E3%81%A4%EF%BC%9F' 
（最終アクセス日 2014 年 1 月 15 日） 
（註６）「食の安心・安全」への関心の高まりから食の原点回帰が起こり、農家レストランに期待が
集まっていることについては、高桑［１６］がある。 
（註７）2004 年から 2013 年において実施した宮城県の農家レストラン経営者へのインタビューから
は、地域農業が置かれた様々な背景の中で、それぞれが抱える課題解決のために農家レスト
ランを開業した状況が把握されている。 
（註８）例えば仙台市では、平成初期に「女性の翼」という事業があり、農家の女性をヨーロッパに
派遣し、農家の豊かな暮らしを見せるという取り組みがあった。現在、農家レストランや加
工事業に従事している女性は、ほぼこの事業でヨーロッパに派遣された人々である（仙台市
農業振興課内海氏へのヒアリングより）、2014 年 1 月 10 日 
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（註９）日本経済新聞「今日のキーワード」、2013 年 11 月 25 日 電子版より引用
http://www.nikkei.com/money/investment/toushiyougo.aspx?g=DGXNASFZ2102R_2211
2013K10600 
   （最終アクセス日 2014 年 1 月 7 日） 
（註１０）６次産業化としての農家レストランの分析は、大西［２０］に詳しい。 
（註１１）女性起業としての農家レストランの分析は、澤野［７］に詳しい。 
（註１２）グリーンツーリズムとしての農家レストランの分析は、「グリーンツーリズムと農家レス
トラン」［１１］に詳しい。 
（註１３）食文化の活用や伝承の視点からの農家レストランの分析は、中村［２１］に詳しい。 
（註１４）コミュニテイビジネス（地域課題解決）としての農家レストランの分析は、大友［８］に
詳しい。 
（註１５）2013 年に大友が実施した宮城県の農家レストラン「ふみえはらはん」へのインタビュー
では、「ただ料理を提供するだけではなく、素材の背景まで伝えるようにしています。普
通のレストランではそこまで丁寧にコミュニケーションを取ることを重視していないと
思います。」という発言が得られている。 
（註１６）納口るり子［１７］は、さらに生産者から消費者に提供するサービスについて以下のよう
に述べている。「生産者から消費者に提供されるサービスの中には、農村の野山の風景、
圃場に農産物が生長している姿、花などの景観作物を見ることにより与えられる安らぎな
どを含めることができる。これらのサービスは、消費者が農村を訪れることなしには享受
することのできないものであり、この点が農産物そのものの提供とは異なる点である」。 
（註１７）2013 年に大友が宮城県の農家レストラン経営者 10 人に対して実施した面接調査では、農
家レストラン経営者は 50 代～60 代の年齢層が最も多く、インターネット等による積極的
な宣伝をしているのは 3 名に留まっていた。 
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第 3 章 農家レストランの類型化 
 
３－１ 本章の目的 
 
第 3 章の目的は、調査対象事例の農家レストランを、地域資源（生活の営み）の活用目
的を軸に、類型化することである。一般的に、農家レストラ全体に見られる普遍的な特徴
に、地域資源（生活の営み）を活用している点がある。そして、その上に、個別の農家レ
ストランが有している個別具体的な経営目的がある。 
 
３－２ 東北地方の農家レストランの特徴 
 
東北地方は、全国の中でも比較的農家レストランが多く見られる地域である。2010 年の
6 次産業化総合調査によると、東北地方の農家レストランの分布は図３－１の通りである。
件数は、1 位が福島県で 59 件、2 位が山形県で 50 件、3 位が宮城県で 46 件、4 位が岩手
県で 43 件、5 位が秋田県で 26 件、6 位が青森県で 13 件である。件数は県によってばらつ
きがあるが、全ての県で農家レストランが誕生している。 
 
 
 
図３－１ 東北地方における農家レストラン数 
出所：世界農林業センサス（2010 年）［1］より大友作成 
 
各県における農家レストランの特徴を示す。青森県では、農家レストランを食の文化伝
承財として位置づけ推奨している。食の文化伝承財には、地域の文化や自然に育まれた伝
青森13件
（6%）
岩手 43件
（18％）
秋田 26件
（11％）
宮城 46件
（19%）
山形 50
件（21％）
福島
59件（25%）
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統料理が含まれる。青森県が定める伝統料理の定義は以下の通りである。1 つ目は、昔から
ある料理で、現在までに時代に合わせアレンジされながら伝えられてきたもの。2 つ目は、
青森県ならではの食材、又は地域に根ざした加工方法等を活かした料理で地域に定着又は
定着しつつあるものである。食の文化伝承財の認定は食文化の次世代への継承と、県内外
への青森の魅力の発信のために推進されている。青森県の食の文化伝承財の認定基準は以
下の 4 点である。 
1. 地域の食文化に根ざしたもので早急に保存、伝承が必要と見込まれるもの 
2. 地域の特産物やその地域に根ざした加工方法等を活かして定着しつつある料理にお
いて、将来保存・伝承が必要と見込まれるもの 
3. 現在において伝承者及び食材が存在していること 
保存・伝承することにより、地域の文化観光資源として地域の活性化が期待できる。 
青森県において農家レストランは、こうした食の文化伝承財の提供基地として位置づけ
られている（註１）。 
次に岩手県の農家レストランについて述べる。岩手県では、農家レストランを 6 次産業
化、グリーンツーリズム、農業経営支援等といった幅広い枠組みの中に位置づけている。  
岩手県の農家レストランの動きを代表する存在として、葛巻町に立地する農家レストラ
ン「森のそば屋」を挙げることができる。葛巻町は、地域の自然を生かした町づくりの先
進地域で、「くずまき高原牧場」や「くずまきワイン」などで知られる地域である。森の
そば屋は、年間１億円（2009 年開業）の売り上げを誇っており、農家レストランの成功事
例とも言える。経営者は、葛巻町で生まれた元教師の夫婦で、葛巻町から水車で蕎麦を作
る文化が消失していくことに危機感を抱いたことから「森のそば屋」の開業を決意してい
る。葛巻町には、水車で蕎麦をひく伝統的な生活文化があり、各家に秘伝の蕎麦の作り方
がある。水車による製粉は、蕎麦に独特の風味と粘りを生み出し、豆腐を隠し味とした地
域独自の蕎麦が食されていた。森のそば屋では、こうした地域で伝統的に食されていた蕎
麦の作り方を復活させながら提供している。岩手県では、このような歴史ある地域の食文
化を次世代に伝承させ、まちづくりにつなげている傾向がある。 
秋田県は、農家レストランの数は少ないが、豊かな食文化を反映させている。農家レス
トランに関する情報発信は、地域づくり関連の NPO によって支援されている（註 2）。秋
田県の農家レストランは、自然公園の近くや農村部が多く、周辺の風景や、イベント、他
の観光拠点との組み合わせの中で価値を提供している。農家レストランは、今後秋田県の
郷土性を他県に PR する素材として重要な役割を果たすと期待されている。 
山形県は、他県と比較すると全国的にも有名な農家レストランが多い。イタリア料理の
シェフが運営する地産地消レストラン「アルケッチャーノ」、日本中から人が訪れる「知憩
軒」などがある。山形県における農家レストランの定義は、「農家の方が一生懸命育てた、
とれたて・新鮮・こだわりの野菜や果物をスローフードで楽しむ」（註３）である。農家レ
ストランの種類には、野菜・米を活用した和食店から、フレンチ・イタリアン店まで多様
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である。 
福島県も農家レストランの数が多く、グリーンツーリズムや地産地消のレストランが県
をあげて推進されている。県内では、農家レストラン研修の機会も多く、宮城県の農家レ
ストラン経営者による料理研修も実施されている。東日本大震災後、福島県では、農家レ
ストランが地域の憩いの場、食の発信基地として新たに立ち上がり、今後の展開が期待さ
れる。 
東北地方における農家レストランは、主に農村部に立地し、郷土料理をベースとしてい
る。農家レストランには、憩いの場や食の情報発信基地としての役割もあり、各県におけ
る農家レストランの位置づけは、食文化の伝承の場、グリーンツーリズム等農村交流体験
の一環、スローフードの拠点、などと重点が異なる。 
 
３－３ 宮城県の農家レストランの動向 
 
 次に調査対象地とした宮城県における、農家レストランの特徴について示す。 
宮城県が定めているグリーンツーリズム推進計画では、担い手として生産者が推進され
ている（註４）。立地地域は都市周辺よりも農村部に多く、経営者にはグループではなく個
人、特に女性が多いことが指摘されている［２］。さらに、仙台市という大消費地を抱えて
いることから、農家レストランの運営には比較的恵まれている地域と言える。宮城県の農
家レストランの内、全国的に見た際に比較的早い時期に誕生しているのは、石巻市の「の
んびり村」（1993 年開業）と加美町の「ふみえはらはん」（1996 年開業）の 2 件である。
この 2 件の農家レストランは、先駆的事例として注目され周囲の農家レストランを牽引し
ている。こうした宮城県の農家レストランの誕生の歴史的背景には、県の政策的支援によ
る影響がある。例えば、宮城県では 1995 年から 1996 年にかけて、直売所運動や都市農村
交流事業が、県をあげて積極的に展開された。その主な活動は、宮城県の農産加工部の横
の連連帯を深める宮城県農産加工連絡部会の設立生活改善グループによる料理研究会、宮
城県と山形県の主に農村女性の交流を促す宮城山形仙山交流会の実施、農業者のヨーロッ
パ派遣等である。こうした地産地消を促す様々な支援は、特に農村女性たちの直売所への
加工品の出荷などを目覚しく成長させた。宮城県の農業振興への働きかけの延長線上に、
農家レストランが誕生した。1997 年から 2000 年にかけて、県のグリーンツーリズム事業
に、本格的に農家レストランが位置づけられ支援が開始された。こうした支援を後押しに、
1995 年から 2002年の間に約 20件の農家レストランが一気に誕生した。2013 年現在では、
表３－１に示すように約 40 前後の農家レストランが存在している。ただし厳密に農家レス
トランの全様を把握した資料がないことと、農家レストランの定義に幅があることからは、
ここに示された以外の農家レストランも存在していると考えられる。 
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表３－１ 宮城県における農（漁）家レストラン一覧（2013年現在） 
 
                 出所：大友作成 
 
次に研究対象として選定した 10 事例で、活用している食材とメニュー、調理方法を中心
に表３－２に示す。 
 
 
 
 
 
 
No レストラン名 所在地 提供料理の特徴
1 蔵王ハーブファーム 大河原町 自家製ハーブ使用料理
2 旬の食 七ヶ宿町 乙女のそうめん、きのこ汁
3 農民そばや「芭蕉庵」 七ヶ宿町 七ヶ宿町の蕎麦を使った手打ちそば
4 小原なごみ茶屋 白石市 寒くずいりそば、ざるそばセット
5 ひっぽ 丸森町 しし膳、ひっぽ膳、あぐだもぐだカレー
6 味の里 丸森町 うどん・麦とろ
7 いにしえの館「たてのいえ」 名取市 重要文化財の家と地域生産物を使用した郷土料理
8 旬菜館 亘理町 はらこめし、地域農水産物を使用した日替わりランチ
9 秋保べジタクラブ 仙台市 無農薬野菜と山菜のコース料理　ふるさと膳
10 ふみえはらはん 加美町 あいがも農法の有機米、自家と地域の野菜を使用したこだわり料理
11 オリザの森 加美町 コーヒー、紅茶、中国茶、
12 小野田サフォーク亭 小野田町 宮内ご用達の羊肉を提供、ジンギスカン料理
13 ライスフィールド 色麻町 地元産無農薬米、山菜、川魚等おいしくて安全な料理
14 農家レストラン「蔵楽」 田尻町 ソーセージ作り、そば打ち体験等レストラン、豚のあら汁
15 つきたて餅 宮崎町 県内生産一位の地場産餅米と地場の小豆、ヨモギを使用
16 もち茶や 宮崎町 もち弁当、地域の小豆、野菜を使用
17 農家レストラン「もんぺ」 小牛田町 地元食材を活用、おんべこ、もんぺ定食等
18 百笑村のレストラン 若柳町 沼エビ、レンコン等地元食材使用の新鮮田舎料理
19 花袋 加美町 地元産の旬の野菜
20 くんぺる 登米市 伊達純粋赤豚ロースグルセット、自家製ハム、ソーセージグルセット
21 はっと亭 登米市 牛もつはっと、小豆はっと、みそおでん
22 ファーム工房「ねむの木」 東和町 自家製そばカステラ、手打ちうどん、
23 三たてそば　すぎやま 東和町 三たてそば
24 四季食彩　野の花 登米市 南方牛の牛丼、バイキング
25 こめっこ亭 登米市 こめっこ亭セット、はっと汁、焼肉定食
26 田舎料理「ころも川」 登米市 はっと膳コース
27 慶明丸 志津川 南三陸でとれる海・山の幸を豊富に使った新鮮料理
28 はまなす工房 元吉町 あめもち、かつおもち、ほや雑煮など
29 のんびり村 河北町 地元で採れた魚介類や野菜を炭火焼きで提供
30 ひころの里 志津川町 ひころの里の松笠屋敷を活用、古代米を使用した赤ぶかしや具たくさんの汁
31 かあちゃんレストラン 栗原市 はっと定食、はっとセット
32 たかまった 栗原市 旬の野菜を使用した家庭料理
33 和花の里 東松島市 案山子御膳、実り御膳、石焼びびんば
34 浦庭 大崎市 浦庭スペシャル、浦庭シャトル
35 もちべえ 大崎市 季節のおすすめ味彩膳、ふるさと膳
36 土風里 大崎市 季節料理、どぶろく
37 スローフードらんち花信風 大和町 ランチボックス
38 はなやか亭 美里町 はなやか定食、すいとん定食
39 はまなす工房 元吉郡 南三陸もち御膳、山、里・幸御膳
40 農漁家レストランばっかり茶屋 南三陸町
入谷の旧家「松笠屋敷」と養蚕の資料・体験館「シルク館」で地元素材だけのオ
リジナル料理
41 奥のよりみち 栗原市 手打ちそば、うどん、中華料理
42 さんさん館 南三陸町 春夏秋冬農家の野菜と海の幸の料理
43 ごはんやちょっこら 仙台市 煮物やおひたしなどの野菜料理
44 もろや 仙台市 旬の野菜を中心とした野菜創作料理
45 農家レストランボンディキッチン 村田町 地元食材を生かした洋食料理店
46 みやぎフードキッチン　ココロン 仙台市 宮城県の食材をまんべんなく使用。食と農を結ぶがコンセプト。
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表３－２ 研究対象とした農家レストラン 
 
 
出所：大友作成 
 
以上の農家レストランは、漁業や林業をベースにした農家レストランも含んでいるが、
ここでは便宜上全てのレストランについて「農家レストラン」という名前に統一した。調
査対象とした農家レストランでは、その食材調達は殆どが、立地地域の市町村内産を 50％
以上使用しており、10 軒中 8 軒が 100％同市町村内産の食材を活用している。調理方法は、
基本的には立地地域に伝わる調理方法が採用されている。農家レストランのメニューは、
立地地域の食材と調理方法の活用にその特徴があり、地域独自性反映させている。 
 
３－４ 多様な開業目的と地域資源 
  
 農家レストランは、1990 年代の地域が抱えた地域課題を解決する目的を持っている。農
家レストランの存在意義は、そうした地域固有の課題に対し細やかに対応できる点にある。
表３－３に、調査対象事例とした農家レストランの開業目的を示した（註５）。 
 
 
 
 
農家レストラ
ン名
立地 開業年 食材原産地 主要食材 主要メニュー 調理方法
1 芭蕉庵 七ヶ宿町 1999
七ヶ宿産80％　県外
20％
地元産蕎麦 蕎麦、煮物、漬物
漬物や煮物については
七ヶ宿町の伝統的な調
理方法
2 ひっぽ 丸森町 1999 丸森町産100％
地元の米や野菜、
いのしし肉など
地元産豆を使用したあぐだ
もぐだカレー、山菜や魚を利
用したひっぽ膳
調理方法は丸森町に伝
わる調理方法
3 旬菜館 亘理町 1999
亘理町産50％　県外
50％
鮭、ほっけなどの魚
介類、地元産野菜
はらこ飯、ほっき飯
調理方法は亘理町に伝
わる調理方法
4
いにしえの館
たてのいえ
名取市 1999 名取市産100％
地元のせりなど名
産野菜と米
やかたコース、餅膳
調理方法は名取市に伝
わる調理方法
5 もろや 仙台市 1999 仙台市産100％
200種類の自家産
野菜と米
野菜を中心とした行事食な
ど
調理方法は仙台市に伝
わる調理方法
6
ふみえはらは
ん
加美町 1996 加美町産100％ 地元産野菜と米 季節のコースメニュー
調理方法は加美町に伝
わる調理方法
7 蔵楽
大崎市
（旧）田尻町
1999 （旧）田尻町産100％
地元産肉、蕎麦、
野菜、米
肉や魚、野菜の蔵楽定食
調理方法は（旧）田尻町
に伝わる調理方法
8
ライスフィール
ド
色麻町 1998 色麻町産100％
地元山菜、魚、野
菜、米
豆腐ハンバーグ、季節のパ
スタ
調理方法は色麻町に伝
わる調理方法と洋風調理
方法の組み合わせ
9 のんびり村
石巻市
（旧）河北町
1993 石巻市産100％
地元の魚介類、野
菜、米
海産物を中心とした浜の定
食
調理方法は（旧）河北町
に伝わる調理方法
10 慶明丸 南三陸町 1999 南三陸町産100％
地元の魚介類、野
菜、米
南三陸海・山・里料理
調理方法は南三陸町に
伝わる調理方法
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表３－３ 農家レストランの開業目的 
出所：大友作成 
 
農家レストランは、表３－３に示すように多様な開業目的を有している。例えば、たての
いえにおける第一の開業目的は、重要文化財の活用で、第二の目的は地域と都市住民の交
流の促進がある。さらに、女性の地位の向上や社会参画、経済的付加価値化の目的もある。 
また、もろやにおける開業目的には、自家の食材の付加価値化と旬の野菜の食べ方の伝承
の両面がある。農家レストラン経営者は、こうした複数の開業目的を同時に達成している
と言える。全ての農家レストランにおいて、地域資源（生活の営み）（未利用地域資源）の
活用は重要なポイントであるが、その目的は異なっていると言える。 
 
３－５ 調査対象事例における農家レストランの類型化 
 
以上の点から農家レストランを理解するためには、活用している地域資源（生活の営み）
の存在やその活用目的が鍵となっていると言える。いわば、農家レストラン経営の土台に
は、地域資源（生活の営み）の活用がある。経営者は、地域資源（生活の営み）を活用す
ることよって、何を実現しようとしているのか、さらにどんな結果が生み出されているの
か、等を考察することが重要である。 
本章では、農家レストランの特性を整理するために、地域資源（生活の営み）の活用目
的とそのビジネス性を軸に類型化を試みた。活用している地域資源（生活の営み）、活用目
的、活用を通して実現していることについて、表３－４に示した。 
店舗名 芭蕉庵 ひっぽ 旬菜館 たてのいえ もろや
ふみえはらは
ん
蔵楽
ライスフィー
ルド
慶明丸 のんびり村
事業目的優
先順位
①
遊休農地の
解消
未利用地域
資源の活用
自分の軸の
確立
農村文化の
再生による地
域コミュニティ
の強化
自家の食材
の付加価値
化
農村文化の再
生による地域
コミュニティの
強化
農業の価値
伝達
食や農の学
び・交流の場
づくり
地域の郷土
料理を食べれ
る場所づくり
未利用地域
資源の活用
②
地域の誇りの
形成
楽しいライフ
スタイル
所得の獲得
重要文化財
の有効活用
旬の野菜の
食べ方の伝
承
重要文化財の
活用
買い支えする
消費者育成
安全な食の提
供
楽しいライフ
スタイル
楽しいライフ
スタイル
③
持続可能な地
域づくり
他地域との交
流
自家の食材
の付加価値
化
都市との交流
拠点による情
報入手等
楽しいライフ
スタイル
自家の食材の
付加価値化
自家の食材
の付加価値
化
農に立脚した
ライフスタイル
の実現
都市との交流
食材の付加
価値化
④
６次産業化に
よる所得形成
所得の確保
楽しいライフス
タイル
食材の付加
価値化
食材の付加
価値化
地域の情報
発信
⑤
楽しいライフ
スタイル
都市の需要へ
の対応
都市との交流
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表３－４ 地域資源（生活の営み）の活用目的と特徴 
 
出所：大友作成 
 
 
2 ひっぽ
■丸森町ひっぽ地区の食材
■地元の木材
■地域で捨てられている食材を、高
齢者から買い取り、地域活性化
■地域の食材の買い取りによる
地域への経済還元
■地域の交流人口の増加
■地域の高齢者の生きがい創
造が主な目的
3 旬菜館
■自家と亘理町の食材
■亘理町に伝わる伝統的な料
理方法
■人材
■家屋
■女性としての自分の生き方の軸
の確立と所得の獲得
■女性起業
■農家レストランをきっかけとし
て、スーパーへの加工品販売、イ
ベント参加による所得の増加
■地域料理のPR
■農家レストランをきっかけと
した事業の多角化による所得
の増加が、経営者にとって大
きな意味を有している。
4
いにしえの
館　たての
いえ
■築250年になる重要文化財
の古民家
■地元の食材
■名取市に伝わる伝統的な調
理方法
■農村文化の再生、都市との交流
拠点
■農村の意識改革や女性の地位
向上を図る
■地域コミュニティの強化
■女性起業
■農家レストランをきっかけとし
て、環境教育、直売所、直販グ
ループなどの誕生。
■所得の向上と、都市住民との交
流拠点　■農村文化の再生と伝
承
■農家レストランをきっかけと
して、農村文化の再生、伝承、
都市との交流拠点づくり
5 もろや
■自家の食材
■地域の調理方法
■家屋
■箪笥や器、衣類などの農村
の生活技術
■食材の付加価値化
■旬の野菜の食べ方の伝承
■売り方に農家のメッセージをつけ
る　　　　　　　　　　　　　　　■女性
起業
■食材の付加価値化による所得
向上
■農家レストランをきっかけとし
て、デパートでのお弁当の販売や
生産物のブランド化
■地域の伝統料理の伝承
■農家レストランをきっかけと
した事業の多角化、食べ方伝
承
7 蔵楽
■築200年になる養蚕小屋
■自家と地域の肉
■農作業の道具
■蕎麦とソーセージの加工技
術
■消費者に農業・農村・農家の現
実の姿について伝える
■定住化の促進
■買い支えする消費者を増やす
■米やソーセージの直接購入者
の増加
■環境、食農教育の実践
■環境、食農教育、都市農村
交流の目的が強い
8
ライス
フィールド
■自家と地元の食材
■地域の調理方法、
■自己のライフスタイルの追求
■安全な食の提供
■所得の獲得
■地域の農と食の情報の発信基
地、交換基地
■地域の農と食の情報発信、
取引基地の意味が発生
9 のんびり村
■既存の流通では安く買い叩
かれてしまうヒラツメガニなど
の食材を活かすため
■地域の魅力の発信
■既存の流通では安く買い叩かれ
てしまうヒラツメガニなどの食材を
活かすため
■地域の魅力を発信するため
■地域食材の付加価値化
■地域に人を呼び込むことで地域
の魅力を伝える
■地域の未利用資源の有効
活用による付加価値化　魅力
発信
10 慶明丸
■地元の食材
■自家の小屋
■船
■地域の料理をふるまえる交流拠
点を作りたいと考えた
■地域の魅力を伝えるレストラン
■付加価値化
■地域の魅力を食で伝える
農家レスト
ラン名
特徴達成していること
地域資源の活用目的（事業目
的）
活用している地域資源
■地域の誇りの創造
■遊休農地の解消
■地域持続性
■上記の目標を果たすために付加
価値化
■地域内の交流の場の創出
■食材の付加価値化
■農家のライフスタイルの豊かさを
生み出す、伝える
■地域内に店舗を作ることで、
都市から農村へ資金・人材・情
報等の流れを作ることが目的
■地域の食材の買い取りや雇用
による地域への経済還元
■地域の交流人口の増加
■地域の名産品創造による誇り
の形成
■遊休農地の減少
■蕎麦の付加価値化による所得
獲得
■地域の交流拠点、居場所、
文化的価値の再現と伝承　が
主目的
■地域の伝統行事や、食文化、
生活の仕方の再現による地域の
独自性、アイデンティティの確立
■食材の買取や雇用などによる
地域経済への還元
■都市との交流拠点
■自家と地元の食材
■加美町の伝統的な調理方
法　　　　　　　　　　　■築180
年になる古民家
■景観
■人材
1 芭蕉庵
■遊休農地
■七ヶ宿町産蕎麦、野菜、山
菜　　　　　　　　　　　■七ヶ宿
に伝わる漬物の漬け方
■景観
■人材
ふみえは
らはん
6
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次に、農家レストランのビジネス性（事業性）の強弱を基準に整理をしたものが表３－５
である。表３－５によると、ビジネスとして事業を追求する傾向は、芭蕉庵、旬菜館、も
ろや、ライスフィールドの 4 軒において強い。年間平均売り上げは約 450 万から 1,000 万
である。事業性が中程度であるのがふみえはらはんで、事業性を重視しながら、経営の第
一目的は地域内の農村文化再生と交流拠点の創造に置いている。その他のレストランでは、
ビジネスとしての収益性の追求よりも、地域内の交流拠点作りや都市との交流が重視され
ている。農家レストランのビジネス性については幅があり、農家レストランの評価や存在
意義の解明には、ビジネス性以外の尺度も必要であると言える。 
 
表３－５ ビジネスとしての事業性の高低 
 
出所：大友作成 
 
次に、表３－５に基づいて、図３－２に、横軸をビジネスとしての事業性の高低、縦軸
を地域活性化志向の高低、という基準で農家レストランの類型化を実施した。 
 
 
 
 
農家形態
農業経営全体におけるレス
トランの位置づけ
ビジネス性
重視
年間平均
売上
2 ひっぽ 兼業農家 多角経営の一環 （低） 300万円
3 旬菜館 兼業農家
レストランを軸としたイベント等
の収益が大きい
（高） 450万円
4
いにしえの
館　たての
いえ
兼業農家
レストランを軸とした直販の収
入が大きい
（低） 250万円
5 もろや 専業農家
レストランを軸として、デパート
への販売など事業展開が大
きい
（高） 450万円
7 蔵楽 専業農家 多角経営の一環 （低） 250万円
8
ライスフィー
ルド
専業農家 生計を立てる柱 （高） 500万円
9 のんびり村 専業農家 多角経営の一環 （低） 300万円
10 慶明丸 専業農家 多角経営の一環 （低） 250万円
1 芭蕉庵
6
ふみえはら
はん
450万円
約１千万円
多角経営の一環で
生計を立てる柱
専業農家
専業農家 （高）
（中）
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図３－２ 農家レストランの類型 
出所：大友作成 
 
農家レストランのビジネスとしての事業性の高低については、経営者へのインタビュー 
における「農業経営における農家レストランの位置づけ」（表３－６）に対する回答をもと
にした。（A）「ビジネス性が高い」は、「農業経営における農家レストランの位置づけ」に
おいて、「農家レストランが農業経営における柱である」という回答によっている。また（B）
「ビジネス性が低い」に関する基準は、「農業経営における農家レストランの位置づけ」に
おいて、「農家レストランは、経営の多角化や兼業経営の一環であり、利益追求を第一義的
な目的にはしていない」という回答をもとに評価した。 
農家レストランの地域活性化志向の大小を判断する基準は、経営者への開業目的に対す
るインタビューから判断をした（表３－４）。農家レストラン経営者に対する「農家レスト
ラン開業の目的」へのインタビューにおいて、「地域を活性化することの方が利益を追求す
ることよりも重要である」と回答したレストランを（A）「地域活性化志向の高い農家レス
トラン」とした。また、結果的に地域活性化につながってはいるが、開業時の目的には、「所
得、自分の生き方の軸、ライフスタイルの追求」等の回答が多い農家レストランに対し、（B）
「地域活性化志向の低い農家レストラン」とした。 
しかし、農家レストランの実態は、常に多くの側面を有し、経営が継続される中での変
動もある。ゆえに、本基準はあくまでも傾向の高低にとどまるだろう。以下に、図３－２
芭蕉庵
もろや
ひっぽ
蔵楽
旬菜館
のんびり村
慶明丸
たてのいえ
ライス
フィール
ド
地域活性化を経営の
第一の目的としている
地域活性化が経営の
第一の目的ではない
利益を出すことを、
経営の第一の目的
にはしていない（売
上は400万円以下）
利益を出すことを重
要視している
ふみえはらは
ん
飲食店としてのビジネ
ス性重視（高）
地域活性化重視（低）
飲食店としてのビジ
ネス性重視（低）
地域活性化重視（高）
Ⅰ Ⅱ
ⅢⅣ
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にもとづき４つのタイプを示した。 
 
（Ⅰ）ビジネス性が低く 
地域活性化志向の傾向が高いタイプ「交流・場作り型農家レストラン」 
［慶明丸・ふみえはらはん・のんびり村・ひっぽ・蔵楽］ 
 
 このタイプの農家レストランの定義は次の通りである。 
「農家レストランを経営している第一の目的は収益の拡大ではなく、交流の場づくりや未
利用資源の活用による地域活性化である。」 
このタイプには、慶明丸、ふみえはらはん、のんびり村、ひっぽ、蔵楽がある。いずれ
のタイプも、経済的価値の創出を目的に持ちながらも、人との出会いが楽しいから続けて
いる、などの自らのライフスタイル創造の側面、地域の交流の場作りのために続けている
など地域貢献の側面を第一の目的としている。このタイプの特徴は利益を創出することよ
りも、交流の場や地域の行事の復活等を重視している点である。このタイプは、経済的な
効果も生み出してはいるが、農業経営全体においては売上金額が 200万～400万の範囲にと
どまっている。 
 
（Ⅱ）ビジネス性が高く地域活性志向の傾向も高いタイプ「飲食店自立型農家レストラン」 
［芭蕉庵・ライスフィールド］ 
 
 このタイプの農家レストランの定義は次の通りである。「農家レストランは、農業経営の
柱であり飲食店としての経営的自立性が高い。さらに地域活性化志向も高い。」 
このタイプには、芭蕉庵とライスフィールドを位置づけた。芭蕉庵とライスフィールド
おける地域資源（生活の営み）の活用目的には、経済的な付加価値の創造と地域活性化の
両面がある。芭蕉庵では、地域活性化のために未利用地域資源の活用を重視しながらも、
その継続のために、ビジネスとしての飲食店の自立的経営も重視している。ライスフィー
ルドは飲食店としての自立性も重視しながら、地域の農や食の情報交換や売買の拠点とし
て農家レストランを位置づけている。 
 
（Ⅲ）ビジネス性が高く地域活性化の志向が低いタイプ「飲食店自立型農家レストラン」 
                               ［もろや・旬菜館］ 
 
このタイプの農家レストランの定義は次の通りである。「農家レストランは、経営者の農
業経営の収入において中心的な役割を担っており、飲食店としての事業追求の志向が高い。
地域活性化は経営の第一目的ではないが、結果的に地域活性化の側面も持つ」。このタイプ
には、もろやと旬菜館を位置づけた。もろやと旬菜館は、女性の調理能力の発揮、所得の
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獲得等による女性の自立や社会参画の側面が強い農家レストランである。地域資源（生活
の営み）の活用の第一の意義には、経済的な付加価値化の創造の側面が大きい。しかし、
農家レストランを経営した結果、地域の食材の利用や郷土料理の宣伝、地域の交流拠点と
いった面で地域活性化の効果も生じている。 
 
（Ⅳ）ビジネス性と地域活性化志向の双方の傾向が低いタイプ 
このタイプの農家レストランは存在しなかった。 
 
以上の類型化からは、調査対象事例とした農家レストランの地域資源（生活の営み）の
活用目的には、地域活性化と、利益創出の両面が存在しているということが言える。そし
て、地域活性化の目的は、経営の第一目的でないものも含めれば、ほぼ全ての農家レスト
ランに存在しているが、ビジネス性の高低については、明確に高低が分かれていると言え
る。よって、第 4 章と第 5 章では、ビジネス性の大小を基準に農家レストランを類型化し
た上で、それぞれのタイプへの考察を行いたい。第 4 章では、主にビジネスとしての、飲
食店の自立度が低く地域活性化志向の高いケースを取り扱う。事例としては、蔵楽、たて
のいえ、ふみえはらはんの 3 事例を選定した。さらに第 5 章では飲食店としての自立度が
高いタイプを取り扱う。地域活性化の志向に高低はあると考えられるが、（Ⅱ）からもろや、
（Ⅲ）より芭蕉庵の 2 軒を選定した。もろや、芭蕉庵を選定した理由には、もろやが仙台
市街地に比較的近い都市的地域に立地する一方で、芭蕉庵が、仙台市から車で 2 時間程度
の中山間地に立地していることから立地により何らかの差があるかどうかを比較する意図
も含んでいる。 
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（註１）内容は、青森県農林水産部販売戦略課ホームページによる 
http://www.umai-aomori.jp/annai/densyo-fukyu/densyo-fukyu.phtml 
（最終アクセス日 2月 12 日）より 
（註２）秋田県では、「特定非営利活動法人 秋田花まるっグリーン・ツーリズム推進協議会」が、
農家レストラン専用の紹介ページを設けており、21件の農家レストランについて詳しいメニ
ューの説明や写真と共に紹介されている。 
http://www.akita-gt.org/eat/restaurant.html 
（最終アクセス日 2014 年 2 月 3 日）より 
（註３）データは、（財）都市農山漁村交流活性化機構「グリーンツーリズム」、ホームページより抜
粋 http://www.kouryu.or.jp/gt/restaurant/jdr028000000g9zm.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
（註４）データは、（財）都市農山漁村交流活性化機構「グリーンツーリズム」、ホームページより抜
粋 http://www.kouryu.or.jp/gt/restaurant/jdr028000000g9zm.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
（註５）「みやぎ型グリーンツーリズム」、ホームページによる
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/nosonshin/gtsuisinhoko2.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
（註６）2004 年に宮城県の農家レストラン 10 件の開業目的について、対面調査を実施した。結果と
して、10 件すべての開業目的に「未利用地域資源の有効活用」という開業目的があった。 
 
［参考・引用文献］ 
［１］世界農林業センサス（2010））：「農業・農村の 6 次産業化総合調査結果」 
ホームページ http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/2010/gaiyou.html  
（最終アクセス日 2013 年 12 月 23 日）より 
［２］山崎光博（2001）：「農家レストランとグリーンツーリズム」、（財）都市農山漁村交流活性化
機構、p.46 
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第４章 「交流・場作り型農家レストラン」における 
地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
４－１ 本章の目的 
 
第 4 章の目的は、「交流・場づくり型農家レストラン」において、地域資源（生活の営み）
活用されていることの目的、実現されていること、農業経営・地域・都市住民への効果、
その活用が進展するプロセスへの考察から、その意義を明らかにすることである。 
 
４－２ 「農家レストラン蔵楽」の事例 
 
４－２－１ 「農家レストラン蔵楽」誕生の背景 
 
農家レストラン蔵楽（註１）は、宮城県大崎市（図４－１）に立地している。大崎市は 2006
年に古川市、松山町、三本木町、鹿島台町、岩出山町、鳴子町、田尻町の 1 市 6 町が合併
して誕生した市である。蔵楽が立地する大崎市田尻地区の主な産業基盤は、稲作と畜産で、
環境保全型農業や都市農村交流等の取組みがさかんである。具体的は蕪栗沼に飛来する雁
を守るための、冬みず田んぼの取り組みなどが有名である。（註２）。1995 年には、グリー
ンツーリズムの拠点としてロマン館という大型観光施設が設置されている（註３）。 
 
 
図４－１ 宮城県大崎市（旧）田尻町の位置 
出所：大友作成 
 
蔵楽の誕生のきっかけには、経営者Ｓ氏の以下のような体験がある。S 氏は、1980 年代初
頭に東京で米価闘争のデモに参加をした。そして、「米は安ければ安いほどいい。」という
都市住民の声を聞き、都市住民の農業への無知と無理解を痛感している。S 氏は、当時の様
子を以下のように語る。 
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「1980 年代の初頭、東京で米価闘争のデモに参加をしました。そこで、米の値段は安け
れば安いほどいいといった都市住民の農村への無理解を思わせる声を聞きました。私はそ
うした声に危機感を抱き、都市住民へ農業の実態を伝える必要があることを感じるように
なりました。」 
S 氏は、こうした危機感から町が企画するグリーンツーリズムに参画をし始めた（註４）。 
町主体のグリーンツーリズムの内容は、大型観光施設であるロマン館に人を招きいれると
いったもので、10 人以上の大人数に対し食作り体験メニューを提供するものであった。S
氏は、町主導のグリーンツーリズムに対し、「この方法は、都市住民に農家や農業の現実を
伝えられているのだろうか。家族連れや友達同士などの少人数でも気楽に農家に接するこ
とのできる場が必要なのではないだろうか。」という疑問を抱くようになった。こうした疑
問から、S 氏は農家や農業の現実の姿を伝えるために、自宅の蔵を改装し「農家レストラン
蔵楽」を誕生させた。蔵楽では、築 100 年になる蔵やソーセージの加工技術、農家の暮ら
しの空間などの地域資源（生活の営み）を活用することで、「農家・農業の現実の姿」を都
市住民に伝えようとしている。 
蔵楽における地域資源（生活の営み）の活用の目的は、都市住民への「農家・農業の現
実の姿」の伝達である。 
蔵楽の概要を、以下の表４－１に示した。 
 
表４－１ 「蔵楽」概要 
 
出所：大友作成 
 
S 氏の農業経営は、米 5ha、野菜 1ha と肉豚の飼育である。米は環境保全米を中心に栽培
所在地 田尻町
経営者性別（年齢） 男性・55歳
経営面積 米5ha ,野菜1ha,
主たる生産物 肉、米、野菜
地域区分 平地農業地域
経営形態 専業農家
生産労働人数 2名（本人　妻）
レストラン従業員数 １名（妻）
年間平均売り上げ 250万円
事業所得 １00万円
メニュー平均単価 2,000円
営業期間 通年営業（繁忙期は休業）
営業時間 予約に応じて
予約の有無 完全予約制
席数 40席
主なレストランメ
ニュー
■蔵楽定食（手打ちそば・豚のあら汁・手
作りハム・ベーコン・ソーセージの盛り合わ
せ・漬け物・ソバあげ・ソバゼリー）
主な体験メニュー・講
座
体験メニュー（ソーセージ作り体験や蕎麦
打ち体験　収穫体験など）
使用食材
蕎麦粉、豚肉、ハム・ソーセージ、野菜、
米、イワナなどの魚
食材原産地
■自家産　　・蕎麦粉（100％）　　・豚肉
（10％）　　・米（100％）　　　・野菜（90％）
■みどり農協産　　　・野菜（10％）
■一迫産　　　　　・魚（100％）
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し、飼料米として豚の餌にも使用されている。また地域の農家 5 軒と連携したソーセージ
とベーコンの加工販売を実施している。蔵楽で使用している食材は、自家と地域（旧田尻
町管内）で生産された食材のみで、豚肉と米、魚、野菜を中心としたメニューである。メ
ニューは、自家と地域の野菜と肉を使用した手打ちそば、豚のあら汁、手作りハム、ソー
セージの盛り合わせ、イワナ、漬物、サラダなどを含んだ蔵楽定食（2000 円）である。 
さらに、生産から加工、食へと変わるまでの一連のつながりを伝えるために、「ソーセー
ジと蕎麦打ちの体験メニュー」が準備されている。売上規模は 250 万円と小規模であるが、
これは農繁期である 6 月や 10 月は閉店しているためであり、農業生産や他の販売経路との
バランスを取りながらの営業である。 
 
４－２－２ 「農家レストラン蔵楽」の理念・手段・事業展開 
 
 次に蔵楽の土台である理念、理念を達成するための手段、さらに経営の継続の中で生じ
た多様な事業展開について、以下の図４－２のようにやや簡略化してモデル化する。この
図では円の中心から順に、理念、達成手段、事業の展開方向を示した。以下、他のレスト
ランについても同様にモデル化して示した。各農家レストランにより理念、達成手段、事
業展開が異なり、それが農家レストランの個性を創り上げている。 
 
 
 
 
図４－２ 「蔵楽」の理念・手段・事業展開 
出所：大友作成 
 
 蔵楽の理念は、「農業や農家の暮らしの現実を都市住民に伝えることで、買い支えによっ
［手段②：生活空間を見せる］蔵や
加工技術、生産の現場等の「農家
の生産とつながった生活を見せる」
［手段①：体験メニューの設置］
生産－加工－食のつながりを
伝える「体験メニュー」の実施と
交流
［経営理念］農村・農業
の現実を伝え、農村を
理解し支える消費者を
育成。
子供の農村体験旅行
の受け入れ
新蕎麦祭りによる地
域へのPR
米粉を使ったピザ体
験メニューの増加
事業展開 
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て農業を支えようとする都市住民を増やすこと」である。 
理念達成の手段には以下の 2 点がある。 
1 つ目は、農業生産物と食の一連のつながりを、食作りの体験メニューを通して伝えるこ
とである。食作りの体験メニューは、都市住民にとって身近でない農業の世界を、体験を
通して伝えることを目的としている。蔵楽では都市住民との直接のコミュニケーションが
重視され、S 氏は食材の生産過程について詳しい説明を加えている。2 つ目は、都市住民を
農家の生活空間に呼び込み農家の生活空間を見せるために、農機具を見えるように置き、
蔵を利用するなど様々な工夫によって農的空間を演出し伝えている。蔵楽では、「農業や農
家」が持つ世界を、食や暮らしという視点を含めて総合的に伝えている。 
そして、こうした取り組みをベースとして、蔵楽では県内小中学生の体験農村旅行の受
け入れ、新蕎麦祭り、ピザ釜体験交流、などの事業が積極的に展開されている。蔵楽では、
主に経営の継続とともに交流活動の種類が増加している。体験メニューの年間平均来客数
は約 1000 人で、主に県内の子供会や家族連れなどが参加者である。新蕎麦祭りやピザ釜体
験交流などのイベント的な交流を含めると、年間平均約 3000 人弱の交流人口が地域に呼び
込まれていると言える。 
 
４－２－３ 農家レストラン蔵楽における地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
次に、蔵楽において活用されている地域資源（生活の営み）、さらにその活用目的、活用
が促されているプロセスを表４－２に整理した。 
 
表４－２ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
      
蔵楽で地域資源（生活の営み）が活用されていることの目的は、都市住民に「農家・農
業の現実」を伝えることである。 
活用されている地域資源（生活の営み）の内容は次の通りである。 
（1994－）
[開業前・開業初期]
（2009－）
［子供の体験メニュー］
（2012－）
［体験メニュー増加期］
築100年以上の蔵
ソーセージと蕎麦作
りの加工の技術
地元産肉・魚・米
農家の家、家族関係など
ピザ釜の設置
米粉、ベーコン
都市住民へ農業・農家
の現実の姿を伝達
子供に田舎を
体験させる
環境保全米の活用
子供の来訪の増加
体験メニューの設置やレ
ストランの運営によって
地域資源の活用が促進
子供の農業体験メニュー
によって地域資源の活用
が促進
ピザの体験メニューに
よって地域資源の活用が
促進
（2001－）
[開業後-交流の場]
新蕎麦
活用した地域資源（生
活の営み）
時期
新蕎麦祭りという交流の場
の創造によって地域資源の
活用が促進
地域住民に地域資源（生活
の営み）の価値に気づいて
もらう
活用の目的
地域資源（生活の営み）
活用のプロセス
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蔵楽において、開業初期に活用された地域資源（生活の営み）は、築 100 年以上になる
蔵、豚肉、ソーセージ、蕎麦などの自家と地域の食材、ソーセージを作る加工技術等であ
る。2001 年からは、新蕎麦という地域資源（生活の営み）の活用が開始した。 
そのきっかけについて S 氏は次のように述べている。「地域には新蕎麦という優れた食材
がありました。これは地域資源ですね。しかし、地域の人々が新蕎麦が地域の優れた宝で
あると気がついていませんでした。そうした理由から新蕎麦が地域の優れた地域資源（生
活の営み）であるということを、住民の方々に認識していただくために、新蕎麦祭りを企
画しました。」地域資源（生活の営み）である蕎麦の活用は、イベントによって促進されそ
の価値を近隣住民に伝えている。さらに、2009 年から活用された地域資源（生活の営み）
は地域の人材である。それは、都市の子供を農家の家に泊める体験農家民宿をきっかけに
活用され始めたと言える。S 氏へのインタビューでは、「都市から子供たちが来ることで、
今までばらばらだった家族がまとまるなど、地域にもたくさんの変化があったようです」
という発言がある。 
さらに 2012 年からは、自家の環境保全米を活用した体験メニューを増やしている。S 氏
は、子供の集客を伸ばすため、環境保全米の米粉を利用したピザ釜体験メニューを増やし
た。以上が、蔵楽の 10 年間にわたる経営展開の中で活用された地域資源（生活の営み）で
ある。蔵楽における地域資源（生活の営み）の活用は、体験メニューやイベントなど、「地
域内外の交流の場の展開」によって価値が認識され促進されていることが見て取れる。 
次に、蔵楽が農業経営、地域、都市住民へ与えている効果について、図４－３に示す。 
 
 
図４－３ 農業経営・地域・都市住民への効果 
出所：大友作成 
 
 
第一に、農業経営に与えている効果についてである。農家レストランの年間平均売上の
農業経営への効
果
地域への
効果
都市住民への効
果
■環境保全米とソーセージの購入者が、
年間平均10名ほど増加
■銀座の飲食店「どんぶり屋」に年間450
㎏の米を販売
■仙台市内の飲食店「どんと丸」に、年
間1000㎏の米を販売
■700戸ほどある大口地区の内、20戸ほ
どが農家レストランに消費者が来ている
様子を見て、環境保全農業を始めた。
■古川自然クラブの人々が20名ほどで、
継続的に大口地区で農作業を開始。
■石巻の放射能反対NPOの人々が、農
作業に訪れるようになる。
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250 万円は、農業所得の一部となっている。さらに、来訪客に生産手法へのこだわりを伝え
ることで、環境保全米とソーセージの定期購入者が増加している。2013 年時点でのソーセ
ージ購入の会員数は 400 人で、農家レストランをきっかけとして年間 5 名ほど平均人数が
増大している。また、同様に環境保全米の直接購入者も年間平均約 5 人程度増加している。
農家レストランは、S 氏にとって所得の向上のみならず生産物の価値や魅力を、都市住民に
伝え、食材の直接購入者の増加につながる場となっている。 
第二に、地域への効果について述べる。S 氏は、毎年 10 月の新蕎麦祭りや、年間を通した
ピザ釜による交流、小学生の農業体験旅行の受け入れなどを含めると、年間平均約 3000 人
弱の交流人口を地域に生み出している。加えて、蔵楽に都市住民が訪れている様子を見て、
700 戸ほどある大口地区の世帯の内、約 20 戸ほどが環境保全農業を開始している。 
S 氏へのインタビューでは、「地域の人々は、地域に農家レストランなんて作っても誰も来
ないと思っていました。でも、農家レストランに都市住民が訪れて、きゃっきゃ、きゃっ
きゃと楽しそうにしている様子を見て、都市住民のニーズが環境保全型農業や体験農業に
あることを知ったようです。それで、自分も環境保全型農業をやってみることにしたよ、
と地域の人が伝えに来てくれるようになりました。そうですね、20 戸ほどの農家がそうし
た取り組みを始めたでしょうか。」と述べている。 
S 氏の取り組みは、地域に都市住民との交流や環境保全米への取り組みのきっかけという
効果を及ぼしている。 
 第三に、都市住民への効果について述べる。都市住民の効果としては、以下の内容があ
る。例えば、古川自然倶楽部の人々が、蔵楽への来訪をきっかけに総勢 20 名ほどが大口地
区の農地の管理を継続的に行うようになった。S 氏は、「最初、古川自然倶楽部の人々は、
体験農業として野菜の収穫などに関わっていました。けれど段々、一時的な関わりではな
く、田の草取りも含めて継続的に農地の管理がしたい、と申し出られたので、田んぼ一枚
の管理を任せるようになりました。」と述べている。さらに 2011 年の東日本大震災以降は、
石巻市の放射能に反対運動をしている NPO の会員 20 名ほどが田植えや稲刈りに通い、米
の直接購入を開始している。 
蔵楽の取組みは都市住民に多様な効果をもたらしている。それは、主に農業と接点のなか
った都市住民に農業との継続した関わりが発生していることである。これは蔵楽における S
氏の丁寧な環境保全米の作り方や価値に関する説明によって生じていると考えられる。 
 
以上の考察からは、蔵楽では、開業当初の「農業や農家の現実を都市住民に伝え買い支え
を促す」という経営理念が、食材の直接購入者と農業への継続的な関わり手の増加、とい
った形で実現されていると言える。 
 
 蔵楽における地域資源（生活の営み）の活用の意義は、都市住民に農村の暮らしを伝え
ること、地域資源（生活の営み）が持つ力を発揮させ、その存在を地域住民に認識させる
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ための 2点である。農業や農村の在り方を伝えるために、地域資源（生活の営み）に着眼
している点に独自性があると言える。 
 
４－３ 「たてのいえ」の事例 
 
４－３－１ 「たてのいえ」の開業の背景 
 
たてのいえは、仙台市に隣接する名取市に立地する（図４－４）地域文化伝承型の農家
レストランである。名取市は、1970 年代より東北の玄関口、仙台市のベッドタウンとして
急速な都市化が進展した地域である。市の西部には陸前丘陵の一部を成す高舘丘陵、東部
は仙台平野（名取平野）がある。北に接する仙台市との境には名取川が流れ、河口部に閖
上港がある。また、東北自動車道、国道 4 号線、東北新幹線、東北本線が縦貫している。
市の中心部は愛島丘陵北側の名取駅周辺である。名取市は文化財が豊富な地域で、国およ
び宮城県指定の文化財として、雷神山古墳・飯野坂古墳群・旧中澤家住宅国などがある。
「たてのいえ」を運営している洞口家住宅もこれらの文化財の中の一つである。名取市で
は 1980 年代後半に、宅地開発が大規模に進み、旧・高舘村や旧・愛島村の村域だった西部
の丘陵地帯（高館丘陵および愛島丘陵）、旧・下増田村の仙台空港鉄道仙台空港線沿線で
活発となり、急激な都市化が進展した。 
                                                 
 
図４－４ 宮城県名取市の位置づけ 
出所：大友作成 
 
たてのいえは、名取市在住の H 氏が、地域における食文化の喪失に危機感を抱いたこと
から誕生している。H 氏への開業時におけるインタビューでは、「地域の農家が地域の食材
を使用した料理をする機会が減りました。それは、名取市独自の食文化が失われていくよ
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うに感じました。」という発言がある。こうした危機意識から、H 氏は地域の食文化を守る
ために 1993 年に農家 10 名ほどで地域の大豆を使用した味噌作りの会（註５）を立ち上げ
た。この取り組みが、地域の食文化を守り伝えるという H 氏の決意を固めさせ、たてのい
えの開業につながった。 
その後、H 氏は農村後継者海外派遣事業「女性の翼」によって、海外のファームスティ
体験を経験し、6 次産業化（付加価値化）に関心を抱き始めた。そして農家レストランを開
業した。たてのいえの開業の目的は多岐にわたり、地域の食文化の復活、農家女性の意識
改革と地位向上、270 年前の重要文化財である豪農の屋敷の有効活用、農業の付加価値化、
農村文化の再生による都市との交流拠点作り、地域活性化等である。所得獲得の 6 次産業
化の視野には収まらない多様な目的がある。 
以下表４－３にたてのいえの概要を示した。 
 
表４－３ たてのいえ概要 
 
出所：大友作成 
 
H 氏の農業経営は兼業で、生産している食材は主に米と野菜である。農業生産は H 氏と
夫、レストラン経営は H 氏と義理の娘の 2 名の家族経営である。営業時間は 14 時から 17
時で、通年営業である。メニューはやかた膳ともち膳の 2 種類で、名取市の野菜を使用し
た伝統料理をアレンジした形で提供している（註６）。 
 
 
 
４－３－２ 「たてのいえ」の理念・手段・事業展開 
開業年 1999年
所在地 名取市
経営者性別（年齢） 女性・60歳
経営面積 不明
主たる生産物　　　　　　　　　　　米・野菜米・野菜
地域区分 都市的地域
経営形態 兼業農家
生産労働人数 2名
レストラン従業員数 2名（家族）
年間平均売り上げ 約250万円
事業所得 約150万円
メニュー平均単価 2625円
営業期間 春～秋（冬季休業）
営業時間 11時～14時
予約の有無 完全予約制
席数 15席
主なレストランメニュー やかた膳、餅膳
使用食材 ■野菜、米、果物、魚、調味料
食材原産地
■自家産（100％）・米　・野菜
■国内産(100％）・果物・調味料等
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たてのいえの理念、さらにそれを達成するための手段、さらに事業展開を、図４－５に
モデル化して示す。 
 
 
 
図４－５ たてのいえの理念・手段・事業展開 
     出所：大友作成 
 
たてのいえの理念は、地域資源（生活の営み）の再生により、都市との交流拠点を構築
そ地域を活性化することである。理念を達成させるための手段は次の通りである。 
それは１つ目は、1960 年代の添加物を使用しない食文化をアレンジした料理の提供であ
る。2つ目は、重要文化財である家屋やいぐね等を活用した伝統的な地域資源に立脚した生
活の営みの再生と提供がある。たてのいえでは、食文化だけではなく地域資源に根ざした
農家の伝統的な暮らし方を再生・提供することによって交流拠点の創造が目指されている。 
そして、たてのいえでは、他組織との連携を伴う様々な事業展開が見られる。 
 
先ず、2001 年には、農家レストランに隣接して「旬の情報館」という直売所が誕生して
いる。旬の情報館は、毎週土曜日に地域の農家 10 名で運営され、年間の平均売上は、開業
当初が 50 万円でその後は横ばいである。直売所は地域農家と都市住民の交流の場となり、
農家の農業への意識の向上にもつながっている（註７）。 
同時期に宮城教育大学と連携した環境教育として「いぐねの学校」が開始している。「い
ぐねの学校」は、屋敷の防風林であるいぐねを活用した農家の暮らし方を、特に次世代に
対し伝えることを目的としている。プログラムには、毎年 8 月に市内小中学生を中心に実
施されているのものと、随時全国から小中学生とその保護者が来訪し体験するものの 2 種
[手段②]重要文化財の活用とい
ぐねなど暮らし方の再現
［手段①]1960年代の地域
の食文化のアレンジ料理
の提供（地域の食材の活
用）
[経営理念]農村文
化の拠点における
都市農村交流によ
る地域活性化・女
性の地位向上
直売所（旬の情報館）の設立
さんさんメイト（農家グループ）に
よるスーパー出荷
いぐねの学校（大学連携環境
教育）の実施
わら工房
展開方向 
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類がある。具体的な実践の内容は、田んぼの観察や虫取り、もちつきなどの名取市の食文
化の体験、昔の農家の暮らし方や農作業の道具などへの理解等がある。 
いぐねの学校では、地域の農家やお年寄りなどから、参加している子供達に地域の伝統的
な暮らし方を伝えている。こうした交流は、お年寄りに対しては生きがいの創出になり、
地域全体にとっては文化財の見直しや誇りの形成につながっている。 
さらに、直売所の活動を契機に、2001 年には名取市内の農家女性総勢 16 名によるサンサ
ンメイトという女性の直販グループが誕生している。サンサンメイトは、低農薬で安心で
きる野菜を生産し販売することを合言葉とした総勢 16 名のグループである。売上は平均年
収 100 万円～300 万円／人ほどであり、近隣スーパーに「定時定量新鮮野菜」として出荷
しており好評である。たてのいえを中心として直売所、大学と連携した環境教育の場、直
販グループの誕生など様々な組織との連携の中での事業展開が起きている。 
 
４－３－３ 「たてのいえ」における地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
表４－４にたてのいえにおける地域資源（生活の営み）の活用の意図と活用プロセスを
示す。 
 
表４－４ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
 
たてのいえでは、地域資源（生活の営み）の活用は、地域の生活文化の核の創造を目的
としている。開業当初に活用された地域資源（生活の営み）は、1960 年代の農村地帯の伝
統料理のアレンジ、名取市の名産品であるせりやカレイなどを中心とした食材、重要文化
財等である。たてのいえでは、いろりや畳などの伝統的な日本の暮らし方が再現されてい
る。さらに、2001 年に誕生した直売所「旬の情報館」では、地域農家の食材の活用が進展
し、農家と都市住民の交流が促進された。 
   
また同時期に、仙台市に立地する宮城教育大学との「いぐねの学校」が開始している。
それは、いぐねや田んぼなどの、農家の暮らしと密接に関わりのある暮らしのスタイルの
（1994－2005）
[開業前・開業初期]
（200１－）
［環境・農業教育の開始］
（2010－）
［高齢者の雇用創出期］
重要文化財の母屋、食材、
伝統的な調理方法、
いぐね・田んぼ・
もちつきなどの伝統的な生
活習慣
地域のわら
農村コミュニティの強化
都市と農村の交流拠点づくり
農村文化の次世代への伝承 高齢者の生きがいづくり
重要文化財等農村文化の維持
と伝承を目的に活用
農村文化を次世代に伝承するた
めに開始
高齢者の仕事の創造と共に地域資
源の活用が促進
地域資源（生活の
営み）活用のプロ
セスの特徴
重要文化財に訪れる客層の幅
を広げるために直売所を設置
時期
（2001－）
[開業後
-新たな販路拡大期]
名取市の食材やそれを使用
した加工品
提供の目的
地域農家と都市住民の交流拠
点づくり
活用した地域資源
（生活の営み）
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活用と伝承である。2010 年には、地域資源としてのわらを活用した「わら工房」が出来、
高齢者の雇用が生まれている。地域資源（生活の営み）は、様々な地域住民と都市住民の
交流の場の展開によって、その活用が促されている。 
次に、たてのいえが、農業経営・地域・都市住民にもたらしている効果について、以下
の図４－６に示す。 
 
 
図４－６ 農業経営・地域・都市住民への効果 
出所：大友作成 
 
農業経営への効果については、質的な効果が中心的に観察された。例えば、H 氏へのイ
ンタビューでは、「重要文化財の家屋や料理に対する訪問客への感動や賞賛の声が自分にと
っては誇りにつながっています。」また経済的な効果としては、レストラン経営の収益とし
ての 250 万円と直販グループが誕生したことによる収益の増加等がある。 
地域への効果については、次のような内容がインタビューから確認された。「いぐねの学
校」が出来たことによるお年寄りの生きがいの増加、直売所が地域農家と都市住民の交流
拠点になったことによる地域農家の意識の向上と所得の増加、「わら工房」による高齢者の
雇用促進等である。 
都市住民への効果については、以下のような内容がインタビューから確認された。それ
は、たてのいえで添加物を使用しない料理を体験したことで、家でも添加物不使用の料理
を作るようになったこと、鮮度の高い野菜の美味しさを知り、イオンの直販売り場で名取
市の野菜を購入するようになったこと、等である。たてのいえは都市住民に、名取市の農
家が生産する鮮度の高い野菜の美味しさ、地域の伝統的な料理の仕方を伝承していると言
農業経営
への効果
地域への
効果
都市住民
への効果
■収益250万円
■文化財や料理への感動や賞賛の声を聞き誇
りが生まれた
■直販グループが出来、イオンへ出荷を開始
■「いぐねの学校」で地域の人が農村文化を子
供に伝えることで生きがいが創造
■「わら工房」で高齢者の雇用促進（４名）
■直売所で地域農家と都市住民の交流の場が
創出、農家の意識改革へ
■添加物不使用の料理を家でも作るようになる
■イオンで地域の野菜を購入
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える。 
 たてのいえにおける地域資源（生活の営み）の活用の意義は、地域文化の核を創ること
による交流拠点の創造にある。交流は、地域資源（生活の営み）の活用と関連があり、さ
らなる活用と再生を促進している。 
 
４－４ 「ふみえはらはん」の事例 
 
４－４－１「ふみえはらはん」の誕生の背景 
 
 「ふみえはらはん」は、加美町に立地する宮城県を代表する農家レストランである（図
４－７）。加美町は、宮城県の北西部に位置し、東西に約 32ｋｍ、南北に約 28ｋｍ、面積
は約 461 平方キロメートルあり、県内でも有数の面積を誇っている。西部は奥羽山脈を隔
てて山形県尾花沢市に、南部は宮城県色麻町に、北部から東部にかけて宮城県大崎市に接
している。地形は西部、北部、南部が山岳、丘陵地となっており、ブナなど豊かな森林を
有する船形山や、加美富士と呼ばれ加美町のシンボルとなる“薬莱山”がそびえている。丘陵
地から、鳴瀬川、田川などが町を貫流し、その流域は肥沃な田園地帯が広がりをみせ、丘
陵地帯、高原、平野部における四季折々の自然の変化が満喫でき、また、天然記念物「鉄
魚」の生息する魚取沼などの湖沼が点在している。加美町の気象は、寒暖の差が大きい内
陸型気候に属し、西部の山岳・丘陵地域は降雪量も多く豪雪地帯に指定されており、冬か
ら春にかけて北西風が強い地域である。人口は 25,536 人の町である。 
 
 
図４－７ 宮城県加美町の位置づけ 
出所：大友作成 
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加美町の地域活性化の歴史を次に示す。1980 年代の加美町は、農業労働力の減少や商店
街の低迷などの地域課題を抱えていた。そうした背景の下、1988 年から 1989 年にかけて
ふるさと創生事業で温泉が掘り当てられ、地域の観光化が進展した。町はこうした機運を
高めるために、農家女性たちを次世代育成事業によってヨーロッパに派遣した（註８）。 
女性たちは海外から帰国後、「ヨーロッパのような窓に花があるような美しい農村を作り
たい」という願いを抱くようになった。そして、現金収入を求め土産センターで野菜販売
を開始した。土産センターは、豊富で新鮮な地場産食材が人気となり、2.4 億程度の売り上
げを誇る有数の直売所に成長した。ふみえはらはんは、こうした地域の女性たちの自立を
求める動きの延長線上に誕生している。 
それでは、ふみえはらはんの開業の経緯を次に示す。一つには、農家の家屋の構造が変
わり縁側がなくなったことがある。縁側の消失は気軽に住民が集まれる場所の消失を意味
し、地域の交流の場を作ろうという声が生まれた。こうした声は、地域の人々だけではな
く、温泉を求めて加美町を訪れていた都市住民との交流の中でより本格的なものとなった。
そこで、都市の人々を含んだ総勢 10 名ほどの住民は、家屋の改築を自らの手で行いふみえ
はらはんの建設が開始した。そこで、温泉の関係で町を訪れた外部からのお客様に、１食
1000 円で、料理をふるまうようになったことが、農家レストランの前身である。こうした
流れの中で継続的に食事を提供する場所として最後にその流れを引き受けたのが S 氏であ
った。 
S 氏へのインタビューでは、「地域の人だけでは、ここを農家レストランにしよう、など
というアイデアは生まれなかったかもしれません。都市の人との交流があったからこそ出
来たレストランです。」という発言があった。ふみえはらはんは、地域の人と、都市の人が
総勢 10 名ほどで作り上げた「交流の場作り」を目的とした農家レストランである。 
以下表の４－５にふみえはらはんの概要を示す。 
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表４－５ ふみえはらはん概要 
 
出所：大友作成   
 
ふみえはらはんで活用している食材は、米、山菜、野菜、鴨肉で、鴨は水田に放してい
る。店舗のコンセプトは、「365 日、同じ料理は食べさせません」という内容で、自家もし
くは地域で採れる食材、そして地域に伝わる一つの食材が持つ多彩な調理方法をたくみに
組み合わせたメニューである。重要文化財の家屋が有する厳かな雰囲気と、地域の暮らし
を支える食文化を組み合わせて提供をしている。Ｓ氏は、「風景に一番合う料理を提供して
います。」と述べる。地域における「食文化」とは、地域における風土・風景・生き方をも
含む人々の営みと深く関連しているものである。 
              
４－４－２ 「ふみえはらはん」の理念・手段・事業展開 
 
ふみえはらはんでは、「地域の食文化を含む『暮らし』を再生することによって、活き活
きとした農村コミュニティを創り上げること」が、重視されている。その背景には、1990
年当時の加美町の状況が関係しているだろう。加美町では、農業従事人口の減少、生活様
式の近代化による地域内の行事や結のしくみの減少など、地域のつながりが薄れ始めてい
た。ふみえはらはんの経営理念と手段、さらにその事業展開を図４－８に示す。 
 
 
 
開業年 1996年
所在地 加美町
経営者性別（年齢） 女性・60歳
経営面積 不明
主たる生産物 米・野菜・りんご・ホシイモ
地域区分 平地農業地域
経営形態 専業農家
生産労働人数 ２名
レストラン従業員数 1名＋パート４名
年間平均売り上げ 400万円
メニュー平均単価 ２000円
営業期間 季節営業（冬期休業）
営業時間 11時30分～13時30分
予約の有無 完全予約制
席数 40席
メニュー
■日替わり定食（野菜中心のメ
ニュー）
使用食材
■米、山菜、野菜、鴨肉、調味
料
食材原産地
■自家産
・野菜（90％）　・米（100％）
・肉（100％）　・山菜（100％）
■加美産　　・野菜（10％）
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図４－８ ふみえはらはんの理念・手段・事業展開 
出所：大友作成 
 
ふみえはらはんの理念は、「農村の『暮らし』の再生による農村コミュニティの強化」で
ある。理念を達成させるための手段には、1 つ目には、地域の旬の食材のアレンジ料理の提
供がある。また 2 つ目には、重要文化財である家屋の活用による地域の伝統行事などを行
う地域の交流の「場」の創出がある。 
S 氏は、開業時の様子について次のように述べている。「1990 年当時の私の胸中には、人
口が減っていくこの地域を見て、本当に田舎は廃れていくだけなのだろうか、ここにいい
ものはないのだろうか、という思いがありました。それで、よくよく自分の暮らしを見て
みると、誰にも遠慮せず、田んぼから採れた米で思いっきりお餅を食べることができる生
活は、豊かな生活なのではないのかと思いました。そこから、田舎のご飯とお味噌汁を食
べることができるレストランが、あってもいいのではないだろうか、と思うようになりま
した。」S 氏のこうした「豊かさ」に対する考えは、ヨーロッパで「農業を楽しむ農家の姿。
趣味のように農業を楽しむ姿」を視たことが大きな影響を及ぼしている。S 氏へのインタビ
ューでは、「欧米には、農家が活き活きと農業をまるでホビーのように楽しんで住む農村が
ありました。工夫次第で、農村は楽しいライフスタイルを送ることができる場所になると
思っています。自分達が地域で活き活きと生きている姿を見せて、若い人も加美町に住み
たい、と思ってほしいと思っています。色々考えると、アイデアがたくさん出てきて、楽
しい暮らしができるような気がするのです。」 
という発言がある。ふみえはらはんの取り組みは、経営者である S 氏と地域の住民達が、
地域の農家の暮らし方を取り戻し活き活きと生活を続けることで、新しい農村コミュニテ
［手段②伝統行事や暮らし方の再現］地域
性のある農村の暮らしの文化を再現しコ
ミュニティを強化
[手段①食文化のアレンジ料理を提
供] 地域の旬の食材を最も美味しく
食べることができる料理を提供
［経営理念］農村文
化の再生と地域活
性化・楽しいライフ
スタイルの実現
地域の小学校へ食材の
提供
地域文化を鑑賞する会
の開催・行事の実施
子供農村体験旅行の受
け入れ
雇用の創出（パート4
展開方向 
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ィを創造する動きである。さらに、提供している料理は、都市部のお客様にとっても価値
を見出せるような工夫をし、地域内だけの楽しみにとどまってはいない。それは、軒先で
採れたはちみつを活用した料理や、かぼちゃをそうめんにして食べる料理など、意外性の
ある多彩な料理の提供である。そして、そのことが都市住民を惹きつけ「農家レストラン」
における所得の創造につながっている（註９）。 
ふみえはらはんでは、地域の農家の生活の営みを再創造し、活き活きとした農家のライ
フスタイルから、その生き方を継承・伝承し価値として都市住民に提供している。農家レ
ストランを核としたその他の事業展開には、町内の小学校への食材の提供と食育、行事を
農家レストランで再現することでの地域内の交流拠点づくり、コミュニティの強化、雇用
の創出等がある。 
 
４－４－３ 「ふみえはらはん」における地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
 ふみえはらはんにおいて、地域資源（生活の営み）が活用されている目的と活用プロセ
スを表４－６に示した。開業当初に活用されていた地域資源（生活の営み）は、重要文化
財の家屋、自家と地域の食材、地域の伝統料理のアレンジ料理、景観などである。その活
用の目的を、以下に示す。S 氏のインタビューでは、「農家レストランを作った第一の目的
は、地域の人々が交流し活き活きできる場所を作ることでした。例えば加美町では、庚申
の会という、年に３回地域のお年寄りたちが集まってお風呂に入ってお酒を飲む集まりが
あります。けれど、こうした集まりも段々集まる場所が少なくなり、途絶えてきていまし
た。それで、ここでお酒とお料理を出して実施することにしました。農家レストランにと
ってはあまり利益になりませんが、地域の方々が美味しい、美味しい、集まれて良かった、
と帰っていくので、嬉しいです。地域の人々が活き活き生活をする場所ができて、初めて
本物の農家レストランになると思っています。」 
という発言がある。 
ふみえはらはんにおける地域資源（生活の営み）の再現は、地域の伝統行事の復活等地域
の交流拠点、コミュニティ創造の側面が大きい。また、そこで活き活きとして暮らす地域
住民の姿は、都市住民を惹きつけ、開業当初の来客数は 4000 人となっている。2001 年に
は、海外や全国からの人々の集客を想定し築 120 年になる母屋を活用し民宿オリザを開業
させている。 
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表４－６ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
 
ふみえはらはんでは、2004 年から、都市住民とのコミュニケーションを契機として都市
部の料理方法を積極的に取り入れ始め、「生活の営み」としての食文化に変容が生じている。
2010 年からは、地域規模で子供農村旅行の受け入れが開始し、地域の小学校への給食への
食材の出荷や子供たちとの交流もさかんに起きている。 
 
次に、図４－９に、農家レストランがもたらしている効果を、農業経営・地域・都市住
民の 3 つの視点から示す。 
 
 
図４－９ 農業経営・地域・都市住民への効果 
出所：大友作成 
（1994－2005）
[開業前・開業初期]
（200４－）
［食文化の変容期］
（2010－）
［子供体験農業旅行
や食育開始］
築170年になる重要文
化財の家屋、地域の食
材、調理方法、景観、
人材
新しい料理方法の開発
農家の家、家族関係など
りんごなどの食材を小学校
へ
農村文化の核の創造によ
るコミュニティ強化
より新しい目線での斬新な
田舎料理の提案のため
子供達に「田舎暮らし」の
価値を伝える
都市の人との交流の中か
ら農家レストランのアイデ
アが発生
地域からの依頼等
地域資源（生
活の営み）活
用のプロセス
の特徴
都市住民との料理の教えあいから新しい食文化が生
まれている。
時期
（2001－）
[開業後-民宿の開業期]
地域内の交流拠点の創造提供の目的
活用した地域
資源（生活の
営み）
築120年の農家の母屋
農業経営
への効果
地域への
効果
都市住民
への効果
■都市の人から料理方法を学び、
新しい食文化が発生。
■町の小学校にいりんごとさつま
いもを出荷し地産地消の推進。
■１年に３回、地域のお年寄りが
集まってお酒を飲む「庚申の会」
が実施されなくなっていたので、レ
ストランで復活させた。
■漬物のおしゃれな漬け方をレス
トランで知り家で真似をした。
■生き方や人生をより深く考える
ようになった。
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農業経営への効果については、450 万円の所得、市内小学校での食育講座の開始による食
材の出荷、都市住民とのコミュニケーションによる新しい食文化の創造などがある。地域
への効果については、上述したように行事の復活等による地域コミュニティの活性化、が
ある。都市住民への効果については、7 章で詳しく説明しているが S 氏とのコミュニケーシ
ョンに訪問客は魅力を感じており、「S 氏と話して人生を考え直すようになった。」「おしゃ
れな漬物に衝撃を受け、自分も漬物を作るようになった。」等の都市住民の生き方や食への
態度について効果が起きている。これらは、地域資源（生活の営み）いわゆる、農村文化
の再現とともに、活き活きと暮らす農家の生活が実現されることで、生み出されている効
果と言える。 
ふみえはらはんにおいて、地域資源（生活の営み）が活用されていることの意義は、第
一には、地域の昔ながらの暮らしや農村文化（行事等や食文化を含む）の再生と維持によ
るコミュニティの強化、地域住民にとって活き活きと暮らす暮らしの場の創造である。 
 第二には、農村文化の再生と伝承を軸に都市住民を招き入れ、農家レストランとしての
所得を生み出すこと、さらに都市住民と交流のある楽しい田舎のライフスタイルを創造す
ることである。 
 
４－５ 都市住民の行動変容 
 
 次に、「交流・場作り型農家レストラン」の訪問客に見られた行動変容を示す。特に定期
的に店舗を訪れている訪問客 6 名に対しインタビューを行った結果が、以下の表４－７で
ある。 
 
表４－７ 都市住民の行動変容 
 
                 出所：大友作成 
 
 この調査から把握された行動変容は以下のようなものである。それは「体験農業で農業
へ関わりを持ったことをきっかけに、継続的に田んぼに関わるようになった。」「食べた
来訪客の属性 店舗名 来店後の行動の変容
男性・50代 K
体験農業に通っている内に、体験だけでは飽きたらなくなり草刈も含め田んぼの管理に関わるよ
うになった。
女性・50代 F 漬物の新しい食べ方を知り、真似をして家でも作るようになった。
女性・20代 R 自分が作って余った野菜を持っていき、代わりに料理を出してもらうようになった。
男性・30代 F 今まで農業に関心がさほどなかったが、市民農園で農業を開始した。
女性・40代 F S氏の話を聞いて、地に足をつけた生き方をしたいと人生を深く考えるようになった。
女性・60代 R ほしい野菜をお店で伝えると、譲ってくれる人を紹介してもらえるようになった。
交流・場作り型
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経験のない漬物の食べ方を、農家レストランで知り家で真似をした調理をした。」「自分
で生産した野菜を農家レストランに持ち込み、代わりに料理として出してもらうようにな
った。」「農家レストランを訪れる内に、農業に関心が生まれ市民農園を開始した。」「自
分の生き方について考えるようになった。」「手に入れたい野菜を農家レストランの店主
に伝えることで、生産者を紹介してもらうようになった。」等の内容である。「交流・場
作り型農家レストラン」は、単なる飲食店としての役割だけではなく、地域農業の情報発
信基地、食材の取引等都市と農村をつなぐ役割も担っていると言える。さらに都市住民に
対しては農や食への行動変容のみならず、生き方にも効果を及ぼしている。 
農業と食が融合した農家レストランは、訪問客の農と食に対する行動に変容をもたらし、
地域農業と都市住民をつなぐ接点としての役割を有している。 
 
４－６ 「交流・場作り型農家レストラン」における 
地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
上述に考察した内容をもとに、「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生
活の営み）の活用の意義を、以下の表４－８に示す。 
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表４－８ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
出所：大友作成 
 
「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）の活用の意義を以
下に示す。 
第一に、「交流・場作り型農家レストラン」では、農村文化を再生と維持によりコミュニ
ティのつながりや活き活きと暮らすことができる生活の場を創造することが重視されてい
る。第二に、再生した農村文化を魅力として都市住民を農村に呼び込み、農家所得の増加
蔵楽 たてのいえ ふみえはらはん
■体験メニュー・体験農業
■蔵を利用した農家らしい生
活空間
■1960年代の食文化のアレ
ンジ料理
■重要文化財等農家の暮ら
し方
■地域の食文化のアレンジ料
理
■重要文化財等農家の暮ら
し方　■伝統行事
■県内都市住民　９割
■地域住民　１割
■全国４割
■県内の都市住民６割
■全国2割　■県内都市住民
６割　■地域住民2割
■都市住民への農業・農村の
現実の姿の伝達（コミュニケー
ション重視）
■地域の食文化や暮らし方
（農村文化）の復活と維持
■都市住民との交流の場づく
りによる地域活性化（コミュニ
ケーション重視）
■地域の伝統行事や食文化
の復活と維持
■活き活きとした地域づくり
■都市住民との交流の場づく
り（コミュニケーション重視）
■築100年の蔵
■蕎麦、ソーセージ、野菜、米
などの食材
■ソーセージ加工技術
■築250年の重要文化財の
家　■地域の名産品を中心と
する食材　■伝統的な料理方
法　　　　■いぐね・田んぼ・暮
らしの知恵
■築180年の重要文化財の
家と母屋
■自家と地域の食材
■景観
農業経営
■所得
■ソーセージや米への直接購
入の増加
■所得
■都市住民の感動や賞賛に
よる生きがい
■所得
■都市住民との情報交換に
よる新しい食文化
■小学校への食材提供
地域
■新蕎麦祭り（イベント）
■食材の買取
■直売所（地域農家の販路・
都市住民と農家のコミュニ
ケーションの場）
■食材の買取
■高齢者から子供への農村
文化の伝承の場
■重要文化財など地域の農
村文化の価値の見直し
■地域の伝統行事の復活な
ど地域交流の場
■食材の買取
訪問客
■古川自然クラブの人々が20
名ほどで、継続的に大口地区
で農作業を開始
■石巻の放射能反対NPOが
20名ほどで農作業を実施
■添加物を使用しない料理を
家でも作るようになった。
■地元野菜の美味しさを知り
イオンで購入開始
■漬物を作ったことがなかっ
たが、美味しさを知り家で真
似をした
■生き方や人生を深く考える
ようになる
発生してい
る効果
提供しているもの
地域資源活用のプロ
セスの特徴
■『場』では「農村文化の復活と維持」「都市住民とのコミュニケーション」が重視
■都市住民とのコミュニケーションの手段や場の増大に伴って、活用する地域資源が、増大・
変容し、新しい価値を創出している。
農家レストラン名
需要の特徴
活用した地域資源
提供の目的
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につなげている。さらに、「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営
み）の活用は、農家（地域住民）と都市住民との交流の場が増大することによって促進さ
れている。 
農業経営、地域、都市住民にもたらす効果は、以下の通りである。農業経営については、
所得の増加、新しい食文化の創造、都市住民の感動や賞賛による生きがいの創造、食材の
購入先の増加等の効果がある。地域については、食材の販売先の増加、イベントや伝統行
事等の交流拠点の創造、都市住民との交流による生きがいの創造、等の効果がある。都市
住民については、「人生を考えるようになった。」「新しい野菜料理にチャレンジした。」「農
作業を継続的に開始した」等、食と農に対する行動変容が生じている。 
 
 「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）活用の意義は、「農
村の暮らし」の再創造による地域活性化である。そして、それは多様な主体の交流によっ
て促されている。稲垣［１］は、企業の価値創造について、「アクター間のコミュニケーシ
ョンによって新たな価値が創造され、価値連鎖のあり方が水平的な企業間の関係を再構築
することがある」と、述べている。農家レストランにおいても、生産者、都市住民、地域
住民のコミュニケーションの場の創造が、地域資源（生活の営み）の活用を促し、新たな
価値創出へとつながっている点に注目したい。 
 「交流・場作り型農家レストラン」では、地域住民自体が主体となり「場」を形成する
ことで、地域資源（生活の営み）の価値の捉えなおしと活用、自らの「暮らしの場」の創
造が起きていると言える。 
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（註１）「農家レストラン蔵楽」は、以下蔵楽と省略して示すこととする。 
（註２）環境保全型農業は以下のように展開している。1998 年から、環境保全型農業の一環である
「ふゆみずたんぼ」という取り組みが開始された。「ふゆみずたんぼ」とは、冬の間も田んぼ
に水を張り、田んぼに生きる原生生物やイトミミズ、水鳥などの多様な生き物の力を借りて、
無農薬、無化学肥料で米づくりを行う農法である。 
慣行農法では、農薬や化学肥料など、外から物質を投入することによって肥料不足や病害
に対処するが、ふゆみずたんぼは、生態系の力を使い、水や土の浄化・再生によって田んぼ
の機能を改善する、いわば内側からの自然再生手法として注目を集めている。2005 年には、
蕪栗沼と周辺水田がラムサール条約に登録され、水田が生物多様性を育む土地であるという
認識を、×世界に促す場所として注目されている。 
（註３）当時の町のグリーンツーリズム委員会において S 氏は委員長を務めている。× 
（註４）たてのいえは、2011 年の東日本大震災から 2014 年 1 月現在まで、休業中である。 
（註５）味噌作りの会では地域の農家の女性たちを対象に、主に年配者から若いお嫁さんに、地域の
大豆を使用した味噌の作り方を伝承している。この取り組みは 2013 年時点でも年に 1 回の
ペースで継続しており、現在は農家以外も含めて地域の女性 20 名ほどが参加し、地域の交
流の場となっている。 
（註５）直売所「旬の情報館」は、2011 年の東日本大震災から 2014 年 1 月現在まで、休業中である。 
（註６）当初、加美町では男性を海外派遣したが、帰国後に新しい動きが生まれなかったことから、
期待を込めて女性を海外派遣した（2013 年 ふみえはらはん S 氏へのインタビューより）。 
（註７）ふみえはらはんにおける第一の経営目的は「地域の活き活きとした暮らしの再生と維持、農
村文化の再生」にあるが、それを継続させるために経営的な収益を上げることにも気を配っ
ている。   
それは、S 氏へのインタビューにおいて、「2000 円という価格設定は、パートさんを雇って、
700 円くらいを払って、自分にも利益が出るようにするための価格設定です。この金額を払っ
てくれるのは、時間にもお金にも余裕がある人だと思うので、レストランとしては都市の方々
を対象としています。」という発言から考察される。しかし、S 氏への「都市部対象のレスト
ランとしての成功と、地域住民の憩いの場としての農家レストラン」とどちらのタイプを目
指しますか？という問いに対して、「地域の農村文化を再生維持し、地域の人々が活き活きと
暮らせるようなレストランにしていくことが先決です。もし、レストランとしての収益だけ
を求めてしまったら、そんなものは、まがいものの農家レストランになってしまうと思いま
す。」という回答が得られた。よって、本研究では、ふみえはらはんを経営目的の優先順位の
観点から「交流・場作り型農家レストラン」と位置づけた。しかし、ふみえはらはんの売上
は、平均 400 万円と、交流・場作り型では最も多く、飲食店型との融合度が高いと言える。 
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[参考・引用文献] 
［１］ 稲垣京輔（2003）：「諸アクター間の相互作用と関係性のマネジメントにおける都市の意味」、
経済と貿易（187 号）、p.3 
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第５章 「飲食店自立型農家レストラン」における 
地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
５－１ 本章の目的 
 
第 5 章の目的は、「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）活用
の意義を、活用の目的、活用が促進されるプロセス、農業経営・地域・都市住民それぞれ
への効果の考察から明らかにすることである。「飲食店自立型農家レストラン」とは、「農
家レストランが農業収益全体の中心を占めており、飲食店としての自立度が高い農家レス
トラン」とした。 
 
５－２ 「芭蕉庵」の事例 
５－２－１ 「芭蕉庵」誕生の背景 
 
芭蕉庵は、仙台市から車で 2 時間の七ヶ宿町（図５－１）にある。七ヶ宿町は、高度経済
成長に伴い人口の流出が続き、過疎高齢化が進展している。1950 年に 5,536 人だった人口
は 2013 年には 1,579 人まで減少し、高齢化率は 41.2％である（註１）。 
七ヶ宿町は、福島県と山形県に隣接し、かつては奥州街道沿いの宿場町として参勤交代の
大名行列で栄えた町である。町の面積の 90％以上は山林で、農林業が町の主産業である。
2006 年の町全体の農業産出額は、8 億 5 千万円（註２）で、主要品目は、水稲、いちご、
梅、柿、蕎麦等である。2010 年の観光入込客数は、観光統計概要によると 533,956 人で（註
３）観光による地域づくりが推進されている。地域の主要課題は、人口流出と農地の担い
手の不足、減反による遊休農地の増加等で、2012 年の遊休農地は 94.5ha である。 
 
 
図５－１ 宮城県七ヶ宿町の位置づけ 
出所：大友作成 
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芭蕉庵は、七ヶ宿町を故郷とする元町役場職員の Y 氏が、増える遊休農地を活用するた
めに出来た農家レストランである。 
 
Y 氏が語る開業の動機である。 
「1980 年代、私には増える地域の遊休農地と人材流出への強い危機感がありました。役
場の仕事はやる気のある人材のサポートです。けれど、やる気のある人材が町を出ていく
ように見えました。 
そして、耕し手を失った遊休農地が増え続けました。土地の荒廃は、人の心をも蝕んで
いく。この地域は誇りになるようなものがなければ、人が住めなくない土地になるのでは
ないか、そんな危機感がありました。」と語ってくれた。このような危機感から、Y 氏は七
ヶ宿町の誇りになる可能性がある作物を探し始めた。そして、Y 氏は次の 2 つの出来事に
よって、蕎麦が七ヶ宿町の名産品になるのではないかと考え始めた。1 つ目には、七ヶ宿町
に伝わる江戸時代の古文書に、「かつて七ヶ宿町は蕎麦の名産地だった」という記述を発見
したことがある。2 つ目は、町役場の研修で過疎が進む富山県利賀村の視察をした際に、地
域の資源によって蕎麦やを開き、日本中から訪問客を招き生き生きと暮らす住民たちの姿
に出会ったことがある。 
Y 氏はこの 2 つの出来事から、七ヶ宿町の冷涼な気候に蕎麦が合うこと、中山間地の不便
な場所でも、工夫次第で人を呼び込めることを確信した。そこで 1990 年に、町の遊休農地
を借り、蕎麦の栽培を試験的に開始した。そうしたところ、どこにも負けないほどの味だ
った。Y 氏は、「蕎麦が本当に地域の名産品になることは、試しに生産をしてみるまで確信
を持つことができませんでした。けれど、生産して出来た蕎麦は、どこの土地にも負けな
いくらい美味しい蕎麦でした。それで、蕎麦が七ヶ宿町の誇りになると確信しました。」と
述べている。 
 
５－２－２ 「芭蕉庵」における理念・手段・事業展開 
 
芭蕉庵の概要を、表５－１に示す。 
Y 氏の主な所得獲得手段は、農家レストランである。食材は、主に七ヶ宿産にこだわって
いるが、かつおぶしは品質へのこだわりから高知（土佐）産を使用し、店舗内で Y 氏が削
っている。レストラン運営には、Y 氏と妻、息子、アルバイト 4 名の計 7 名が携わり、農
業生産は Y 氏のみが担当している。営業期間は通年であるが、冬は雪が平均１ｍほど積も
り交通が不便になるために、お客が多く訪れる繁忙期は 4 月から 12 月までである。2010
年の年間客数は、13,640 人で売上は 1,558 万円である。 
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表５－１ 「芭蕉庵」概要 
 
出所：大友作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
開業年 1999年
所在地 七ヶ宿町
経営者性別（年齢） 男性・55歳
経営面積 24ha
主たる生産物 蕎麦
地域区分 山間農業地域
経営形態 専業農家
生産労働人数 １名
レストラン従業員数 ３名（家族）+アルバイト４名
年間平均売上 １千558万円
事業所得 約500万円
メニュー平均単価 1300円
営業期間 通年営業
営業時間 11時～15時
予約の有無 予約なし
平均客数 13,640人（年）
席数 35席
メニュー
■ニ八そば・全そば・そばの揚げ豆腐、そばデ
ザート、ニ八そばセット、全そばセットなど
使用食材
■蕎麦粉・かつお・添加物を含まないしょうゆ、
砂糖・本みりん、小麦粉
食材原産地
■七ヶ宿産100％　　　　・無農薬の蕎麦粉
・野菜の煮物　　　・わさび　・はちみつ
■国内産100％　　　・しょうゆ　　　・かつおぶし
・砂糖　　　・みりん　　　・小麦粉
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表５－２ 経営実績 
  
出所：大友作成 
 
表５－２は、2001 年から 2011 年の主要な経営実績（売上、純利益、売上純利益率、年
間入込客数、営業日数、客単価、日販の推移）を示したものである。売上は、開業時の 1999
年が 1,794 万円で、その後は 1,300 万円から 1,800 万円台で推移している。純利益は、300
万円台から 700 万円台で変動し、売上純利益率は 2006 年までは 20％台であるが、2007 年
以降は 30％台をキープし増加傾向にある。これは、開業後７年を過ぎ、初期投資等が減少
し店舗が軌道にのってきたためだと考えられる。年間入込客数については、開業当初の目
標客数は約 12,000 人であったが、実際の来店客数は 12,000 人から 15,000 人の間を変動し
ている。開業時から現在までの集客目標は継続してクリアしており、こうした実績から Y
氏は店舗コンセプトが時代に受け入れられていると確信している。それゆえに、店舗コン
セプトを 10 年間変えずに保持し続けている。芭蕉庵の店舗コンセプトは、「小旅行的な空
間で、田舎にしかない本物の食を提供すること」であり、都市から離れた中山間地の立地
特性を逆手に取ることで実現している。そうした店舗コンセプトを、具体的には山あいの
景色や蕎麦の花、静かな農村空間、無農薬天然の蕎麦、無添加のつゆ等の組み合わせによ
って実現している。 
次に芭蕉庵の理念と展開方向を図５－２に示す。 
 
 
年 売上（円） 純利益（円） 売上純利益率（％） 年間入込客数（人）
2001年 17,939,590 4,836,908 27 15,116
2002年 18,336,870 5,398,065 29 14,987
2003年 14,925,820 3,080,724 21 12,905
2004年 16,755,255 4,672,539 28 14,221
2005年 13,182,475 3,103,508 24 11,156
2006年 14,749,285 3,465,467 24 12,689
2007年 16,650,830 5,004,448 30 13,990
2008年 17,647,215 6,110,475 34 14,624
2009年 17,350,710 7,018,990 40 14,575
2010年 15,584,525 5,108,012 32 13,285
2011年 14,377,220 4,641,455 32 12,491
年 営業日数（日） 客単価（円） 日販(円）
2001年 256 1187 70,077
2002年 261 1224 70,256
2003年 229 1157 65,178
2004年 230 1178 72,849
2005年 186 1182 70,874
2006年 216 1162 68,284
2007年 297 1190 56,063
2008年 310 1207 56,927
2009年 303 1190 56,927
2010年 305 1173 51,097
2011年 286 1151 50,270
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出所：大友作 
 
 
図５－２ 「芭蕉庵」の理念と展開方向 
                  出所：大友作成 
 
芭蕉庵の理念は、「蕎麦による遊休農地の解消と地域の誇りの形成」である。理念達成に
向けた具体策としては、蕎麦栽培による農地の活用と収穫した蕎麦による所得の獲得とい
う 2 つの側面がある。また農家レストランの経営が、蕎麦以外の野菜や山菜などの地元産
食材の調達や雇用の創出につながり、地域経済への波及効果がある。さらに、理念にもと
づいた事業展開には、七ヶ宿蕎麦街道や蕎麦組合の誕生、近隣小中学校での「蕎麦打ち体
験教室」の実施等がある。 
 
５－２－３ 芭蕉庵における地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
芭蕉庵における地域資源（生活の営み）活用の位置づけとその活用が促進されるプロセス
ついて表５－３に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
［手段②]地域からの食材の購入と
雇用、食育などによる地域活性化
[手段②]地域性にあった
「蕎麦」の生産・飲食店とし
ての６次産業化・所得確保
[経営理念]
遊休農地の解消と地
域の誇りの創造
七ヶ宿蕎麦街道
蕎麦組合の誕生
近隣小中学校での
「蕎麦打ち体験」
地元の山菜や野菜
の購入と商品化
雇用の創出
（パート4名）
展開方向 
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表５－３ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
 
芭蕉庵では、地域資源（生活の営み）の活用が、店舗の存在意義と同様の意義を有して
いる。Y 氏が、店舗経営で最も重要視していることが、増える遊休農地の活用である。そし
て、2 点目が、蕎麦の生産による誇りの形成である。 
次に、どのように芭蕉庵で地域資源（生活の営み）の活用が促進されているのかについ
て述べる。芭蕉庵で蕎麦（地域資源）の活用が促進された背景には、Y 氏による蕎麦という
地域資源の発見が出発点にある。さらにそれは、Y 氏による「小旅行的な空間と地域性のあ
る本物の美味しい食」という都市住民のニーズの把握によって促進されている。それは、
次のような展開である。 
Y 氏はそうした都市住民のニーズに合わせて、無農薬栽培の蕎麦に合わせてつゆの素材も
無添加の天然素材にこだわり、徹底的に「本物の食」を創り上げた。さらに、小旅行的な
空間を提供するために、川辺にベンチを置き景観を整え、蕎麦の花を堪能できる場所を創
り上げた。屋根の色は景観に溶け込む緑色にし、内装にはいろりや畳を置いて農家らしい
純日本風の空間を作り上げた。つまり Y 氏は、地域資源（生活の営み）を都市住民のニー
ズに合うように演出している。 
（1994－2001）
[開業前－地域資源発見期］
（2009－2011）
地域資源に関する主
体的な情報発信期
（2012－）
販路拡大期
「小旅行的な美しい空間と、田
舎でしか食べることのできない
本物の食」
食材の安全性と地元産
に関する説明（ブログ）
地元の食材（山菜）
で作った贈答品
団塊世代の夫婦連れの
増加
地元客が全体の５％ま
で増加
食の安全性の関心の高
まりへの対応
ニーズへの対応
■山や川、蕎麦畑などの景観
■地域の蕎麦
■家の内装や外装
■無農薬の素材を生かすため
に、素材以外の調味料にもこだ
わり、添加物は不使用。例えば
国内産の砂糖、ヤマサの無添加
しょうゆ、本みりんなど。添加
物でごまかさない「田舎で出す
本物の味」を目指す
山菜の漬物をメ
ニューに追加
山菜の漬物をお土産
用に商品化する
活性化先進地域への視察で、
「小旅行的な空間や地域性のあ
る本物の美味しい食」へのニー
ズを認識
安全な食材や地域にこ
だわった食材への情報
が求められていることを
認識した
店で出している山菜
の漬物をお土産用に
も買えるようにして
ほしいとお客様から
声が発生
地元産農産物の付加価値化と需要への対応
地域資源
の演出
食・メニュー
内装・周辺
環境
■わさびと野菜の漬物
をメニューに追加
■利益が出るたびつゆ
のかつおぶしを増や
し、つゆの質を高める
いろりの設置、屋根を山に調和する緑色にする（農村の雰囲気や景観を最大限に活かせる内装や外
装への工夫）・景観の手入れを怠らない
テレビ局や新聞社などの取材で紹介
ＨＰで詳しい食材の生産方法や、
その安全性について説明を開始
需要の特徴 県内８割、県外２割。開業当初は地元客は少なかったが、2012年には全体の5％にまで増加
時期
（2002－2008）
[開業後-新たな地域資
源発見期］
提供しているもの
地元の食材にこだわっ
たサイドメニュー
活用した地域資源
来店客との対話から、
地元産の食材への消費
者ニーズを認識
地元のわさびや野菜、
山菜など
地域資源活用のプロ
セスの特徴
対象者
（延べ人数）
漬物の独自の漬物の漬け方
（調理方法）
情報
主に都市住民。家族連れなど年間平均13,000～15,000人
提供の目的
 73 
 
地域資源（生活の営み）の活用が促進されるそのプロセスには、第一に活用できる地域資
源（生活の営み）の発見、第二に都市住民のニーズに合わせた地域資源（生活の営み）の
演出があると言える。 
 
さらに都市住民のニーズにもとづいた地域資源（生活の営み）の発見と演出は、開業後
も継続している。それは次の通りである。例えば 1999 年以降、Y 氏は地元産の野菜やわさ
び、山菜などの地域資源（生活の営み）を、新たに利用し始めている。山菜利用を開始し
たきっかけは、地域住民が山菜の保存食を店に持ち込み使用を依頼したことがある。また
2009 年からは、Y 氏はホームページ上で、地域で採れた素材の生産工程の詳しい説明を開
始している。これは都市住民の食の安全への関心の高まりというニーズを把握したことが
きっかけである。さらに 2010 年には、店でメニューの一品としていた山菜の漬物に対し、
「お土産用を作ってほしい」という都市住民の声を把握し、それをきっかけに山菜漬物の
贈答用商品が開発された。  
芭蕉庵における活用できる地域資源（生活の営み）の発見や演出の重要なきっかけは、経
営者による都市住民の農村へのニーズの把握である。その気づきが活用できる地域資源（生
活の営み）の発見と活用、演出の一連のプロセスを生み出す原動力である。 
 
＜農業経営・地域・都市住民への効果＞ 
芭蕉庵が、経営者の農業経営、地域、都市住民にもたらしている効果を図５－３で整理
した。 
 
 
図５－３ 農業経営・地域・都市住民への効果 
出所：大友作成 
 
 
農業経営
への効果
地域への
効果
都市住民
への効果
■所得獲得（6次産業化）
■遊休農地の減少（24ｈａ：2013年）
■山菜や野菜の買取開始。わらび：１㎏680円：合
計1トンを8名より購入。きゅうり：１㎏200円 合計1.5
トンを5人より購入。しその実：100ｇ200円合計30㎏
から40㎏を3名から購入。
■新そば祭りの総合来店客数、1300人（2013年）
■芭蕉庵の来店をきっかけに、蕎麦打ちを開始し、
定期的に芭蕉庵から蕎麦の購入をする人数が８名
ほどになった（2013年）
 74 
 
（１） 農業経営への効果 
芭蕉庵が経営者の農業経営に与えた効果には、以下の 3 点を述べることができる。第一
に、農家レストランによる所得の形成がある。芭蕉庵では、経営者である Y 氏、従業員で
ある妻と息子の 3 人分の所得が生み出されている。 
第二に蕎麦粉の直接購入者が生まれている。2013 年 12 月時点では 8 名の蕎麦の定期購
入者がいる。 
第三に、漬物の贈答品化等新しい商品開発とそれによる収益がある。2013 年現在の漬物
の売り上げ目標値は、300 円×10,000 パックである。 
 
（２）地域への効果 
芭蕉庵が地域に与えた効果として、次の 5 点を指摘できる。 
第一に、パート 4 名（時給 750 円）を雇い、地域に雇用が生み出されている。 
第二に、七ヶ宿町に蕎麦という名産品を誕生させた。 
芭蕉庵の開業をきっかけに、蕎麦やとしてがんこ（2001 年開業）、まるいち（2002 年開
業）が誕生し、先に開業していた吉野やと 4 軒で七ヶ宿蕎麦街道が誕生した。七ヶ宿蕎麦
街道では、年に１度新そば祭りが行われ、町の PR へとつながっている。2012 年の新そば
祭りの来店客数は 1,300 人である。 
第三に、地域の野菜や山菜を買い取ることでの地域農家への経済的還元がある。芭蕉庵
は、地域からわらびや野菜などを買い取り、原料として使用している。2013 年には、買い
取ったわらび、きゅうり、しその実を活用した「わらびときゅうりのしその実入り醤油漬
け」という新商品が開発された。商品化のきっかけは、地域の高齢者が家で漬けている漬
物を店舗に持ち込んだことにある（註４）。 
第四に、地域の遊休農地が活用されている。芭蕉庵開業時 1999 年の遊休農地の利用面積
は 2.8 ヘクタールで、2001 年には 5 ヘクタール、2013 年では 24 ヘクタールと増加してい
る。これは七ヶ宿町湯の原地区における遊休農地の 90％に相当する。 
第五に、地元の小中学校、公民館での蕎麦打ち体験を実施した食育がある。芭蕉庵では、
蕎麦を地域の誇りとして次世代へ伝承するために、地域の小中学校と公民館で蕎麦打ち体
験講座を開催している。2000 年から、１年間に平均 4 回、延べ 200 人に対し開催している。 
 
（３）都市住民への効果 
次に都市住民に与えた効果について述べる。芭蕉庵で観察された都市住民への効果は、
都市住民が自ら蕎麦打ちを始めるようになったことがある。さらに蕎麦の美味しさや作り
方をマスターした都市住民のうち 8 名が定期的に芭蕉庵から蕎麦を購入している。 
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５－３ 「もろや」の事例 
 
５－３－１ 「もろや」誕生の背景 
 
もろやは宮城県仙台市に立地する都市近郊型の農家レストランである（図５－４）。も
ろやが立地する仙台市は、東北を代表する中心都市で、2009 年の観光入込客は 11,750,990
人（註５）である。仙台市の主要産業は、広域「卸売・小売業」と、「サービス業」で、
特に「卸売・小売業」は仙台市だけで東北 6 県全体の年間販売額の 40%近くを占めている。
仙台市は支社支店が多く、大企業の支店の存在に経済を支えられている側面が強い。独自
の産業の育成が地域課題である。 
 
 
図５－４ 宮城県仙台市の位置づけ 
                  出所：大友作成 
 
第一次産業については、総生産額・従業員数ともに多くなく、農業産出額は 2011 年に
55 億 6 千万円（註６）である。主要品目は、米、麦、大豆、そば、野菜で、米の占める割
合が高い。市内の農家数はおよそ 5000 戸である。もろやは、仙台の中心部から車で 20 分
の仙台市七郷荒井地区にある。もろやは、8 代続く専業農家である。農家レストランを開業
したきっかけは、生産物の付加価値化である。 
 
もろやの開業のきっかけは次のようなものである。K 氏は、東北地方では先がけて産地
直送を開始している農家である。K 氏は、都市住民の家に野菜を届けた時に、「白菜の食
べ方が分からず、宅配された白菜を食べきれない」という都市住民の声を聞いた。そこで、
自分の知っている白菜の料理方法を伝えたところ評判が良く、農家にとっては日常的な野
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菜の食べ方が都市住民にとっては価値がある地域資源（生活の営み）であることを認識し
た。このようなきっかけで、K 氏は、農家の独自の地域資源（生活の営み）が、都市住民
にとって価値のあるものであることに気が付いた。もろやにおける「旬の野菜の食べ方を
伝える」という経営理念は、このような経緯で誕生した。 
 
表５－４にもろやの概要を示す。 
 
表５－４ もろや概要 
 
出所：大友作成 
 
もろやは、生産担当者と調理担当者の役割分担が明確である。生産担当は、K 氏の夫と
息子、調理担当が K 氏と 2 人の娘である。使用食材は、主に米と野菜、ハーブといった自
家生産のものである。 
  
経営実績については、もろやの売り上げは年々、順調に増加している。2001 年から 2010
年までの年間入込客数は、1,700 人から 2,700 人の間を変動している。2011 年は東日本大
震災の影響で、1,400 人台まで落ちこんだ。営業日数は平均 200 日から 240 日で、芭蕉庵
と比較をすると少なめである。その理由は、もろやではデパートへの弁当販売などの販路
がたくさんあり、週に 2 日は店舗を閉めているためである。もろやは、仙台の伝統野菜料
理を中心に扱った店として認知されつつある。2014 年からは、店舗の隣に東西線が出来る
予定で、さらなる集客が期待されている。もろやのケースは、前述した過疎地に立地する
芭蕉庵とは異なり、都市部に立地していることも、他のレストランとは異なる立地条件で
ある。 
開業年 1999年
所在地 仙台市
経営者性別（年齢） 女性（60歳）
経営面積 不明
主たる生産物 野菜、米、ハーブ
地域区分 都市的地域
経営形態 専業農家　3名（家族）
生産労働人数 2名（夫、息子）
レストラン従業員数 3名（本人、娘2人）
年間平均売上 502万4000円
事業所得 不明
メニュー平均単価 1600円
営業期間 通年営業
営業時間 11時30分～14時
予約の有無 有
席数 25席
主なレストランメニュー
日替わりランチ・季節限定メニュー
（3月：雛御膳、7月：七夕御膳、10
月：お月見御膳）・旬の野菜弁当
主な体験メニュー・講座 近隣小学校と公民館での食育講座
使用食材 野菜（露地野菜）、果物、調味料
食材原産地
■自家産（100％）
・米
・野菜
■国内産
・果物
・調味料等
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５－３－２ 「もろや」における理念・手段・事業展開 
 
次に、もろやの理念と、理念を達成するための手段、さらに事業の展開について述べる（図
５－５）。 
 
 
 
図５－５「もろや」の理念と展開方向 
出所：大友作成 
 
もろやの経営理念は、「旬の野菜の食べ方を都市住民に伝える」という内容である。そし
て、理念達成のための手段には次の 2 点がある。1 点目は、歴史ある農家の伝統的な箪笥や
器、着物などの生活文化を活用、演出することで、農家の生活文化を包括的に伝えること
である。このことによって、「旬の野菜の食べ方」という価値がより効果的に伝えられてい
る。 
2 点目は、農家レストランを明確に事業として位置づけ、収益の確保を重視しているこ
とがある。ゆえに、都市住民の中食需要に対応したデパートへの弁当やおせちの販売、食
育へのニーズに対応した小学校と公民館での食育講座の実施等である。こうした事業の多
角化は、息子と娘 2 人の就業場面創出にもつながっている。 
 
５－３－３ もろやにおける地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
もろやでは、「8 代続く農家の地域資源（生活の営み）」を、都市住民のニーズに合わせて
包括的に演出している特徴がある。 
開業当時から現在までの地域資源（生活の営み）の活用の目的と活用プロセスを、表５
[手段②]6次産業化 所得の確保
[手段①：生活文化の活
用]：伝統的な食文化、農
家の昔の着物や器、箪笥
など衣食住の知恵の活用
[経営理念]
「旬の野菜の食べ
方」を伝える
デパートでの加工品とお
弁当、おせちの販売
近隣小中学校、公民
館での食育講座
雇用の創出
展開方向 
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－５に示す。 
 
表５－５ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
 
表５－５によると、K 氏が旬の野菜の食べ方を価値として認識したきっかけは、都市住
民とのコミュニケーションである。都市住民とのコミュニケーションは、農家にとって当
たり前の旬の野菜の食べ方が、都市住民にとって価値がある地域資源（生活の営み）であ
ることを K 氏に認識させた。さらに K 氏は、時代によって変化する都市住民のニーズに対
応する形で新しい地域資源（生活の営み）を発見し、演出し続けている。例えば 2005 年頃
には K 氏は農家の生活文化やゆったりとした空間、料理の見た目の美しさなど都市住民の
ニーズに気が付いている。 
そして、それに対応するために、農家の箪笥や着物、器を使用し農家らしい生活空間を
（1994－2002）
[開業前]
地域資源発見期
（2008－2011）
販路拡大期
（201１－2012）
地域資源創造期
（2012－）
地域資源に関する
主体的な情報発信
期
■旬の野菜の食べ
方を伝える料理
■旬の野菜中心
の中食メニュー
■目新しい品種
で旬の野菜を中
心としたメ
ニュー
■旬の野菜の豆知
識をプログで提供
開始
■50代～60代の高
所得層の女性(約２
５００人）
■需要への対応 ■需要への対応 ■需要への対応 ■需要への対応
■約200品種の自
家の野菜の伝統的
な食べ方
■おせちなどの
新しいメニュー
■「旬の野菜の食
べ方を伝える食」を
メニューのコンセプ
トとする
■おせちやお弁
当のデパート販
売の開始
■ハーブを庭に植
え、美しい庭の雰
囲気作り
■日々のお勧めメ
ニューをブログ発
信
■産地直送で、都
市住民との対話の
中から、「旬の野
菜の食べ方を知り
たい」というニー
ズを認識する
■中食へのニー
ズの高まりを認
識をする
■珍しい野菜
や、話題性のあ
る野菜へのニー
ズの増加を認識
する
■日々のおすすめ
旬のメニューなど
の情報を求める都
市住民のニーズを
認識する
活用した地域資
源
■農家の生活文
化である着物や
器、箪笥など
■近年開発された新品種
時期
（2002－2008）
[開業後-新たな
地域資源発見期〕
提供しているも
の
■農家の歴史あ
る生活空間の雰
囲気
提供の目的
対象者
（延べ人数）
■20代～30代の若い客層が増加（約２５００人）
■需要への対応
需要の特徴
■経営者は都市住民 のニーズの変化を捉え、需要に対応することで地域資源活用の幅を広げてい
る。
内装・
周辺環
境
■内装に着物を飾り、昔の器などを意図的に使用し農村の歴史ある生活文
化を演出する
情報 ■テレビ局や新聞社などの取材で紹介される
地域資
源の演
出
地域資源活用の
プロセスの特徴
■20代～30代の
若い客層が増加
し、農家の歴史
ある生活文化・
暮らしの知恵へ
のニーズの増加
を認識をする
食・メ
ニュー
■見た目に気を
遣い美しく感動
できる食べ方を
提案する
■新しく話題性のある野菜を使用し、
彩り豊かに提案をする
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演出している。さらに 2010 年からは伝統的な野菜だけではなく、話題性のある新しい野菜
への都市住民のニーズを把握し、新品種の野菜を作付け、料理に彩りを添えている。 
 
＜農業経営・地域・都市住民への効果＞ 
次に、農業経営・地域・都市住民に及ぼしている効果について述べる（図５－６）。 
 
 
図５－６ 農業経営・地域・都市住民への効果 
出所：大友作成 
 
（１）農業経営への効果 
農業経営への効果は以下の 2 点がある。1 点目は、飲食店として「もろや」のブランドが
確立したことで、もろやで生産している生産物やデパートに出荷している弁当、おせちも
「もろやの野菜」「もろやのお弁当」「もろやのおせち」として販売されるようになった。
すなわち、生産物や加工品が「店舗名」でブランド化した。 
2 つ目には、伝統品種の生産と維持がある。もろやでは、仙台伝統白菜や仙台まがりねぎ、
仙台芭蕉菜などの伝統品種が中心的な食材として使用されている。特に店舗で重宝されて
いるのは、「松島純号」という品種の白菜である。この白菜は大正時代に開発され、特に柔
らかく肉厚で甘味があるが、病気や害虫に弱いという栽培の難しさを持っている。そのた
め市場原理に淘汰され、現在ではごく一部でしか栽培されていない貴重な白菜である。も
ろやにおける伝統品種の利用は、伝統品種の保全につながっている。 
 
（２）地域への効果 
もろやでは、2008 年から地域の小学校と公民館において、「地域の伝統野菜とその食べ方
を伝える」食育講座が実施されている。小学校では、年 4 回延べ 1000 人前後の母子に対し
て、地域の伝統野菜を使用したお菓子作り教室等の食育講座が実施されている。使用され
農業経営へ
の効果
地域への
効果
都市住民へ
の効果
■「もろや」の野菜、「もろや」の加工品といった
形で、料理以外の販売物においても「もろやブラ
ンド」が適用するようになった。
■新しい品種への需要がレストランで生まれ、
新品種の生産を開始した。
■地域住民が、伝統料理の食育講座によって
（年間4回：延べ200名ほど 公民館・小学校な
ど）、伝統料理を知るようになった。
■野菜のお菓子など料理のレパートリーが増え
た
■ゴーヤの食べ方を知り、畑に植えた。
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る食材は、全てもろやで生産されたものである。 
公民館での食育講座は、地域の社会教育実習の一環として、年に 4 回地域の高齢者を対
象に実施されている。テーマは「地域の伝統料理を学ぶ」という内容である。食育講座参
加者へのインタビューでは、「地域の伝統料理を学ぶ機会も少ないが、こうした機会がある
ことで、地域の伝統料理を知ることができて嬉しい」という発言があった。地域住民が地
域の伝統野菜やその料理方法について学ぶ場が創出されていると言える。 
食育講座は、経営理念である「旬の野菜の食べ方を伝える」ということの達成手段とし
て、また店の PRとしても機能している。食育講座によってもろやを知った客が、もろやの
客のおよそ半分を占めていることも大きな特徴である。 
 
（３）都市住民への効果 
都市住民への効果には以下のようなものがある。比較的頻繁に来店している客 2 名への
インタビューでは、「野菜のお菓子を作るようになった」（Ｙ氏：30 代）「もろやでゴーヤの
食べ方を知ったことで、畑にゴーヤを植えるようになった」（S 氏：50 代）等の回答があり、
都市住民の食や農との関わり方に効果を及ぼしていることが明らかになった。 
 
５－４ 都市住民の行動変容 
 
 次に表５－６に、「飲食店自立型農家レストラン」の訪問客において見られた都市住民の
行動変容を示す。調査方法は飲食店としての自立度が高い農家レストラン 3 件の利用者の
うち、比較的リピート率が高い客 5 名に対し、農家レストランを訪問したことをきっかけ
として新しく始めた行動や意識の変化などについてインタビューを実施した。 
 
表５－６ 都市住民の行動変容 
 
                  出所：大友作成 
  
インタビューの回答結果には以下のようなものがある。「今まで白ゴーヤの料理を食べた
経験がなかったが、お店で初めて白ゴーヤの料理を食べて感動し、自分の庭の畑に白ゴー
来訪客の属性 店舗名 来店後の行動の変容
女性・50代 M 白ゴーヤの食べ方を初めて知り、感動したため畑を借りて白ゴーヤを植えることを始めた。
男性・50代 B 蕎麦が気に入って通う内に、そこで出来た蕎麦粉で蕎麦打ちを始めるようになった。
女性・20代 R 玄米のご飯を食べたことがなかったが初めて美味しさを知り、家で炊くようになった。
男性・40代 R IT上で米を購入する内に、生産する田んぼが見たくなりたびたび訪れるようになった。
女性・20代 M 野菜のお菓子は作ったことがなかったが、食育講座を経験して家でも作るようになった。
飲食店自立型
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ヤを植えた。」、「お店を訪れる内に、蕎麦が気に入り自分でも蕎麦打ちを開始し、農家レス
トランから蕎麦粉を購入するようになった。」、「玄米のご飯を食べたことがなかったが、農
家レストランで美味しさを知り家でも炊くようになった。」、「農家レストランのホームペー
ジから環境保全米を購入している内に、それを生産している田んぼに興味が湧き、農家レ
ストランに通うようになった。」、「野菜のお菓子を作った経験がなかったが、食育講座を経
験して、家でも作るようになった。」などの回答が得られた。 
 
「飲食店自立型農家レストラン」では、地域の食の提供が、都市住民に「今まで食べた
経験のない食材の味や地域性のある料理方法」に出会う場を提供し、訪問客の側には新し
い料理方法を覚える、生産の現場に関わるようになる等の変容が起きている。「飲食店自立
型農家レストラン」では都市住民との交流は経営理念としては明確に位置づけられていな
いが、交流が起きている。それは、都市住民に対しては「農家が持つ素材や地域性のある
料理」に出会う場となり、農との関わりを生み出す接点として機能している。 
 
５－５ 「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）活用の意義 
 
上述した議論を総括すると、「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の
営み）活用の意義と活用プロセスの特徴は次の通りである（表５－７）。「飲食店自立型農
家レストラン」で活用されている地域資源（生活の営み）には、遊休農地、無農薬の蕎麦、
人材、地域における旬の野菜と伝統的な調理方法、農家の生活文化等がある。そして活用
することによって、地域社会の課題解決と経済的な付加価値化の創造の 2 つの側面が重要
視されている。例えば、芭蕉庵では、地域の遊休農地の活用と、伝統品種の再生によって
地域の誇りの形成と、経済的価値の創造の 2 点を達成することが目指されている。 
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表５－７ 地域資源（生活の営み）活用の意義と活用プロセス 
                 
出所：大友作成 
 
一方、もろやでは、「都市住民が旬の野菜の料理方法を知らない」という地域課題への対
応と経済的価値化の創造の 2 点が重視されている。 
 
次に、「飲食店自立型農家レストラン」において地域資源（生活の営み）の活用が促進さ
れている活用のプロセスの特徴を示す（図５－７）。 
活用が促進される第一のプロセスには、経営者による都市住民が価値を見出す地域資源
芭蕉庵 もろや
■小旅行的な美しい景観
と、田舎でしか食べること
のできない本物の食
■食と地域性に関する情報
■旬の野菜の食べ方と農家の
生活文化
■野菜の食べ方に関する情報
■地域の誇りの創造
■遊休農地の解消
■付加価値化
■旬の野菜の食べ方の伝承
■付加価値化
■遊休農地　■蕎麦
■景観　■人
■自家の約200品種の野菜
■箪笥や器、衣類などの農村
の生活文化
経営者
の農業
経営
■所得
■蕎麦の買い手（８人/年）
■所得
■生産物・加工品のブランド化
■伝統品種の継続生産
地域
■食材の買取
■伝統品種の再生
■食育講座による誇りの形成
■食育講座による郷土料理の
伝承
訪問客
■プライベイトで蕎麦打ちの開
始（8名）
■白ごーやの味を知り、自家
の畑で生産開始
■野菜のお菓子づくりを実践
■県内都市住民　９割
■全国　１割
■県内の都市住民８割
■全国２割
■地域資源活用の目的は、生産物の付加価値化、野菜の食
べ方の伝承、地域の誇りの形成等。
■「都市住民が価値を見出す地域資源」の発見が、地域資源
の活用と演出につながっている。
発生している効果
農家レストラン名
活用した地域資源
需要の特徴
地域資源活用の目的とプロ
セスの特徴
提供しているもの
提供の目的
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（生活の営み）の発見がある。さらに、第二のプロセスには、経営者が発見した地域資源
（生活の営み）を、都市住民のニーズに沿って演出するプロセスがある。 
さらに重要な点として、上述したような地域資源（生活の営み）の活用は、開業時だけ
ではなく、時代の変化に即し継続的に繰り返されていた。経営者は時代の変化に即して変
化する都市住民のニーズを鋭敏に認識し続け、活用できる地域資源（生活の営み）を発見
し、演出し続けている。「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）
活用のプロセスでは、経営者による都市住民のニーズの認識が重要な役割を果たしている。 
 
 
図５－７ 地域資源（生活の営み）の発見と演出 
出所：大友作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
経営者による「都市住民のニーズ」の認識
経営者による「都市住民にとって
価値のある地域資源（生活の営み）」の発見
経営者による「都市住民のニーズ」
に沿った地域資源（生活の営み）の演出
 84 
 
註 
１）七ヶ宿町の高齢化率は宮城県の中で最も高い。 
データは宮城県七ヶ宿町ホームページ（2013 年） 人口、高齢化率  
http://www.town.shichikashuku.miyagi.jp/ 2013 年 7 月 21 日アクセス、より引用 
２）データは patmap 市町村統計情報 農業産出額（2006 年） 
http://patmapjp/CITY/04/4302/4302_SHICHIKASHUKU_nogyo.html  
2013 年 7 月 21 日アクセス、より引用 
３）データは宮城県七ヶ宿町役場 観光課担当者へのヒアリング（2012 年 7 月 18 日実施）による 
４）買い取りは、わらびが１㎏ 680 円で合計 1 トンを 8 名の住民から買い取っている。きゅうりは
１㎏ 200 円で合計 1.5 トンを 5 人から買い取っている。しその実は、100ｇ200 円で合計 30 ㎏
から 40 ㎏を 3 名から買い取っている。 
５）データは宮城県観光統計概要 
http://www．pref．miyagi．jp/kankou/topics/H21gaiyou．pdf  
2009 年 7 月 21 日アクセス、より引用         
６）データは農林水産省 東日本大震災関係統計情報（2012 年） 年被災市町村別農業産出額
http://www．maff．go．jp/j/tokei/saigai/pdf/hisai_sanshutsu_11．pdf  
2013 年 7 月 21 日アクセス、より引用 
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第６章 ２類型における地域資源（生活の営み）活用の共通点と相違点 
 
６－１ 本章の目的 
 
 第 6 章の目的は、2 つのタイプの農家レストランにおける地域資源（生活の営み）の活用
の目的、発生している効果、運営方法、直面している課題等の比較から、共通点と相違点
を明らかにし、今後の農家レストランの展望を導くことである。 
 
６－２ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセスの比較 
 
 2 つのタイプにおいて活用されている地域資源（生活の営み）の内容と、活用の目的、さ
らにその活用が促進されるプロセスについて以下の表６－１に整理をした。 
 
表６－１ 地域資源（生活の営み）活用の目的と活用プロセス 
 
出所：大友作成 
 
先ず、「交流・場作り型農家レストラン」において活用されている地域資源（生活の営
み）は、築 100 年から 250 年になる重要文化財等の古農の屋敷や農家の蔵などの建造物、
地域の食材、伝統的な調理技術、農家の伝統的な「生活様式や暮らしの文化」等をも含む
衣食住に関わる総合的な地域資源（生活の営み）と言える。主に「交流・場作り型農家レ
ストラン」では、農家の地域資源（生活の営み）が、都市住民とのコミュニケーションを
軸として、発見され再生されているという特徴がある。そして、それは農村住民にとって、
共同性の復活や都市との交流拠点の創造を意味している。 
一方、「飲食店自立型農家レストラン」で活用されている地域資源（生活の営み）は地
域の伝統品種や野菜の食べ方等を含む農家の生活文化である。また、地域資源（生活の営
み）を活用している目的は、経済的価値の創造と地域課題の解決である。活用が促進され
るプロセスの特徴は、経営者が、都市住民が価値を見出す地域資源（生活の営み）を発見
蔵楽 たてのいえ ふみえはらはん 芭蕉庵 もろや
■築100年の養蚕小
屋
■蕎麦、ソーセージ、
野菜、米などの食材
■ソーセージ加工技
術
■築250年の重要文化財
の家屋■地域の名産品を
中心とする食材
■伝統的な料理方法
■いぐね・田んぼ・暮らしの
知恵　■人材
■築180年の重要文化財
の家と母屋
■自家と地域の食材
■景観　　■人材
■遊休農地　■蕎麦
■景観　■人材
■自家の約200品種の野菜　■箪笥
や器、衣類などの農村の生活文化
■都市住民へ農業・
農村の現実の姿を伝
達による相互理解の
促進
■付加価値化
■地域の誇りの創造
■遊休農地の解消
■付加価値化
■旬の野菜の食べ方の伝承
■付加価値化
［農業・農村に関する
情報発信］
［地域独自性の回復
と経済効果］
［農村文化の伝承と経済効果］
 経営者が、「都市住民が価値を見出す地域資源」を発見し、
都市住民のニーズに沿って演出することで、
地域資源が活用され、経済価値を創出している。
農家レストラン名
活用している地域資源
地域資源活用の
プロセスの特徴
都市生活者と農家の交流の手段や場の創出によって、
新たな地域資源が活用され、変容している。
■農村文化の再生と伝承
■都市農村交流拠点の創造
■付加価値化
■活き活きとした農家のライフスタイルの追求
［農村文化の再生と伝承・交流拠点の創造・経済効
果・ライフスタイルの追求］
地域資源活用の意図
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し、都市住民のニーズに合致する形で地域資源（生活の営み）を演出している点である。2
つの類型において活用されている地域資源（生活の営み）に大きな相違点はないが、「交
流・場作り型農家レストラン」において、より「農家の暮らし方や知恵」といった農村の
生活文化的な地域資源、いわば無形文化が活用されている傾向がある。 
さらに、2 つの類型において地域資源（生活の営み）が、活用され続けていくプロセスに
ついては、都市住民との交流の場の創造と、都市住民のニーズへの対応といった 2 つの道
筋があると言える。 
 
６－３ 運営方法と直面している課題 
 
 次に、2 つの類型の運営方法と直面している課題について比較する。先ず、運営方法につ
いて表６－２をもとに比較する。 
 
表６－２ 運営方法 
 
                出所：大友作成 
 
 先ず、農家レストランにおける生産と調理の役割分担について比較をする。 
相違点として重要な点は、「交流・場づくり型農家レストラン」では、生産担当者と調理
担当者が同一人物であるが、「飲食店自立型農家レストラン」では、生産担当者と調理担
当者が家族経営内で明確に役割分担がされている点である。 
 
 「交流・場作り型農家レストラン」である蔵楽の経営者の S 氏は、役割分担について次
のように述べている。「生産の仕事とレストラン運営の両立は、時間的に大変厳しいです。
生産とレストラン運営の両立は、繁忙期は店を閉めることになり、お客様からはいいかげ
んな店だと思われる可能性もあります。」。また同様に、ふみえはらはんでも、「生産と
レストラン運営の両立は忙しく、悩みどころです。」という発言がある。 
農家レストランにおいて、生産とレストラン運営の担当者の役割分担が明確でない場合
は、農家レストランに営業時間や期間における制約、または予約制といった制約が生じや
蔵楽 たてのいえ ふみえはらはん 芭蕉庵 もろや
250万円 250万円 450万円 1千558万円 500万円
生産者と調理
者の役割分担
生産者と調理者は同一 生産者と調理者は同一 生産者と調理者は同一
生産者と調理者は家
族内で分担
生産者と調理者は家
族内で分担
後継者 相談中 相談中 相談中 有り 有り
ブログ等の情
報発信
なし なし 有り 有り 有り
売上・集客管
理
詳細な記録はなし 詳細な記録はなし 詳細な記録はなし 帳簿で詳細な記録 帳簿で詳細な記録
「交流・場作り」型 「飲食店自立」型
労働形態
プロモーショ
ン
年間平均売上
農家レストラン名
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すい。それは、訪問客にとっては、「開業時間が不定期で、飲食店として使い勝手が悪い」
（註１）という不満につながることもある。今後の農家レストラン経営においては、生産
とレストラン運営の労働のバランスが重要な課題となると考えられる。 
 
 次に、売上や集客等の主にプロモーションについて比較をする。 
先ず、売上記録等の経営管理の方法について述べる。「交流・場作り型農家レストラン」
では、明確に集客人数と売上について記録をつけておらず、「飲食店自立型農家レストラ
ン」では、明確な記録が存在していた。このことは、農家レストランを事業として明確に
位置づけていることの有無と関連があると考察される。 
次にブログ等の主体的な情報発信の有無についてである。ブログ等での主体的な情報発
信は、飲食店自立型は 2 事例とも徹底して実施している（註２）。一方、「交流・場作り
型農家レストラン」では、ふみえはらはんのみがブログで情報発信をしている。インター
ネットを利用した情報発信は、店舗のスタッフの中でも、年齢の若い後継者が主に担当し
ている。ゆえに、インターネット等における主体的な情報発信は、年齢の若い後継者がレ
ストラン経営に関わっているかどうか、に関連が深いと考えられる。現段階において農家
レストランに関する情報発信は、新聞社やテレビ局等のメディア放映、県の広報などへ 
の依存度が高く、今後、情報発信の方法の検討や改善が必要である。 
次に、2 つの類型において経営者が直面している課題について整理したものが図６－３で
ある。 
 
図６－３ 経営者が直面している課題 
出所：大友作成 
 
経営者が直面している課題は、図６－３で示したように、「交流・場作り型農家レスト
ラン」においては、レストラン運営と生産の労働のバランス、集客や売上げ、後継者、店
舗の特徴となる付加価値の創造、地域連携の方法等についてである。一方、「飲食店自立
経営者が
直面している課題
地域との連携方法への課題
店舗コンセプト・時
代への対応方法・
地域連携の方法
集客・売上・付加価
値・後継者・生産と
レストラン運営の労
働のバランス・地域
連携の方法
「交流・場作り型」 「飲食店自立型」
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型農家レストラン」においては、店舗コンセプトへの迷い、時代のニーズへの対応方法、
地域連携の方法等が観察された。 
「交流・場作り型農家レストラン」では、主に経営収支面への課題が観察され、「飲食
店自立型農家レストラン」では、店舗コンセプトや地域との連携方法等今後の展開につい
ての悩みが中心である。また、後継者に関する課題についても相違点がある。「交流・場
作り型農家レストラン」では、現段階では、後継者が明確には定まってはいない。一方、
「飲食店自立型農家レストラン」では、後継者が定まっており、新しい経営形態への移行
が進んでいる。「交流・場作り型農家レストラン」蔵楽へのインタビューでは、「後継者
について少し心配している」といった発言も聞かれ、「交流・場作り型農家レストラン」
で、より後継者についての課題が深刻であると言える。 
以上、経営者が直面している課題の比較からは、「交流・場作り型農家レストラン」で
は、経営面での課題が多く観察され、経営者は農業経営全体の中での農家レストランの位
置づけの明確化やプロモーションの方法等についてのブラッシュアップが求められている
と言えよう。また、2 つの類型に共通する課題には、地域との連携方法がある。農家レスト
ランと地域の間での連携については、次節６－５に示すが、農家レストランが今後地域活
性化の牽引役となるためには、地域との連携方法が鍵となる。 
 
６－４ 農業経営・地域・都市住民への効果 
 
 次に、農家レストランが農業経営・地域・都市住民に与える効果について比較する。農
業経営への効果を図６－４にモデル的に示した。 
 
図６－４ 農業経営への効果 
出所：大友作成 
 
農業経営への効果
交流・場作り型 飲食店自立型
■レストラン収入
■食材の直接購入者の増加
■都市住民の賞賛や感動に
よるやりがいや生きがい
■伝統品種の再生
■新しい食文化の創造
■生産物の
ブランド化
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2類型に共通している農業経営への効果は、農家レストラン収入、食材の直接購入者の増
加、都市住民の賞賛や感動によるやりがいや生きがいの発生、伝統品種の再生、新しい食
文化の創造がある。一方、「飲食店自立型農家レストラン」にのみ見られる効果として、
生産物のブランド化が見られる。「飲食店自立型農家レストラン」では、農家レストラン
を中心的な販路として、他の販路の拡大が積極的に生じている。 
次に、地域への効果を整理したものが図６－５である。 
 
 
 
図６－５ 地域への効果 
出所：大友作成 
 
次に農家レストランが及ぼす地域への効果について整理をしたい。2 類型に共通する地域
への効果は、地域からの食材の買取りによる地域への経済還元、食育講座による伝統食の
伝承の 2 点がある。相違点には「交流・場作り型農家レストラン」において、地域内外に
おける住民同士の交流の場の創造が重視されていることに対し、「飲食店型自立型農家レ
ストラン」では交流拠点の創造は経営理念として前面には打ち出されていない。農家レス
トランは、都市住民を農村内に招きいれる交流拠点の意味から都市と農村の接点となりえ
る可能性が高いが、その役割の濃淡には農家レストランのタイプによって差が見られる。 
 次に都市住民への効果について、整理したものが図６－６である。 
 
 
 
 
 
地域への効果
■都市住民と地域住民の
交流拠点による地域独自性
や農村文化への見直し
（直売所や環境教育
イベントなど）
■伝統行事や食文化の復活
による地域内交流拠点
交流・場作り型 飲食店自立型
■食材の地域からの買
取
■食育講座による伝統
食の伝承
■蕎麦街道や蕎
麦組合、新蕎
麦祭りによる
集客など
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図６－６ 都市住民への効果 
出所：大友作成 
 
2 類型に共通する都市住民への効果には、次の点を指摘できる。それは、都市では食べる
ことができない農村独自の鮮度が高い素材や地域の特色ある食文化に出会う機会を得るこ
とである。こうした機会は、都市住民が新しい食材の購入や生産を開始すること、家庭内
で農家レストランで学んだ調理方法を試みるなどの行動変容を及ぼしている。 
さらに、「交流・場作り型農家レストラン」では、継続的な地域農業との関わり、生き
方や人生観の変容等が観察された（図６－７）。「交流・場作り型農家レストラン」では、
地域住民と都市住民の交流が重視されているため、より多様な効果が発生していることが
分かる。この考察からは、地域住民と都市住民の交流は、都市住民の行動に変容をもたら
していることを示唆できる。都市住民の食や農に関する行動変容は、現代社会に見られる
食と農の乖離という課題に対しても、一石を投じていると言える。 
 
６－５ 2 類型の経営展開における共通点と相違点 
 
以上、2 つの類型における経営展開の共通点と相違点について、地域資源（生活の営み）
活用の視点から比較をし、図６－７のように整理した。 
 
 
 
 
都市住民への効果
■継続的な地域農業
との関わりへ発展
■生き方や人生観
への啓発
交流・場作り型 飲食店自立型
■食べたことのない素
材への感動から、食
材の購入や生産の
開始
■食べたことのない調
理方法への感動から、
新しい調理方法の開
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図６－７ 農家レストランの現代的意義 
出所：大友作成 
 
以上の整理から、農家レストランが有する現代的意義を述べる。 
 第一に、2 類型に共通する地域資源（生活の営み）活用の意義は、農村生活文化の再生、
地域課題の解決、経済的付加価値化の創造の 3 点と言える。また、「交流・場作り型農家
レストラン」にのみ特徴的に見られる意義には、地域内外における交流拠点の創造がある。  
本研究では、都市と農村の接点としての農家レストランの役割に着眼しているが、交流
拠点創造の強弱については各農家レストランのタイプによって濃淡があると言うことが出
来る（註３）。 
 第二に、地域資源（生活の営み）の活用が促進されるプロセスには、都市住民と地域住
民の交流、経営者による都市住民のニーズの把握が、鍵として存在していることに注目を
したい。例えば、「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）の
活用は、都市住民と地域住民の交流の場の展開によって促されている。一方、「飲食店自
立型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）の活用は、経営者による都市住民
が価値を見出す地域資源（生活の営み）の発見と演出によって促されている。いずれのタ
新たな発見領域
生産者と消費者の
直接の関係・交流
経営的差別化
都市住民と農家の交流
の場の展開に伴い地域
資源活用が促進
都市住民が価値を見出す
地域資源の発見と都市住
民ニーズに沿った演出
先行研究の到達点
交流・場作り型 飲食店自立型
「地域資源（生活
の営み）」活用の
農家の想いの
達成
地域活性化
［2類型の共通点］
［意義：農村文化再生と伝承・地域課題解決
・経済的付加価値化］
［農業経営への効果：レストラン収入・食材の直接購
入者の増加・都市住民の賞賛や感動によるやりがい
や生きがい・伝統品種の再生・新しい食文化の創造］
［地域への効果：地域住民の地域独自性の認識とア
イデンティティの確立・食材の地域からの買取・食育
講座による伝統食の伝承］
［都市住民への効果：食べたことのない素材や調理
方法への感動から、新しい食材の購入や、調理方法
の開始］
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イプにおいても、地域資源（生活の営み）の活用は、経営者（地域住民）と都市住民の交
流によって促進されていることに着眼したい。 
 
第三に、農家レストランにおいて発生している効果について比較を試みる。農業経営へ
の効果には、レストラン収入、食材の直接購入者の増加、都市住民の賞賛や感動によるや
りがいや生きがい、伝統品種の再生、新しい食文化の創造等がある。一方、「飲食店自立
型農家レストラン」に限定した効果には、生産物のブランド化がある。農家レストランを
核として他の販路の拡大が生まれている点は重要である。 
地域への効果は、各個別事例ごとに多様である。 
2 つの類型に共通しているのは、食材の地域からの買取りによる地域への経済的還元と食
育講座による伝統食の伝承による地域文化の価値の伝達や見直しの 2 点である。さらに「交
流・場作り型農家レストラン」にのみ発生している効果には、都市住民と地域住民の交流
拠点（直売所や環境教育、イベントなど）による地域独自性や農村文化の見直し、伝統行
事や食文化の復活による地域内交流拠点の創造等がある。「飲食店自立型農家レストラン」
の芭蕉庵には、蕎麦街道や蕎麦組合、新蕎麦祭りによる集客などがある。農家レストラン
が地域に及ぼす効果については、類型による相違ではなく、各個別事例の経営理念が影響
を及ぼしていると考えられる。 
都市住民への効果は、両者に共通する点として、食べた経験のない農村特有の鮮度のい
い素材や地域性のある調理方法への感動をきっかけに、野菜の購入や新しい調理方法の開
始が見られた。「交流・場作り型農家レストラン」には、継続的な地域農業との関わりへ
の発展、生き方や人生観への啓発がある。こうした「交流・場作り型農家レストラン」に
見られる幅の広い効果は、農家と都市住民の交流やコミュニケーションが重視されている
ゆえと考察できる。交流は、都市住民の食と農への行動への効果という点については有効
な手段であることが考察できる。 
 
以上から、農家レストランの現代的意義について述べる。農家レストランは、農村地域で
廃れつつあった地域資源（生活の営み）の価値や意味を、都市住民との交流やコミュニケ
ーションをきっかけに、農村住民が発見、活用する場となっている。そしてそれは、地域
課題の解決や農村生活文化の再生による誇りや地域アイデンティティの確立、さらに経済
的付加価値化の創造等のバランスの取れた効果をもたらすことによって地域の持続可能性
に寄与していると考えられる。 
 
ややもすると、現代社会において農家レストランの役割は経済的価値の創出のみが注目さ
れやすい。しかし、本質的な意義として、以上にあげた 3点がバランスを伴いながら達成
されている点が重要である。さらに、地域資源（生活の営み）の再生は、農家と都市住民
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の交流を呼び起こす礎となり、双方の意識と行動レベルに変容をもたらしている。この点
において、農家レストランは、都市と農村の接点としての役割を有していると言える。 
 
（註１）補章で実施した消費者の意向に関するアンケートでは、農家レストランへの不満として「飲 
食店としての使いづらさ」が全体の 80％を占めた。 
（註２）芭蕉庵ともろやにおける広報は、開業当初は宮城県などの HP、テレビ局や雑誌などが中心 
であったが、双方共に 2010 年頃より、店舗のホームページに食材やお店の特徴等について
詳しい説明を加え始めた。担当しているのはそれぞれ 20 代と 30 代の 2 代目である。 
（註３）農家レストランにおける地域内外における交流拠点としての役割は、飲食店自立型農家レス 
トランでも観察されているが、経営理念として明確に打ち出されてはおらず、より「料理の 
質」を客のニーズと捉え磨いている傾向がある。一方、交流等場作り型農家レストランにお 
いては、交流が経営の第一目的とされ、最も重要視される傾向がある。 
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補章 農家レストランに関する都市住民の意向調査結果 
 
補－１ 補章の目的 
補－２ 農家レストランへの都市住民の意向と行動変容 
補－３ 類型別農家レストランへの満足度 
 
補－１ 補章の目的 
 
 補章では、農家レストランの本質により接近するために、都市住民から見た現在の農家
レストランへの評価、都市住民に生じた意識や行動面の変容に接近する。都市と農村の新
しい接点としての農家レストランの現代的意義を明らかにするためには、都市住民の農家
レストランへの需要や、与えている効果等を明らかにすることは極めて重要と考える。 
 
補－２ 農家レストランへの都市住民の意向と行動変容 
 
都市住民が農家レストランに認識している長所、現状への不満、今後の期待、さらに、
農家レストラン訪問後に、都市住民に生じた意識や行動面の変化を明らかにするために、
47 名に対しアンケートを実施した。対象者は、食や農に関連するＮＰＯ内における農家レ
ストラン経験者に限定した。 
 
（１） アンケートの概要 
 
■アンケート実施期間：2013 年 12 月～2014 年 1 月 14 日 
■アンケート方法：質問紙調査を、宮城県内の食と農に関連する NPO 団体に配布し、FAX、
メール等で回収した。 
このアンケートは、消費者の多様な意見を引き出すために、自由回答方式を採用した。（複
数回答） 
■アンケート対象者：宮城県内の NPO 法人「食・人ネットワーク」及び「せんだい食農交
流ネットワーク」の会員のうち、農家レストランを利用したことのある 48 名         
（性別：男性 20 名、女性 28 名）。性別・年齢別構成は次の通り。 
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表補１ アンケート対象者の内訳 
 
                  出所：大友作成 
 
■アンケート項目・内容： 
１.性別   
２.年代  
３.農家レストランの訪問回数 
４.現状の農家レストランにおける一般のレストランにはない長所は何だと思われ
ますか。 
５.現状の農家レストランへの不満や要望をお聞かせ下さい。 
６.これからの農家レストランへ期待するものをお聞かせ下さい。 
７.農家レストランを訪れてから変わった思いや考え・行動（農業や家庭菜園に関
わるようになった等）がございましたらお聞かせ下さい。 
８.今後、農村と都市が共に発展していくために必要なものは何だと思われますか。 
 
アンケート回収結果： 回収枚数 47 枚  
■農家レストラン訪問回数 
 
               表補２ 農家レストラン訪問回数 
 
出所：大友作成 
 
 アンケート調査対象者の農家レストランの訪問回数は、１回が 18名、2回～5回が 15名、
5 回～10 回が 2 名、10 回以上が 7 名である。 
 
■農家レストランの長所 
農家レストランの長所についての、自由記述結果を整理したものが表補－３である。 
 
 
 
 
20代ー30代 40代ー50代 60代
女性 10名 12名 5名
男性 12名 7名 1名
計 22名 19名 6名
1回 2回～5回 5回～10回 10回以上
18名 １５名 2名 7名
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   表補－３ 農家レストランの長所 （複数回答） 
 
出所：大友作成 
 
表補－３によると、都市住民が認識する農家レストランの長所は、１位が「食材の鮮度
や調理方法」で、食材そのものを評価する回答が 46 人で最も多い。内訳は、その土地なら
ではの食材や食べ方、鮮度や旬の食材、健康によい、安心・安全である等がある。2 位は、
「生産地と生産者との距離の近さ」であり、25 人である。内訳は、栽培や料理に関する情
報を生産者から直接聞くことができる、農家の仕事や生産者の顔を直接見ることができる、
直接会話ができる等である。3 位は、「農村や農家が持つ全体的な雰囲気、景観、自然環境」
で 17 人である。内訳は、風景や、温かさ、素朴さ、安心感、ゆったりとした時間、農家空
間、自然環境等への評価である。 
以上のアンケート結果からは、他のレストランにはない農家レストランならではの長所
として、食材の鮮度や調理方法、生産者とのコミュニケーション、農的空間の 3 点が認識
されている。 
 
■現状の農家レストランの不満や要望 
次に、都市住民が農家レストランに抱く不満や要望について、表補－４に示す。 
 
 
 
 
 
 
大項目 人数（人） 小項目 人数（人）
食材の鮮度や旬のもの、地域性 28
地域性のある調理方法や食べ方 11
身体にいい・安心・安全 7
風景・自然環境・風土 8
愛情・温かさ・落ち着く雰囲気・安
心感・素朴さ
6
非日常感・農家空間 3
価格 1 価格 1
17
栽培方法や料理方法の説明・生
産者の顔が見れる・生産地が見
れる・体験農業ができる
25
食材の鮮度や料
理方法（地域
性・安全）
生産地・生産者
との距離が近い
こと
農村・農家の雰
囲気・景観・自
然環境
46
25
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表補－４ 農家レストランへの不満や要望 （複数回答） 
 
出所：大友作成 
 
 農家レストランへの不満や要望の中で、最も高い割合を占めているのは、「飲食店として
の使いづらさ」を指摘する内容で、47 人である。内訳は、割合が高い順に「メニュー開発
の不足」が 9 人、「予約制が多くふらっと立ち寄ることができない」が 8 人、「情報発信不
足で営業時間がわかりづらい」が 8 人、「交通の便が悪く場所がわかりづらい」が 7 人、「飲
食店としての意識が低い・接客が悪い」が 7 人、「値段の高さ」が 5 人、「清潔感」が 3 人
と続く。 
 残りは、農家レストランの個性が見えにくいという内容で、性格が曖昧で特徴がよく分
からないこと、などの指摘がある。以上のアンケート結果からは、都市住民は、農家レス
トランに対し「飲食店としての使いづらさ」を最も不満に思っていることが明らかになっ
た。それは、料理の品質、情報発信の不足からくる営業時間や場所の不明確さ、PR 不足に
よる特徴の認識のしづらさ等である。 
 現状の農家レストランは、生産者が生産業務とのバランスを取りながら飲食店を営業し
ているため、予約制が多く、営業時間も昼が中心である。農村部が遠方であるということ
もあり、都市住民にとっては訪問しにくい、場所がわかりづらい、各農家レストランごと
の特徴がわかりづらい、営業時間が不明確であるといった点が課題であることが考察され
る。 
 農家レストランは、飲食店としての利益追求のみを営業目的とはしておらず農村内のコ
ミュニティの強化、農村文化の再生、都市と農村の交流拠点など様々な目的を有している。
しかし、都市住民は、農家レストランという名称からか、飲食店としての質の高さをも求
めていることが明らかになった。今後は、農家レストランが有する多様な側面と、飲食店
大項目 人数（人） 小項目 人数（人）
性格の曖昧さ 5
特徴や個性が分かりづらい 5
清潔感・トイレ等環境不整備 3
メニュー開発不足・料理の質
の低さ
9
値段が高い 5
予約制が多く、ふらっと立ち寄
れない
8
情報発信不足で営業時間が
わかりづらい・短い
8
交通の便が悪く、場所がわか
りづらい
7
接客・サービスの意識が低い 7
飽きる・リピーターになりにくい 2
飲食店としての使いづ
らさ
47
10特徴の分かりづらさ
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としての質の向上のバランスをいかに取るかということが発展の鍵となるだろう。 
 
■農家レストランへの期待 
次に、農家レストランへの期待を、以下の表補－５に示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 99 
 
 
表補－５ 農家レストランへの期待（複数回答） 
 
                 出所：大友作成 
 
農家レストランへの期待の１位は「飲食店としての質の向上と PR」が最も多く、28 人
大項目 人数（人） 小項目 人数（人）
目玉メニュー・季節感・盛り付けなどの料理の品質の向上 10
［他にはない特別感］個性・地産地消レストランとの差別化・
わざわざ遠方に出向く何か
7
値ごろ感 1
常に営業 1
もっと消費者目線 2
情報発信・PR・世の中からの認知 7
農家の経営の選択肢の増加 2
地産地消や地域の食の情報発信基地・土地の在来品種使
用など・食のモラルの先進基地・地域連携・異業種連携・地
域情報や食文化の発信基地
11
雇用の創出 1
経営が成り立つように・持続・数増加 3
食材の加工品等購入場所に 3
ゆるやかで継続的な交流のしくみ 3
デザートやコーヒーの充実 3
日本の伝統文化を伝える場所に 3
宿泊場・休憩所・遊び場なども 1
農業に興味がわくレストラン 1
料理教室や食育など 3
外人向けイベント・世界農家レストランネットワーク・世界品
質
2
お酒などとのコラボレーション 1
都市へ出張レ
ストラン
4 都市へ出張レストラン 6
地域や農業の
活性化の拠点
17
飲食店としての
質の向上と情
報発信
28
レストランだけ
ではなく組み
合わせを
20
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である。その内訳は、料理の品質の向上が 10 人、他にはない特別感と PR が各 7 人ずつで
上位である。次いで、2 位は、「レストランだけではなく、農村独自の価値との組み合わせ
を」が 20 人である。その内訳は、食材の加工品等の購入場所、継続的な交流のしくみ、デ
ザート等の充実、日本の伝統文化を伝える場所、料理教室や食育など、と多岐にわたる。 
3 位は、「地域や農業活性化への期待」が 17 人でその内訳は、地産地消や地域の食文化の
情報発信基地、農家の経営力強化等への期待である。 
都市住民の農家レストランへの期待としては、飲食店としての質の向上を求めながらも
農家レストランならではの個性も同様に求めていることが明らかとなった。また、農業活
性化につながる手段としての期待、地域農業や食文化の情報発信の場としての期待も大き
い。 
 
■農家レストラン訪問後の行動変容 
 次に、農家レストラン訪問後の都市住民の行動変容について、以下の表補－６にまとめ
た。 
 
       表補－６ 農家レストランへ訪問後の変容（複数回答） 
 
出所：大友作成 
 
都市住民の行動変容については、「食の価値観や生き方の多様性を学んだ」「地元にある
価値に気付いた」「有機農業や無農薬に興味が湧いた」「食文化や食への関心が深くなり勉
強を始めた」等の、主に意識・関心のレベルでの変容が、19 名で最も多い。次いで、「農家
レストランや直売所を回るようになった」「野菜料理が増えた」「農家や生産地からの食材
の購入開始」等の、行動レベルでの変容が 9 名である。 
アンケート対象人数 47 名中、意識または行動レベルで変容が起きた、と回答している人
数は 28 名で、全体の 60％を超えている。農家レストランは、都市住民の意識・行動レベル
における変容を比較的高い割合で発生させていることが考察される。 
 
 
 
人数（人） 意識・行動変容 人数（人）
農家レストラン開業したいと思った 1
農家や生産地からの食材の購入開始 2
食文化や食への関心が深くなり勉強を始めた 9
有機農業や無農薬に興味が湧いた 1
地元にある価値に気づいた 2
食の価値観や生き方の多様性を学んだ 4
農家レストランや直売所を回るようになった 6
野菜料理が増えた 3
意識変容
行動変容
19
9
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■今後、都市と農村が相互に関連しながら発展するための提案 
次に、農家レストランのみならず、今後の都市と農村が相互に関連しながら発展するた
めに必要なこと、に対するアンケート結果を表補－７に示す。 
 
表補－７ 今後の都市と農村の相互的な発展のための意見（複数回答） 
 
出所：大友作成 
 
 １位が、「農村と都市の交流・関係作り」で 27 名、2 位が「農村からの情報発信」で 7
名、「都市部が変わる」が 4 名である。内訳は、農村と都市のニーズのマッチング、相互理
解、交流、補いあうしくみ、コーディネーターの存在、情報のシェアが、24 名で最も期待
が高い。 
 都市と農村の相互発展のためには、双方をつなぐコミュニケーションやコーディネータ
ーの存在、情報の共有等を重要だと考える意向が高い。 
 
大項目 人数（人） 小項目 人数（人）
農村と都市のニーズのマッ
チング・相互理解・交流・
信頼できるコーディネータ・
補いあうしくみ・情報のシェ
ア
24
互いのメリットを見つけあ
い・共有・ビジョン共有型
のコミュニティ
3
都市部が変わる 4
都市部の食への価値観の
変化、農村を支える消費
者を増やす
4
農村からの情報
発信
7
農村が個性や風土・価値
を明確に打ち出す・情報発
信
7
癒しの場としてのしかけ 1
農村と都市が出会うことの
楽しさ、レジャーの農村
2
若い人が地域に誇りを持
てるような教育
1
その他 2
その他
農村と都市の交
流・関係づくり
27
6
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補－３ 類型別農家レストランへの満足度 
 
 次に、交流・場作り型農家レストランと飲食店自立型農家レストランにおける、都市住
民の満足度を考察するために、2 つの類型において、それぞれに満足度を図る調査を実施し
た。交流・場づくり型農家レストランについては「ふみえはらはん」、飲食店型農家レスト
ランについては、「もろや」を選定した。調査内容は以下の通りである。 
 
[ふみえはらはん] 
■調査実施期間 2013 年 8 月 7 日 
■調査対象者 岩手県生出地域からの団体来訪客 20 名 
■調査内容 
（１）アンケート調査 
レストランで満足をした順に順位をつけるアンケート調査を行った。項目は、景観、料
理、コミュニケーション、料理の仕方、店の雰囲気である。この調査結果をまとめたも
のが表補－8 である。 
（２）ヒアリング調査 
レストランで最も満足したことについてヒアリング調査を実施した。 
 
表補－８ ふみえはらはんへの満足度調査 
 
                  出所：大友作成 
 
 この調査結果によると、訪問客の満足度は１位が経営者である S 氏とのコミュニケーシ
ョン、2 位が食材、3 位が料理の仕方、4 位が店の雰囲気、5 位が景観の順位で満足度が高
いことが明らかとなった。ふみえはらはんの経営者である S 氏へのインタビューにおいて
は、「最初は風景にお客様のニーズがあると思っていましたが、段々お客様は、話を聞い
てほしいと思っているということが分かってきました。そこで、人生相談や子育ての悩み
などにものったり、食べる料理の背景も伝え、お客様とのコミュニケーションを重視して
順位 景観 食材（鮮度・味） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾝ 料理の仕方 店の雰囲気
1位 1 3 8 2 5
2位 2 10 3 2 1
3位 1 3 3 7 4
4位 2 1 2 4 8
5位 12 1 2 3 0
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います。普通のレストランでは、ここまでコミュニケーションが要求されていないと思い
ます」。という回答が得られた。経営者は、生産者とのコミュニケーションに、都市住民
のニーズが高いと認識し重視している。そして、その意図は都市住民に満足度の高さとし
て、十分に受け止められていることが考察される。 
同様に、ふみえはらはんで「最も満足したこと」へのヒアリング結果は、以下の通りであ
る（表補－９）。20 名中 8 名は「S 氏とのコミュニケーションが良かった」と述べており、
次いで「食べ方」「建物と雰囲気」との回答が各 6 名である。 
 
表補－９「ふみえはらはんで一番満足したこと」 
 
 出所：大友作成 
 
次に農家レストラン もろやにおける満足度調査について述べる。 
[もろや] 
■調査実施期間：2012 年 8 月中１ヶ月 
■調査対象者：来訪客 55 名 
■調査内容 
（１）アンケート調査 
レストランで満足をした順に順位をつけるアンケート調査を行った。項目は、景観、料
理、コミュニケーション、料理の仕方、店の雰囲気である。この調査結果をまとめたも
のが表補－10 である。 
 
 
大項目 小項目
1 コミュニケーション
2 食事が美味しい。ふみえさんのお話が良かった。
3 ふみえさんのお話
4 正直でまっとうな人柄がすべてに現れていて、心地よい所でした。
5 ふみえさん話とてもよかった
6 いろんな食事のお話に感動して聞きました
7
野菜の持つ力というものを教えていただいた。毎日の私の働き方も無理しながらでしたが、話しを聞いていると私が最近感
じていた働き方をはしてもらい、休みながら欲を出さず、長く続けられるようにがんばろうと思いました。
8
ふみえさんの講和が身近に感じられるし、実感がこもっており、良かった。古民家の雰囲気が良かった（２００年）。御面が
めずらしかった。
9 大きなキュウリなど、捨てないで利用している事
10 お話や手作りのお料理を色々食べられたこと
11 素材のままの味が出ていた
12 野菜のいろいろな料理の仕方を知りました
13 ごうや漬けとキュウリの漬けが良かったです
14 みなおいしくいただきました
15 建物がすごかった。とてもよい話しを聞きました。
16 毎日時間に追われている為気持ちがおちついてしあわせな気分になりました
17 古家のレストランですばらしいと思いました
18 古家のレストラン驚きです
19 建物が素晴らしかった。
20 全体的な雰囲気がいい。
経営者とのコミュニケーション
食べ方
建物や雰囲気
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（２）ヒアリング調査 
レストランで一番満足したことについてヒアリング調査を実施した。 
   
表補－10 もろやへの満足度調査 
 
                 出所：大友作成 
 
この調査結果によると、都市住民の満足度は 1 位が食材（鮮度・味）、2 位が料理の仕方、
3 位がコミュニケーション、4 位が店の雰囲気、5 位が景観の順位で満足度が高いことが分
かった。もろやでは、「食材と料理」に都市住民の満足度が高いことが明らかになった。も
ろやは、飲食型農家レストランとして「感動を与える料理」の提供を心がけており、そう
した店舗側の意図を求める都市住民が訪れていると言える。 
以上のアンケートは、各類型の中の１軒のみの実施のため、類型に普遍的に見られる特
徴とは言えないが、傾向として、双方のレストランにおける、それぞれの経営者の意図が、
そのまま満足度として都市住民に受け止められている。それは、経営者が把握している都
住民市のニーズが実際のニーズと合致していることを意味しているだろう。交流・場作り
型農家レストランへの都市住民のニーズはコミュニケーションであり、飲食店自立型農家
レストランへの都市住民のニーズは食材等の食材であることからは、それぞれの農家レス
トランの特性に応じて、異なる客層が集客されていることが推測される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
順位 景観 食材（鮮度・味） ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 料理の仕方 店の雰囲気
1位 7 18 8 12 10
2位 2 7 13 18 10
3位 10 8 17 7 8
4位 14 1 2 8 16
5位 16 9 8 10 7
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第７章 結論 
 
7－１ 要約と結論 
 
世界中を席巻するグローバル化は、都市と農村の乖離を招いた。それは、人々の生命や
自然との交流・交歓の喪失などの様々な問題を発生させている。しかし世界では、そうし
た都市と農村の乖離から生じる課題に対抗する動きが生じている。それは、食と農、都市
と農村のつながりの回復を意識した地域再生の取組みであり、イタリアのスローフード運
動、イギリスの田園都市運動等の動きである。 
本研究では、そうした都市と農村のつながりを回復する取組みの中で、農村の「地域資
源に立脚した農家の生活の営み」を包括的に活用、再生している農家レストラン（註１）
の現代的意義に接近した。 
 
各章の成果は以下の通りである。 
 第一章では、本研究の背景と目的、課題、研究方法を述べ、既存研究との対比を通して、
本研究の独自性を鮮明にした。 
 第二章では、日本の農家レストランの位置づけについて言及した。農村ツーリズムが確
立しているヨーロッパでは、農家レストランは農村ツーリズムの一部として位置づけるこ
とができる。しかし、農村ツーリズムが確立していない日本では、農家レストランは独自
の意義を有している可能性が高い。 
第三章では、農家レストランの特質への考察を深めるため、調査対象とした農家レスト
ランを、地域資源（生活の営み）の活用目的別にタイプ分けをした。その結果、地域内外
の交流やコミュニティ強化を重視している「交流・場作り型農家レストラン」、経済的価値
の創造を重視している「飲食店自立型農家レストラン」の 2 つのタイプを導くことが出来
た。 
 第四章では、「交流・場作り型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）の活用
目的、さらにその活用が促進されるプロセス、農業経営・地域・都市住民に与えている効
果への分析から、その意義を明らかにした。「交流・場作り型農家レストラン」における地
域資源（生活の営み）は、農村の生活文化の再生による地域独自性の発見と発揮であり、
地域内外の交流拠点を創造している。 
 第五章では、「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の営み）の活用の
目的、活用が促進されるそのプロセス、それが農業経営・地域・都市住民に与えている効
果への分析から、その意義を明らかにした。「飲食店自立型農家レストラン」における地域
資源（生活の営み）の活用の意義は、地域課題の解決と飲食店としての経済的価値の創造
の双方がバランスよく存在している特徴がある。 
第六章では、2 つのタイプにおける地域資源（生活の営み）の位置づけ、活用が促進され
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るプロセス、周囲への効果について比較をした。2 類型に共通している地域資源（生活の営
み）活用の目的には、地域資源（生活の営み）の活用による地域課題へのアプローチと、
経済的価値の創造の 2 つの側面がある 
一方、2 つの類型における地域資源（生活の営み）活用の意義の相違点は、次の通りであ
る。「交流・場作り型農家レストラン」においては、地域資源（生活の営み）の活用は、地
域独自性のある暮らしの再生とコミュニティの強化、そして地域内外の交流拠点を創造し
ている。それは、都市住民とのコミュニケーションを通し地域独自性を発見し、再生し、
新しい農村コミュニティを構築していると言える。 
一方、「飲食店自立型農家レストラン」における地域資源（生活の営みの）の活用は、経
済的な価値の創造の意義が重視されている。農家レストラン 2 類型に見られる地域資源（生
活の営み）活用の意義には、共通点もあるが、相違点もあると言えるだろう。 
また、2 類型における地域資源（生活の営み）の活用プロセスは異なっている。それは、
「交流・場作り型農家レストラン」では、都市住民と農村住民の交流の場の展開によって
活用が促進されていることに対し、「飲食店自立型農家レストラン」では、経営者が、都市
住民が価値を見出す地域資源（生活の営み）を発見し、都市住民のニーズに沿って演出を
加える、というプロセスで、活用が促進されている点である。例えば、芭蕉庵の経営者は、
「小旅行的な空間」という都市住民の農村へのニーズを認識し、それに合わせて演出をし
ている。それは、店舗の屋根を山色に溶け込む緑色にし、内装にいろりや畳を設置するな
どして「都市住民のニーズを含んだ農村空間」の演出である。 
 
次に、農家レストランが農業経営・地域・都市住民に及ぼしている効果について、比較
をした。2 つの類型に共通する農業経営に対する効果には、農家と都市住民の直接のコミュ
ニケーションが発生していることからの効果が大きい。それは、第一に、農家が食材の生
産工程や食べ方等食材の魅力を、直接に都市住民に伝えることを可能にしている。そして
第二に、都市住民の農業や農村、食材に対する賞賛や感動の声が農家に伝わることをも可
能にしている。 
こうした農家と都市住民の直接のコミュニケーションは、農家自身の生産意欲や意識の
向上へとつながり農業経営へ効果を及ぼしている。その他には伝統品種の再生、新しい食
文化の創造等の効果がある。さらに「飲食店自立型農家レストラン」においてのみ、農家
レストランのブランドが確立することで食材や加工品等もブランド化するという効果が観
察された。 
 2 つの類型に共通する地域への効果は、以下の通りである。地域の食材の買い取りによっ
て生じる地域への経済的還元、食育講座等による伝統食の伝承等である。特に「交流・場
作り型農家レストラン」では、地域住民と都市住民の交流によって、地域住民による地域
独自性の発見が促されている。さらに「飲食店自立型農家レストラン」では、蕎麦街道や
蕎麦組合、新蕎麦祭り等、地域において新事業が創出されている。 
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 最後に、2 類型に共通する都市住民への効果は、以下の通りである。農家レストランは、
都市住民にとっては、接した経験のない農村特有の食材の味や食べ方に出会う場となって
いる。そして、それは都市住民による農村の地域特性のある食材の購入や家庭菜園等にお
ける生産の開始、地域性を伴う料理方法の模倣等につながっている。 
また、特に「交流・場作り型農家レストラン」においては、都市住民の継続的な地域農
業との関わり、生き方や人生観の変容等の効果が生まれている。「交流・場作り型農家レス
トラン」では農家レストラン経営者と都市住民の直接のコミュニケーションが特に重視さ
れ、それゆえに「飲食店自立型農家レストラン」よりも多面的な効果が発生していると考
察できる。 
補章では、以上の展開を踏まえ、都市住民の農家レストランへのニーズや期待、不満な
どの意向についての調査結果を示した。その具体的な内容については、7-2 で説明する。 
 本研究で明らかにした農家レストランの現代的意義を以下に示す。 
  
［１］ 地域資源（生活の営み）の意味の発見と再生による地域独自性の発揮 
 
農家レストランでは、地域において衰退しかけていた地域資源（生活の営み）：地域独自
性のある暮らし方や伝統行事、人々の暮らしの知恵や共同性が、発見され再生されている。
現代社会は、農村地域は衰退し農村地域の独自性や誇り、尊厳等地域農業が持つ多様な意
義が見出されにくい。また、大規模化・効率化の流れにより地域における農業の役割が矮
小化し、特に小規模農業の独自の価値に関する正しい認識や議論は十分とは言えない。 
農家レストランでは、農家と都市住民とのコミュニケーションを介しながら、そうした
地域資源（生活の営み）を活用した農業の幅広い意味や価値が、発見され見直され、時代
に即した形に再創造されている。それは、地域住民による地域独自性の認識、誇りやアイ
デンティティの形成へとつながっている。 
 
［２］「都市と農村の接点」としての役割 
 
農家レストランにおいて発揮されている地域独自性は、都市住民を惹きつけ、都市と農
村の交流拠点を生み出している。さらに、農家レストランにおける都市住民と農村住民の
交流は、双方に意識・行動面での変容をもたらしている。 
それは、具体的には農村住民においては、都市住民の農村文化への感動や賞賛の声が届
き、誇りや生きがいの創造につながっている。また、都市住民においては、農村独自の地
域性ある食材や調理方法との出会いが、都市住民の食と農に対する意識や行動に変容をも
たらしている。 
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７－２ 都市住民の意向から見る農家レストランの課題と展望 
 
 次に、補章で扱った都市住民の意向に関するアンケート結果から、重要な指摘のみを抜粋
する。先ず都市住民が農家レストランに抱く不満には、情報発信不足がある。具体的には、
営業時間や場所に対する情報発信不足で、「そもそも農家レストランに関する情報が不足し
ており訪問できない。」という指摘がある。こうした状況は、農家レストラン経営者の年齢
層が 50代～60代であることが多く、インターネット等による PRが不十分なことが関係し
ていると推察される。また農家レストラン経営者へのインタビューでは「忙しくて PRまで
手がまわらない」という内容も把握され、農家レストランの運営体制を含めた改善が求め
られている。 
第二に、飲食店としての水準の低さへの不満がある。具体的には、清潔感の不足、予約
制が多くふらっと訪れることができない、飲食店としてのサービス意識の低さ、等の指摘
がある。飲食店としてのサービスや利便性、料理の品質の水準の低さについては、農家レ
ストランの運営体制が、農業生産と飲食業をともに営んでいることも関係していると考察
できる。農家レストランは、農業生産の繁忙期にレストランの営業を停止するケースもあ
り、予約制も食材確保や農業生産とのバランスを取るために採用しているケースが多い。
飲食店としての水準については、メニュー開発や営業時間等、農家レストラン側に一層の
努力が求められると言える。 
 
次に、都市住民が認識している農家レストランの長所には、食材の鮮度と地域性のある
料理方法、生産地や生産者との距離が近いこと、農村・農家の雰囲気、景観、自然環境を
享受できること等への指摘がある。また、今後の期待については、飲食店としての質の向
上と情報発信、レストランの要素以外の付加価値、地域・農業活性化の核への期待がある。
都市住民の今後の農家レストランへの期待には、飲食店としての質の向上とともに、農家
レストランにしかできない独自の付加的価値を求めている。 
以上のような都市住民の意向を踏まえると、農家レストランの今後の展望として次の 2
つの方向性が想定できる。それは、1 つ目は、より飲食店としての使いやすさや利便性を追
求していく都市型農家レストランのタイプである。このタイプは、より飲食店としての使
いやすさというニーズに応えていくタイプである。5 章で示した「飲食店自立型農家レスト
ラン」のあり方をさらに追求していくタイプと言える。しかし、このタイプにおいても、「生
産の現場とつながった本物の食を提供する」という農家レストランの核となる部分は堅持
する必要があると言える。 
2 つ目は、農村特有の地産地消の食生活や、農家の生活の営み、日本の伝統文化など農村
が持つ文化的側面を、飲食業と合わせて提供していくタイプが考えられる。このタイプは、
飲食業以外の独自の視点（例えば、日本文化伝承や食育活動）をより充実させていく必要
があり、それを表現し情報発信する工夫が求められる。第 4 章で示した交流等場作り型農
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家レストランのコンセプトが、より柔軟に発展させられることが望まれる。 
いずれにせよ、現段階の農家レストランは、そのコンセプトの不明確さや情報発信不足、
利便性の低さ等の課題を抱えながらも、農村が持つ食材だけではない、食材に関する知恵
や生活の営み等農村文化を含めた総合的魅力・文化価値の発信基地としての役割を担う潜
在的可能性を有していると言える。 
 
７－３ 残された課題 
 
 本研究では、主に宮城県の農家レストラン 10 件を対象として、10 年間の経営展開の視点
から、農家レストランにおける地域資源（生活の営み）活用の意義と活用のプロセスに焦
点をあて、その現代的意義について実証的な解明を試みた。 
農家レストランは、地域において廃れかけている地域資源（生活の営み）を再生、活用
することで、農村文化や人々のつながり、地域のアイデンティティなどを、再生する拠点
としての側面が大きい。しかし、地域社会と農家レストランの連携の糸はまだ細く、真に
農家レストランが地域社会の再生における中核的存在となるためには、様々な課題を乗り
越える必要がある。 
その課題として最後に、3点の研究課題を示す。第一に農家レストランの経営的持続性を
確かなものにするための経営ノウハウに関する研究が必要である。そのためには、収益の
大小を軸に農家レストランの事例を再検討、収集し、その収益の差が生じる原因を明らか
にする必要がある。 
第二に、農家レストランが地域活性化の起爆剤となるためには、地域との連携方法を確
立させる必要がある。ゆえに地域との連携が成功している農家レストランと、連携が十分
ではない農家レストランの運営方法の比較、そしてそこから農家レストランと地域との連
携の方法について考察することが必要である。農家レストランが農村地域再生の中核とし
ての役割を担うためには、何が必要なのかという点について十分に研究が進められる必要
がある。 
第三に、農業経営全体の中での農家レストランの運営方法のタイプや、その可能性と限
界について考察を深める必要がある。今後、農家レストランが地域再生における中核とし
ての役割を担っていくためには、農業生産とのバランスの取り方や労働力の分配が重要な
鍵となるからである。 
以上の 3点を、残された今後の研究課題として明記し、今後の農家レストランの展開方
向の考察に努めていきたい。 
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（註１）ここでいう「農家レストラン」とは、農林水産省の定義によると「農業を営む者
が食品衛生法に基づき、都道府県知事の許可を得て、不特定の者に、使用割合の多少にか
かわらず自ら生産した農産物や地域の食材を用いた料理を提供し、代金を得ているもの」
とある。 
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